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は
じ
め
に
－
オ
ー
ス
ト
リ
ア
工
業
に
お
け
る
職
員
 
 

】
九
九
二
年
現
在
、
二
一
〇
六
万
人
の
就
業
者
の
う
ち
一
〇
四
万
人
 
（
現
 
 

業
労
働
者
七
〇
万
人
、
職
員
三
四
万
人
）
 
が
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
J
 
 

そ
の
う
ち
三
二
〃
人
の
現
業
労
働
者
 
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
1
）
 
と
】
七
万
人
の
 
 

職
員
 
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
）
 
が
国
内
総
隼
産
の
約
四
分
の
一
を
生
産
L
て
 
 

い
る
ゥ
 
 
 

十
業
部
門
職
員
の
産
業
別
構
成
を
見
る
と
、
電
機
電
子
二
万
人
、
鉄
鋼
 
 

業
一
∵
九
〃
人
、
化
学
二
二
万
人
、
食
料
・
嗜
好
品
一
・
川
万
人
、
鉄
・
 
 

金
属
製
‖
…
∵
F
q
万
人
、
日
動
車
製
造
〇
・
八
万
人
、
繊
維
0
・
九
万
人
、
 
 

建
設
○
■
八
万
人
、
木
材
加
工
○
∴
ハ
万
人
、
れ
炭
・
窯
業
○
∴
ハ
万
人
 
 

で
あ
る
‖
 
 
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
保
険
基
金
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
職
業
生
活
の
中
 
 

断
の
な
い
職
員
に
つ
い
て
 
（
た
．
だ
し
、
企
業
間
移
動
の
あ
る
者
を
含
む
）
、
 
 

職
員
と
し
て
の
職
業
生
清
の
継
続
状
況
を
見
よ
う
。
一
九
四
八
年
生
ま
れ
 
 

の
職
員
に
関
し
て
、
一
九
七
二
平
時
点
 
（
二
四
オ
）
 
で
職
員
で
あ
っ
た
者
 
 

が
一
六
年
後
の
山
九
八
八
年
 
（
四
〇
オ
）
 
に
な
お
職
員
で
あ
る
か
歪
か
を
 
 

調
査
L
た
。
表
－
が
示
す
よ
う
に
、
男
女
を
問
わ
ず
、
八
割
が
依
然
と
L
 
 

て
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
な
お
、
衷
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
 
 

九
七
二
年
に
職
員
で
あ
っ
た
女
性
の
二
分
の
一
は
一
九
八
八
年
時
点
で
は
 
 

3
 
査
定
に
基
づ
く
賃
金
制
度
 
 
 

4
 
従
業
員
代
表
に
よ
る
規
制
可
能
性
 
 

お
わ
り
に
 
 

職
業
生
活
 
（
日
常
業
を
含
む
）
 
か
ら
引
退
L
て
い
る
。
 
 
 

大
量
生
産
の
t
業
部
門
、
と
く
に
世
界
的
な
⊥
業
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
子
 
 

会
社
お
よ
び
部
品
供
給
企
業
、
と
く
に
自
動
申
†
業
は
オ
ー
・
ス
ト
リ
ア
⊥
 
 

業
の
小
心
に
位
置
し
、
徐
々
に
高
度
技
術
の
ハ
イ
テ
ク
鹿
茸
に
成
長
し
っ
 
 

つ
あ
る
り
 
企
業
規
模
の
特
徴
と
し
て
、
少
数
の
巨
人
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
 
 

と
多
数
の
中
小
企
業
が
併
存
L
、
丑
席
L
‖
回
の
三
分
の
二
が
輸
出
さ
れ
る
と
 
 

い
う
強
い
輸
山
依
存
の
産
業
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
 
 
 

U
硯
近
の
急
速
な
組
織
的
技
術
的
な
構
造
変
化
は
賃
金
の
協
約
規
制
お
よ
 
 

び
企
業
内
取
扱
い
に
も
影
響
を
及
ば
し
て
い
る
日
 
光
任
権
慣
行
は
次
第
に
 
 

影
を
潜
め
、
逆
に
特
別
加
給
（
P
「
恥
m
i
e
〕
の
比
重
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
電
 
 

子
情
報
処
理
設
備
（
E
D
V
）
に
よ
り
労
働
舌
の
動
き
は
使
用
者
に
よ
っ
て
 
 

止
確
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
査
‥
疋
に
よ
る
職
務
遂
行
の
悪
意
的
 
 

評
価
を
多
く
の
職
員
は
懸
念
し
て
い
る
。
 
 
 

本
稿
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
1
の
賃
金
制
度
と
人
ヰ
考
課
制
度
を
め
ぐ
る
 
 

状
況
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
具
体
的
な
人
事
考
課
の
 
 

紹
介
事
例
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
量
観
察
調
査
結
果
を
入
手
す
る
こ
と
は
 
 

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
人
事
考
課
別
に
つ
い
て
は
本
稿
は
議
論
動
 
 

向
を
紹
介
す
る
に
止
ま
る
つ
 
賃
金
制
度
で
は
、
最
初
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
Ⅰ
労
 
 

働
省
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
を
一
括
し
て
賃
金
制
度
の
概
要
を
紹
介
 
 

L
、
そ
の
後
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
I
に
独
自
の
賃
金
制
度
を
紹
介
す
る
。
そ
 
 

れ
ら
の
申
で
は
ド
イ
ツ
の
議
論
が
頻
繁
に
登
場
し
、
両
国
の
国
境
の
低
さ
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表1雇用地位の変動  

1948年生まれで，かつ，1972年時点で職員であった者が1988年時点でいかなる地位に変動したか。  

男  女   
産業分野  

1972年 198締  1972年  1988年   

農林業  0．9  0．6   0．5  0．3   

製造業（Produktion）   32．4   26．6   2二I．9  16．9   

建設業   6．3   4．6   3．7   3．9   

商業，運輸・交通，通信   30．6   22．】   34．5  24．4   

ホテル，飲食業   0．8   0．ヨ   1．4   0．9   

金融機関・保険業，  16．5  15．9   13・9 13・9   

不動産，法律・経営業務  

清掃，美容   0．2  0．1  0．3  0．5   

4．3  3．1  7．6        8．0   

病院・福祉施設，  

教育・研究機関  レジャー・スポーツ，  
地域機関，社会保険機関等   8．2  7．0  14．2  13．9   

職員（合計）   】00．n   80．3   100．0  

官吏  2．2   

現業労働者  5．1   

失業中  0．4   

農業従事  0．2   

自営業  10．8   5．7   

そのほか  1．0  3．l   

100．0   仙） 82．7       0．9       6．6       0．5       0．5  
出所：GewerkschaftderPrivatangeste11ten．  

LeistungohrleSenioritat？， S．27．  

賃
金
制
度
の
動
向
 
 

賃
金
制
度
を
紹
介
す
る
に
先
立
 
 

ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
賃
金
水
准
 
 

が
世
界
の
な
か
で
ハ
め
る
位
置
を
 
 

確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
関
 
 

す
る
情
報
は
日
本
で
・
は
ま
だ
わ
ず
 
 

か
し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
 
 

こ
の
機
会
に
幾
ら
か
詳
し
く
紹
介
 
 

す
る
。
表
2
は
単
位
時
間
当
た
り
 
 

名
H
労
働
費
用
で
あ
る
。
下
の
衷
 
 

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
侍
金
水
準
を
 
 

∵
U
O
と
し
て
、
主
要
国
の
賃
金
 
 

水
準
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の
名
目
労
働
費
 
 

用
の
高
さ
が
抜
き
ん
で
て
い
る
じ
 
 

表
3
は
一
九
八
〇
年
以
後
の
生
産
 
 

性
上
昇
率
を
示
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
 
 

ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
お
よ
び
オ
ー
 
 

ス
ト
リ
ア
の
上
昇
が
著
し
い
。
 
 
 

こ
の
章
に
お
け
る
記
述
は
労
職
 
 

一
八
七
 
 
 

を
感
じ
さ
せ
る
。
 
 

一
最
近
の
製
造
業
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双
方
に
共
通
す
る
賃
金
制
度
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。
 
 

1
 
賃
金
制
度
の
典
型
的
な
構
成
要
素
の
概
観
 
 
 

こ
れ
を
囲
で
示
せ
ば
、
労
働
者
個
々
人
の
賃
金
は
図
1
の
よ
う
な
構
成
 
 

要
素
か
ら
成
る
。
と
く
に
基
本
賃
金
と
成
績
手
当
が
委
要
で
あ
る
u
 
基
本
 
 

賞
金
は
、
労
働
者
が
提
供
す
る
資
格
お
よ
び
勤
続
年
数
 
（
先
任
権
）
 
に
よ
 
 

る
り
 
た
い
て
い
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
製
造
業
協
約
で
は
、
基
本
賃
金
の
高
 
 

さ
は
労
働
省
の
資
格
 
（
例
、
熟
練
工
）
 
お
よ
ぴ
、
そ
の
資
格
に
対
応
す
る
 
 

担
当
職
務
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
協
約
で
勤
続
年
数
が
補
充
的
 
 

に
考
慮
さ
れ
る
。
考
慮
の
さ
れ
方
で
、
職
員
は
現
業
労
働
者
よ
り
も
強
く
 
 

考
慮
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

基
本
賃
金
決
定
に
必
要
な
手
続
き
は
書
耐
で
定
め
ら
れ
て
い
る
＝
職
務
 
 

の
要
件
を
調
べ
る
手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
代
表
的
な
基
準
を
定
 
 

め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
ト
て
、
別
の
手
続
き
は
概
柿
的
な
、
ま
た
は
分
析
 
 

的
な
職
務
評
価
を
行
う
。
資
格
が
悪
意
的
な
方
法
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
 
 

防
ぐ
た
め
に
、
資
格
の
評
価
確
定
で
は
常
に
そ
の
よ
う
な
手
続
き
が
行
わ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

2
 
最
近
の
賃
金
制
度
の
分
析
 
 

イ
㌧
 
企
業
内
賃
金
制
度
変
化
の
動
き
 
 
 

従
来
は
、
組
立
部
門
の
直
接
労
働
者
、
組
立
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
間
接
労
 
 

働
者
お
よ
び
職
員
で
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
金
制
度
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
 
 

の
伝
統
的
な
区
別
は
労
働
条
件
お
よ
び
労
働
者
の
資
格
の
違
い
が
反
映
L
 
 

て
い
た
。
直
接
組
立
工
は
出
来
高
賃
金
（
「
e
i
s
ど
n
g
s
－
e
h
n
）
で
算
定
さ
れ
、
 
 

サ
ビ
ス
部
門
の
間
接
労
働
者
は
単
純
な
時
間
給
で
算
定
さ
れ
、
職
員
は
 
 

固
定
賃
金
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
労
働
者
を
分
断
す
る
従
業
 
 

員
管
理
戟
略
に
由
来
し
て
い
た
。
 
 

一
八
八
 
 

従
来
の
分
立
し
た
賃
金
制
度
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
二
つ
の
傾
向
が
見
 
 

ら
れ
る
。
第
H
に
、
単
純
職
務
㌫
∵
部
が
切
り
艶
さ
れ
る
こ
と
な
く
職
務
 
 

全
体
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
理
由
は
自
動
化
の
増
加
に
よ
り
単
純
労
働
が
増
 
 

え
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
単
純
労
働
が
な
く
な
り
均
質
に
な
っ
た
職
務
は
 
 

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
第
二
に
、
さ
ま
ぎ
ま
な
点
で
従
来
の
生
産
労
働
、
サ
 
 

ー
ビ
ス
活
動
お
よ
び
職
員
職
務
の
区
別
を
超
え
て
人
員
配
置
が
弾
力
的
に
 
 

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
消
費
 
 

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
多
品
種
少
蛋
生
産
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
 
 

果
、
生
産
工
程
変
更
が
よ
り
頻
繁
に
な
っ
た
と
い
う
、
先
進
国
に
共
通
し
 
 

た
事
情
が
あ
る
∪
 
 
 

こ
れ
を
代
表
的
に
ホ
す
動
向
を
四
社
に
つ
き
表
4
に
ホ
し
た
。
こ
の
な
 
 

か
で
も
カ
ブ
シ
ュ
 
云
a
p
s
c
h
）
 
社
か
典
型
的
で
あ
る
。
オ
ペ
ル
 
（
O
p
e
ニ
 
 

社
は
生
産
的
労
働
者
と
サ
ー
ビ
ス
ガ
働
者
の
区
別
を
負
金
面
で
な
く
し
た
。
 
 

す
で
に
ド
イ
ツ
で
は
、
化
学
産
業
で
数
年
前
に
現
業
労
働
者
向
け
の
協
約
 
 

と
職
‖
H
向
け
の
そ
れ
を
一
本
化
し
て
い
た
。
マ
ン
ハ
イ
ム
の
フ
エ
ー
ゲ
ル
 
 

杜
で
は
八
〇
年
代
初
め
に
労
職
m
本
の
企
業
別
協
約
を
金
属
労
組
と
締
結
 
 

し
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
金
属
産
業
で
も
八
〇
牛
以
後
、
 
 

労
職
の
労
働
条
作
柄
差
を
調
整
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

そ
の
交
渉
は
手
に
余
る
よ
う
で
難
航
し
て
い
る
。
カ
ブ
シ
ュ
社
の
ケ
ー
ス
 
 

は
こ
の
方
向
を
ホ
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
L
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
す
る
抵
抗
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
れ
 
 

は
ま
ず
伝
統
の
遠
い
か
ら
生
じ
る
。
現
業
労
働
者
は
通
常
、
時
間
給
で
支
 
 

給
さ
れ
、
出
来
高
賃
金
で
あ
れ
ば
、
測
定
さ
れ
た
成
績
に
某
づ
い
て
支
給
 
 

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
業
労
働
省
の
毎
月
の
賃
金
は
、
少
な
く
と
も
月
 
 

当
た
り
労
働
時
間
数
に
従
い
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
月
ご
と
の
成
績
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図1個々人の賃金構成  

出所：Eckardstein／Janes，NeueWegederLohnfindungfuTdieIndustrie，  
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の
披
に
左
右
さ
れ
て
変
動
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
職
員
は
固
定
賃
金
 
 

を
支
給
さ
れ
、
測
定
さ
れ
た
成
績
の
違
い
に
よ
り
支
給
鮎
が
異
な
る
こ
 
 

と
は
稀
で
あ
る
。
個
人
ご
と
の
成
績
の
違
い
は
査
定
に
よ
っ
て
時
間
の
 
 

経
過
の
巾
で
把
握
き
れ
考
慮
さ
れ
る
ら
 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
現
業
労
働
 
 

者
と
職
員
の
撮
も
大
き
な
違
い
は
、
い
わ
ゆ
る
二
年
お
き
昇
給
（
B
i
e
n
コ
a
T
 
 

S
p
r
旨
g
e
）
の
存
否
、
す
な
わ
ち
、
基
本
賃
金
が
勤
続
年
数
に
左
右
さ
れ
 
 

る
か
不
［
か
に
あ
る
。
長
年
同
じ
職
場
で
働
〈
職
員
は
そ
の
職
場
に
お
け
 
 

る
初
任
給
か
ら
五
〇
％
以
内
で
上
乗
せ
さ
れ
た
貸
金
を
支
給
さ
れ
る
。
 
 

二
の
勤
続
年
数
に
依
存
し
た
賃
金
格
差
取
扱
い
は
公
務
に
お
け
る
取
扱
 
 

い
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
管
理
要
員
と
L
て
の
職
員
の
性
格
に
マ
リ
 
 

ナ
す
る
り
 
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
賃
金
取
抜
い
の
遠
い
は
新
L
い
動
向
 
 

に
囲
難
を
も
た
ら
す
√
り
 
 
 

さ
ら
に
組
合
組
織
と
の
関
係
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
産
業
別
労
 
 

働
組
合
の
考
え
は
現
業
労
働
者
に
関
し
て
の
み
当
て
は
ま
り
、
事
務
職
 
 

‥
貝
は
産
業
の
枠
を
超
え
て
…
つ
の
組
A
‖
を
組
織
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
組
合
間
の
調
整
も
必
要
に
な
る
り
 
 

ロ
、
基
本
賃
金
規
定
 
 
 

通
常
基
本
賃
金
を
規
定
す
る
三
つ
の
指
標
、
す
な
わ
ち
職
務
要
件
、
 
 

労
働
者
が
提
供
す
る
資
楷
、
お
よ
び
勤
続
年
数
は
す
で
に
図
1
で
一
小
L
 
 

た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
職
務
給
と
も
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
は
使
用
 
 

者
と
労
働
者
の
間
の
利
害
の
違
い
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
使
用
者
 
 

側
に
と
っ
て
は
、
職
務
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
制
度
は
、
そ
り
高
さ
を
使
 
 

用
者
は
円
ら
規
定
す
る
の
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
 
 

が
あ
る
∵
た
と
え
高
い
職
業
的
資
格
を
有
す
る
労
働
省
を
投
入
L
て
も
 
 

基
本
的
に
は
職
務
が
求
め
る
水
準
の
基
本
賃
金
を
支
払
え
ば
足
り
る
．
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例
え
ば
、
職
務
⊥
の
繁
什
が
低
下
L
た
と
き
に
は
、
原
理
的
に
は
基
本
策
 
 

食
は
低
下
す
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
現
状
維
持
支
給
が
行
わ
れ
て
い
 
 

る
が
。
こ
の
二
と
は
輝
か
に
使
用
者
側
に
か
な
り
有
利
な
条
件
を
提
供
す
 
 

る
。
ド
イ
ツ
で
使
用
者
団
体
が
線
り
返
し
、
職
務
ま
た
は
要
件
に
リ
ン
ク
 
 

し
た
賃
金
制
廠
を
強
調
す
る
所
以
で
あ
る
。
 
 
 

他
力
で
、
二
の
旗
本
賃
金
取
扱
い
の
裏
面
と
し
て
、
要
件
は
概
括
的
も
 
 

し
く
は
分
析
的
職
務
評
価
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
職
務
変
更
の
度
に
新
規
 
 

に
評
価
さ
れ
直
す
。
そ
れ
は
技
術
革
新
や
作
業
編
成
変
更
の
テ
ン
ポ
が
｝
 
 

い
昨
今
で
は
企
業
に
と
っ
て
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
。
ま
た
従
業
員
代
 
 

表
で
あ
る
事
業
所
委
員
会
と
の
紛
争
事
由
と
も
な
り
う
る
。
 
 
 

労
働
者
側
に
と
「
て
、
職
務
ま
た
は
安
件
に
リ
ン
ク
L
た
賃
金
は
、
栴
 
 

什
け
手
続
き
の
客
観
化
と
い
う
ノ
リ
ソ
ト
か
あ
る
い
 
櫓
付
け
の
悪
意
的
取
 
 

扱
い
の
危
険
は
低
†
し
、
労
働
署
の
性
別
と
い
う
よ
う
な
別
の
指
標
は
入
 
 

っ
て
こ
な
い
。
 
 
 

基
本
代
金
確
定
に
労
働
者
が
有
す
る
賛
楷
が
加
味
さ
れ
る
。
資
格
に
基
 
 

づ
く
支
払
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
労
働
者
を
よ
り
高
い
資
格
取
得
に
誘
導
す
る
 
 

こ
と
で
あ
る
。
弾
力
的
に
別
部
署
に
配
置
で
き
る
者
を
優
遇
す
る
取
扱
い
 
 

は
費
用
面
で
は
高
づ
く
。
そ
れ
は
可
つ
の
実
施
〃
法
と
ト
て
、
作
業
部
門
 
 

毎
に
労
働
者
を
採
用
∴
礼
讃
す
る
こ
と
で
あ
る
じ
 
そ
の
と
き
に
は
労
働
者
 
 

は
当
該
作
業
部
門
の
い
く
つ
も
の
職
務
を
租
当
で
き
る
こ
と
が
前
提
で
あ
 
 

る
。
そ
の
よ
う
に
な
る
と
、
職
務
に
リ
ン
ク
L
た
基
本
賃
金
と
資
格
に
リ
 
 

ン
ク
し
た
そ
れ
は
重
な
っ
て
〈
る
。
 
 
 

ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
協
約
で
は
職
務
格
付
け
に
 
 

基
づ
〈
賃
金
の
原
理
は
厳
格
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
賃
金
グ
ル
ー
プ
格
付
 
 

け
は
煉
則
と
し
て
、
資
格
お
よ
び
担
当
職
務
と
リ
ン
ク
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

一
九
四
 
 
 

僚
削
と
し
て
資
格
を
基
礎
と
し
、
補
充
的
に
賓
棉
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
格
付
け
 
 

は
、
労
働
者
が
そ
の
賓
格
に
対
応
す
る
職
務
に
従
事
L
て
い
る
時
に
限
り
 
 

適
用
さ
れ
る
と
い
う
収
扱
い
で
あ
る
り
 
そ
れ
で
も
職
務
の
分
析
的
職
務
評
 
 

価
は
厳
格
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
柿
で
あ
り
、
そ
の
分
だ
け
運
用
上
の
余
地
 
 

が
あ
る
。
 
 
 

労
働
者
に
と
っ
て
、
こ
の
制
度
は
従
事
す
る
職
務
が
従
来
よ
り
も
格
付
 
 

け
の
低
い
職
務
に
な
っ
た
と
き
に
、
基
本
賃
金
が
資
格
に
基
づ
い
て
決
定
 
 

さ
れ
る
分
だ
け
仙
人
的
な
安
定
化
に
富
む
と
い
う
ノ
リ
ソ
ト
は
あ
る
。
同
 
 

じ
職
務
に
異
な
る
賃
金
格
付
け
の
労
働
省
が
混
じ
っ
て
従
事
す
る
こ
と
に
 
 

な
る
。
 
 
 

先
に
表
4
で
ホ
し
た
四
つ
の
賃
金
決
定
モ
デ
ル
で
は
鹿
本
賃
金
の
決
定
 
 

〃
法
も
興
な
「
て
い
る
」
 
B
M
W
祉
は
、
規
則
と
L
て
職
務
に
甚
づ
〈
楷
 
 

付
け
で
あ
る
り
 
そ
こ
で
は
仙
別
の
職
務
ご
と
に
＝
評
価
す
る
。
そ
の
代
わ
り
 
 

に
多
数
の
個
別
職
務
は
い
く
つ
か
S
い
わ
価
る
職
務
像
（
F
u
コ
k
t
i
O
コ
S
b
i
l
d
〕
 
 

と
呼
ば
れ
る
職
務
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
∪
 
そ
の
職
務
像
が
賃
金
決
定
 
 

の
単
位
と
な
る
。
こ
の
職
務
像
は
職
戯
評
価
の
意
味
で
は
、
概
括
的
職
戯
 
 

評
佃
（
s
u
ヨ
ヨ
a
r
i
s
c
h
e
 
A
r
b
e
i
t
s
b
e
w
e
r
t
u
コ
g
）
に
基
づ
く
作
業
部
門
と
L
 
 

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
労
働
者
は
そ
れ
ら
の
職
務
像
 
 

に
分
頬
さ
れ
る
甚
準
に
従
い
貨
令
を
支
給
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
は
っ
き
り
 
 

と
個
人
毎
の
指
標
が
問
題
と
な
る
‖
 
な
ぜ
な
ら
ば
あ
る
職
務
か
ら
別
の
職
 
 

務
に
担
当
変
更
さ
れ
て
も
、
職
務
像
変
更
を
必
要
と
し
な
い
限
り
、
支
給
 
 

さ
れ
る
賃
金
は
そ
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
職
務
像
の
賃
金
グ
ル
ー
プ
に
 
 

基
づ
〈
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

使
用
舌
側
の
ノ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
者
の
職
務
群
（
F
u
n
・
 
 

k
t
i
O
コ
S
b
e
r
e
i
c
h
）
の
範
囲
内
で
賃
金
変
更
な
し
に
職
務
変
更
を
ス
ム
ー
ズ
に
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和
え
る
り
賃
金
グ
ル
ー
プ
は
大
〈
く
り
に
な
り
変
動
が
少
な
い
。
職
務
像
 
 

g
根
本
的
な
変
史
の
場
合
に
の
み
職
務
評
価
の
見
直
L
が
必
要
に
な
る
㌧
 
 

ま
た
賃
金
制
煙
が
単
純
で
あ
り
、
運
用
コ
ス
ト
が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
で
 
 

き
る
。
そ
れ
は
賃
金
が
安
定
す
る
点
で
は
労
働
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
ノ
 
 
 

そ
れ
に
対
し
、
パ
ル
プ
ィ
ン
グ
ー
（
P
a
－
f
i
コ
g
e
r
）
朴
お
よ
ぴ
オ
ペ
ル
祉
 
 

で
は
資
格
を
重
視
し
た
賃
金
決
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
資
格
確
定
に
基
づ
い
 
 

て
農
本
賃
金
が
格
付
け
さ
れ
る
。
こ
の
確
定
さ
れ
た
資
格
は
個
人
的
楷
標
 
 

と
し
て
理
解
さ
れ
、
原
則
と
し
て
担
当
職
務
に
関
係
な
い
u
 
実
際
、
確
定
 
 

さ
れ
た
資
格
は
割
り
当
て
ら
れ
る
担
当
分
野
と
は
直
結
し
な
い
。
パ
ル
プ
 
 

ィ
ン
グ
ー
社
で
は
職
務
が
明
ホ
し
て
合
意
さ
れ
る
。
通
庸
は
資
格
と
相
当
 
 

分
野
は
対
応
し
、
そ
の
結
果
、
B
M
W
杜
に
お
け
る
職
虜
に
リ
ン
ク
し
た
 
 

格
付
け
と
大
き
く
類
似
し
て
い
る
り
 
し
か
し
、
職
務
変
更
に
あ
た
り
両
社
 
 

の
違
い
が
出
て
く
る
じ
 
 
 

オ
ペ
ル
祉
で
は
ま
ず
資
格
お
よ
ぴ
い
わ
ゆ
る
柔
軟
性
度
（
F
l
e
x
i
b
こ
i
t
警
s
．
 
 

s
t
u
r
e
n
）
が
基
本
局
舎
格
付
け
の
出
発
山
州
に
な
る
。
さ
ら
に
成
績
を
意
識
し
 
 

た
行
動
（
L
e
i
s
t
u
n
讐
く
e
r
h
a
－
t
e
n
〉
お
よ
び
成
績
操
作
（
L
e
i
s
t
u
コ
g
S
S
（
e
u
e
r
・
 
 

u
コ
g
）
の
観
点
も
考
慮
し
て
細
分
化
さ
れ
る
。
 
 
 

カ
ブ
シ
チ
社
で
は
、
基
本
賃
金
は
さ
ま
ぎ
ま
な
指
標
と
結
び
付
い
て
い
 
 

る
＝
職
務
関
係
基
本
賞
金
を
個
人
的
指
標
に
展
づ
〈
賃
金
と
結
び
付
け
て
 
 

い
る
い
ま
ず
基
準
職
務
（
R
i
〔
h
t
a
r
b
e
i
t
s
p
l
警
N
e
コ
）
が
分
析
的
職
務
評
価
に
 
 

ょ
っ
て
把
捉
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
基
準
職
務
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
㌔
 
 

て
は
め
る
（
職
務
給
）
。
さ
ら
に
、
個
人
の
市
場
佃
値
お
よ
び
資
格
の
指
標
 
 

お
よ
ぴ
い
わ
ゆ
る
調
整
黄
低
賃
金
（
A
u
s
g
l
e
i
c
h
s
b
－
〇
C
k
）
に
基
づ
い
て
調
べ
 
 

ら
れ
た
個
人
の
基
本
賃
金
 
（
本
人
給
）
 
が
確
定
さ
れ
る
。
そ
の
専
門
分
野
 
 

が
極
端
に
人
手
不
岨
で
あ
る
よ
う
な
労
働
者
の
採
用
で
は
交
渉
結
果
が
害
 
 

面
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
に
例
え
ば
新
規
大
平
の
よ
う
に
本
人
の
資
 
 

格
に
比
べ
て
拍
当
職
務
の
格
付
け
が
低
い
こ
と
も
一
時
的
に
生
す
る
。
調
 
 

整
瀬
低
賃
金
の
目
的
は
、
従
来
の
賃
金
制
度
で
彼
に
㌧
＝
ん
ら
れ
て
い
た
個
 
 

人
的
な
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
二
と
に
あ
る
。
新
し
い
賃
金
制
度
に
対
す
 
 

る
労
働
者
側
の
同
意
は
彼
ら
の
従
来
の
賃
金
が
確
保
さ
れ
て
初
め
て
得
ら
 
 

れ
る
口
 
調
整
最
低
賃
金
は
そ
の
た
め
に
役
立
つ
。
 
 
 

基
本
賃
金
規
定
の
す
べ
て
の
構
想
の
背
景
に
は
、
広
範
な
配
置
の
柔
軟
 
 

性
と
い
う
作
業
机
鶴
形
態
あ
変
化
に
代
金
制
度
を
マ
ッ
チ
さ
せ
る
目
的
が
 
 

あ
る
‖
 
前
述
の
基
本
賃
金
形
態
の
意
味
は
人
事
政
策
ト
の
要
素
と
し
て
そ
 
 

こ
に
表
現
さ
れ
る
n
 
B
M
W
社
は
職
務
に
代
え
て
部
門
に
リ
ン
ク
し
た
基
 
 

本
賃
金
格
付
け
に
よ
っ
て
そ
れ
を
働
き
か
け
、
オ
ペ
ル
朴
お
よ
ぴ
バ
ル
ブ
 
 

ィ
ン
オ
ー
祉
は
資
格
に
リ
ン
ク
し
た
基
本
賃
金
で
そ
れ
を
目
指
す
じ
 
そ
れ
 
 

に
対
し
、
カ
ブ
シ
ュ
社
で
は
従
来
の
職
務
に
リ
ン
ク
し
た
農
本
色
合
を
維
 
 

持
し
っ
つ
、
個
人
的
指
標
お
よ
び
多
か
れ
少
な
か
れ
各
個
人
と
の
結
び
付
 
 

き
を
ホ
す
よ
う
な
指
標
を
可
能
に
す
る
追
加
的
な
原
理
を
採
用
す
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
そ
れ
を
相
対
化
す
る
‖
 
 
 

つ
ぎ
に
、
最
近
変
更
さ
れ
た
賃
金
制
度
事
例
を
二
社
に
つ
い
て
も
っ
と
 
 

詳
し
く
兄
上
う
っ
 
 

3
 
B
M
W
シ
ュ
ト
イ
ル
エ
壌
の
新
し
い
賃
金
制
度
 
 

イ
、
企
業
の
概
観
 
 
 

シ
ュ
ト
イ
ル
自
動
車
工
場
は
一
九
七
九
キ
に
設
立
さ
れ
た
、
B
M
W
株
 
 

式
会
社
の
∵
0
0
％
子
会
社
で
あ
る
。
い
ま
や
B
M
W
グ
ル
ー
プ
の
主
力
 
 

⊥
場
に
な
っ
た
リ
 
B
M
W
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
最
新
の
設
備
を
誇
り
、
オ
 
 

ー
・
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
販
売
拠
点
を
兼
ね
て
い
る
。
同
時
に
高
資
楷
労
働
 
 

者
を
有
す
る
⊥
場
で
も
あ
る
。
平
均
年
令
は
一
九
九
四
年
時
点
で
現
業
労
 
 

Ⅶ
九
五
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働
者
で
三
三
オ
、
n
動
組
立
部
門
に
お
け
る
金
属
熟
練
労
働
者
の
構
成
比
 
 

率
は
」
ハ
L
ハ
％
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
最
新
鋭
の
生
産
様
式
が
新
し
い
ほ
 
 

金
制
度
を
必
要
と
し
た
〕
 
 

ロ
、
出
発
点
 
 
 

†
場
設
立
以
来
こ
こ
で
は
特
別
加
給
の
賃
金
制
度
か
適
用
さ
れ
て
き
た
。
 
 

基
本
賃
金
は
職
務
の
分
析
的
評
価
に
基
づ
い
て
確
定
さ
れ
る
。
成
績
部
分
 
 

は
生
産
高
（
A
u
s
b
r
i
コ
g
u
コ
g
S
ヨ
e
コ
g
e
）
に
よ
る
り
標
準
作
業
時
問
測
定
は
ド
 
 

二
て
り
 
 

イ
ツ
の
R
E
F
A
カ
式
に
よ
っ
て
い
た
。
 
 
 

新
し
い
賃
金
制
度
の
与
件
は
、
テ
ー
ラ
ー
主
義
に
よ
る
作
業
組
織
、
そ
 
 

れ
に
対
応
し
た
代
金
モ
デ
ル
（
グ
ル
ー
プ
出
来
高
拝
金
∵
 
出
来
高
部
分
に
 
 

対
す
る
個
別
の
分
．
量
測
定
（
数
‖
空
、
基
本
賃
金
に
関
す
る
評
価
制
度
（
ジ
 
 

ュ
ネ
ー
ブ
ん
式
∵
‖
動
車
部
＝
州
取
り
付
け
（
コ
」
e
C
h
a
コ
i
s
c
h
e
F
e
r
［
首
u
コ
g
）
 
 

と
日
動
車
紬
」
止
（
P
ざ
〔
O
r
ヨ
○
コ
t
a
g
e
）
と
い
う
二
つ
の
輿
な
る
技
術
的
作
業
 
 

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
 
 
 

伝
統
的
な
出
来
高
㍑
金
の
論
理
は
、
生
産
出
来
高
偶
数
に
基
づ
い
て
支
 
 

払
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
も
か
韮
内
の
生
産
過
程
も
ト
分
に
、
か
 
 

つ
、
効
率
的
に
操
作
さ
れ
う
る
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
て
い
た
。
 
 
 

こ
の
従
来
型
の
代
金
構
造
の
結
果
と
し
て
、
①
賃
金
算
定
か
事
務
機
構
 
 

に
よ
り
柾
端
に
官
僚
的
に
運
用
さ
れ
る
。
例
、
職
務
計
佃
、
作
業
態
度
の
 
 

特
徴
、
成
績
程
度
の
測
定
、
一
ヤ
均
的
な
算
定
。
そ
の
間
過
点
と
し
て
、
管
 
 

理
に
手
間
取
る
、
労
働
者
に
と
っ
て
制
度
運
用
の
透
明
さ
に
欠
け
る
、
特
 
 

定
方
法
は
正
確
な
印
象
を
与
え
る
か
実
際
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
 
 

②
出
来
高
制
に
伴
う
労
働
者
の
典
刑
上
的
な
行
動
と
し
て
、
甘
食
制
度
を
監
 
 

視
し
、
職
業
能
力
上
の
自
分
の
弱
点
を
克
服
す
る
刺
激
に
欠
け
る
、
操
業
 
 

の
混
乱
は
労
働
者
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
回
復
時
間
が
与
え
 
 

一
九
六
 
 
 

ら
れ
て
多
く
稼
げ
る
の
で
。
H
僚
と
協
力
す
る
、
ま
た
は
手
助
け
す
る
刺
 
 

激
に
欠
け
る
り
 
そ
の
結
果
、
例
え
ば
、
賃
金
に
対
応
す
る
生
塵
個
数
を
達
 
 

成
し
た
ら
た
と
え
操
業
混
乱
の
ゆ
え
に
必
要
な
一
日
当
た
り
個
数
を
達
成
 
 

し
て
い
な
く
て
も
仕
事
を
終
え
る
、
簡
単
に
除
去
で
き
る
よ
う
な
さ
さ
い
 
 

な
操
業
混
乱
が
発
生
し
て
も
り
り
－
7
マ
ン
が
来
る
ま
で
待
つ
、
同
僚
と
 
 

代
替
す
る
こ
と
が
一
小
可
火
で
む
、
低
く
ル
伸
さ
れ
る
別
の
職
務
に
移
ろ
う
 
 

と
は
し
な
い
、
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
て
い
た
い
 
総
じ
て
、
同
僚
と
協
力
 
 

す
る
、
ま
た
は
相
＃
に
助
け
合
う
こ
と
の
刺
激
が
乏
し
い
り
 
「
個
数
思
考
」
 
 

は
、
支
払
方
法
に
巾
来
し
、
什
事
の
質
は
研
修
お
よ
び
規
程
に
明
▲
記
し
徹
 
 

底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
碓
保
さ
れ
る
と
考
、
そ
ゎ
れ
た
。
 
 
 

出
来
高
賃
金
類
似
の
特
別
加
給
制
度
は
か
な
り
の
運
用
費
用
を
要
す
る
り
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
職
頗
に
つ
き
▲
記
述
し
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
‖
 
個
々
の
 
 

職
務
に
つ
き
各
人
の
配
置
（
A
r
b
e
i
t
s
e
i
n
s
a
t
N
）
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
行
 
 

わ
れ
、
電
†
情
報
処
理
を
通
じ
て
各
人
の
時
間
賃
金
が
算
定
さ
れ
る
＝
労
 
 

働
苫
n
身
に
と
っ
て
も
こ
の
賃
金
算
定
方
法
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
 
 

難
し
い
＝
時
聞
代
金
の
変
動
は
わ
ず
か
な
変
動
に
留
ま
る
 
 
 

こ
の
賃
金
制
度
に
よ
っ
て
は
根
底
的
な
作
業
組
織
の
変
革
は
期
待
し
が
 
 

た
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
八
九
年
末
に
人
事
部
、
事
業
所
委
員
会
委
員
ム
 
 

よ
び
関
係
部
門
の
董
任
者
で
構
成
さ
れ
る
賃
金
制
度
検
討
委
員
会
が
設
置
 
 

さ
れ
た
り
 
委
‖
f
l
会
は
新
L
い
賃
金
哲
学
を
模
索
L
た
∪
従
来
の
拝
金
制
度
 
 

と
異
な
る
タ
イ
プ
の
賃
余
制
度
を
一
部
の
部
門
で
試
験
的
に
適
用
L
た
。
 
 

そ
れ
と
並
行
し
て
、
新
し
い
作
業
構
造
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
構
想
 
 

の
中
核
は
、
職
裾
統
人
㌧
チ
ー
ム
作
業
（
G
r
u
p
p
e
コ
e
コ
t
ま
c
k
－
u
l
邑
、
継
続
 
 

的
な
改
善
で
あ
っ
た
。
図
2
参
照
。
 
 
 

こ
こ
で
第
一
の
職
務
統
A
＝
と
は
、
保
全
業
務
等
の
い
わ
ゆ
る
補
助
的
業
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図2 BMWの新しい職務構造の目標と内容  

職 務 統 合一  チ ー ム 作業一  

○職長（マイスター）を中心に  

○部門内懇談  

○共同で責任  

○品質を自己点検  

○保全業務  
○記号論理学  

○グループ代表選出  

○グループ内懇談の実施  

○グループ用の部屋提供  

○グループ懇談のための時間付与  

○目標と課題を設定  

継続的な改善  

○改善提案  

○それをすぐに実施する  

○継続的改善のためのプログラム  

出所：図1に同じ。  S．64．  

務
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

そ
れ
ら
の
業
務
を
従
来
相
当
し
て
き
た
労
働
者
は
そ
の
専
任
か
ら
外
さ
れ
、
 
 

い
ず
れ
か
の
部
署
に
配
属
さ
れ
、
他
の
同
僚
と
同
じ
職
務
の
担
当
に
な
る
。
 
 

職
務
統
合
は
、
グ
ル
ー
プ
の
影
響
お
よ
び
ポ
仕
を
拡
大
す
る
〓
的
で
年
度
 
 

プ
ロ
セ
ス
の
数
を
減
ら
す
た
め
の
過
程
指
向
（
P
r
O
Z
e
冒
r
i
e
コ
t
i
e
r
二
コ
g
）
の
 
 

意
味
で
の
機
構
的
な
措
置
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
 
 
 

第
二
の
チ
ー
ム
作
業
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
展
開
と
は
、
よ
り
」
か
い
相
＃
援
 
 

助
ぶ
よ
び
相
互
理
解
の
意
味
で
の
グ
ル
ー
プ
意
識
を
作
業
郡
門
の
労
働
者
 
 

に
浸
透
さ
せ
る
過
杜
で
あ
る
。
鹿
賀
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
部
門
 
 

で
共
同
の
、
で
き
る
だ
け
広
範
な
課
題
設
定
と
責
任
が
与
、
え
ら
れ
る
こ
と
 
 

で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
長
が
自
由
選
挙
で
選
ば
れ
て
、
披
は
目
標
未
達
成
の
 
 

と
き
に
制
裁
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
懇
談
の
た
め
に
部
屋
と
時
間
 
 

が
与
え
ら
れ
て
グ
ル
ー
プ
縞
動
か
支
援
さ
れ
る
。
 
 
 

夢
二
の
継
続
的
な
改
善
と
は
、
作
業
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
労
働
者
を
 
 

動
員
し
て
、
た
と
え
小
さ
な
歩
み
で
も
作
業
遂
行
を
持
続
的
に
改
＃
す
る
 
 

二
と
を
目
指
す
り
 
 
 

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
労
働
者
相
互
の
協
力
を
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
 
 

に
責
任
を
持
つ
こ
と
を
求
め
る
。
 
 

ハ
、
新
し
い
賃
金
制
度
の
目
標
 
 
 

今
回
の
賃
金
制
度
変
更
は
前
述
の
作
業
組
織
変
更
に
対
応
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
そ
の
日
標
と
は
、
 
 

①
 
変
更
さ
れ
た
作
業
構
造
に
賃
金
制
度
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
－
I
グ
ル
 
 
 

ー
プ
労
働
、
職
務
統
合
。
 
 

②
 
グ
ル
ー
プ
行
動
 
（
年
産
過
程
に
対
す
る
共
同
の
責
任
）
 
お
よ
び
H
標
 
 
 

指
向
 
（
数
量
お
よ
び
品
質
の
目
標
達
成
を
H
指
す
）
 
の
方
向
で
労
働
者
 
 

一
九
七
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⑤  ④  ③  経
済
的
競
争
で
は
な
く
、
む
し
ろ
目
隠
し
さ
れ
た
馬
が
未
知
の
‖
標
に
向
 
 

か
っ
て
進
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
n
 
そ
れ
は
ま
た
小
突
集
権
的
な
管
理
で
 
 

は
な
ノ
＼
、
現
場
の
作
業
グ
ル
ー
プ
に
限
定
的
な
n
治
を
認
め
、
目
標
と
課
 
 

題
設
定
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
責
仔
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
じ
 
こ
れ
は
、
 
 

出
来
高
賃
金
に
長
年
慣
れ
て
き
た
労
働
者
お
よ
び
上
司
に
発
想
の
転
換
を
 
 

求
め
る
。
 
 
 

成
積
概
念
と
し
て
、
‖
踊
貿
協
定
や
生
産
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
内
部
 
 

お
よ
び
外
部
の
顧
客
の
二
－
ズ
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

賃
金
管
理
の
た
め
の
労
力
は
節
約
さ
れ
る
。
労
働
者
に
と
っ
て
は
運
用
 
 

が
透
明
に
な
る
。
労
働
者
の
配
置
を
弾
力
的
に
す
る
た
め
に
賃
金
ラ
ン
ク
 
 

数
は
減
ら
さ
れ
て
大
く
く
り
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
金
変
更
な
L
に
 
 

配
転
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
月
ご
と
の
変
動
の
少
な
い
賃
金
に
な
る
。
 
 
 

巌
後
に
、
時
間
管
理
を
賃
金
算
定
と
切
り
離
す
。
 
 

ニ
、
新
し
い
制
度
の
特
徴
 
 
 

担
当
職
務
お
よ
び
H
々
の
成
績
度
を
生
産
個
数
で
測
定
し
出
来
高
に
よ
 
 

っ
て
賃
金
を
確
定
す
る
従
来
の
方
法
か
ら
、
職
務
像
に
従
っ
た
個
人
ご
と
 
 

の
わ
動
変
更
を
支
え
る
こ
と
。
 
 
 

成
績
概
念
の
新
し
い
定
義
∵
－
－
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
こ
と
を
 
 

成
績
と
理
解
す
る
。
 
 
 

代
金
管
理
費
用
の
思
い
切
っ
た
削
減
∵
－
－
透
明
さ
、
格
差
〔
D
i
f
f
e
r
 
 

e
コ
Z
i
e
r
u
コ
呵
）
縮
小
、
「
本
当
の
」
〓
単
位
〃
‖
令
。
 
 
 

時
間
管
理
〔
N
e
i
t
旦
r
t
s
c
h
a
f
t
）
と
賃
金
の
区
別
 
－
 
時
間
管
理
は
賃
 
 

金
算
定
の
た
め
で
は
な
く
、
人
員
需
要
（
P
e
r
s
O
n
a
－
b
e
d
a
r
f
）
算
定
の
た
 
 

め
で
あ
る
。
 
 

こ
の
変
化
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
れ
ば
、
騎
†
が
命
令
す
る
疑
馬
の
よ
う
な
 
 

山
九
八
 
 

の
時
間
賃
金
に
移
行
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
時
間
給
現
業
労
働
ネ
や
職
‥
H
 
 

と
同
様
の
測
定
に
な
る
り
 
 
 

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
業
量
が
減
少
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
 
 

な
い
。
グ
ル
ー
プ
で
責
任
を
も
っ
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

新
し
い
制
度
の
特
徴
と
し
て
、
労
働
者
は
個
人
毎
に
国
定
し
た
加
給
賃
 
 

金
を
支
給
さ
れ
る
。
そ
れ
は
相
当
す
る
職
務
ご
と
に
異
な
り
、
求
め
ら
れ
 
 

る
労
務
に
対
応
す
る
（
課
業
賃
金
P
e
n
s
u
ヨ
】
〇
h
n
）
。
∩
動
卓
机
立
部
門
で
 
 

は
さ
ら
に
、
企
業
生
産
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
目
標
達
成
手
↓
か
シ
！
 
 

ズ
ン
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
。
 
 
 

日
動
製
造
部
門
で
は
、
生
産
方
式
は
技
術
的
に
は
高
度
に
日
動
化
さ
れ
 
 

て
い
る
の
で
生
産
高
は
、
†
に
設
備
能
力
に
規
定
さ
れ
る
。
労
働
ネ
個
々
人
 
 

に
よ
る
違
い
は
操
業
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
か
、
と
く
に
故
障
時
 
 

に
ほ
か
の
協
力
を
得
て
迅
速
に
福
旧
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
違
い
 
 

の
程
度
は
小
さ
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
動
中
組
立
部
門
で
は
、
労
働
者
 
 

は
直
接
に
生
産
現
場
で
働
き
、
生
耗
高
は
直
接
に
彼
の
下
作
業
に
依
仔
し
 
 

て
い
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。
こ
こ
で
も
賃
金
は
担
当
職
務
に
恭
づ
い
 
 

て
固
定
さ
れ
、
生
産
高
の
f
測
と
り
ン
ク
さ
れ
た
り
 
し
か
し
、
さ
ら
に
企
 
 

業
側
は
目
標
達
成
手
当
を
支
給
し
、
労
働
告
が
相
互
に
協
力
し
故
障
発
生
 
 

時
で
も
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
望
ま
し
い
二
と
を
小
し
刺
 
 

激
を
与
え
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
出
来
高
賃
金
制
度
の
も
と
で
 
 

は
考
、
ろ
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

新
し
い
制
度
の
基
礎
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

a
、
職
務
像
 
 
 

－
役
割
領
域
の
概
括
的
な
記
述
お
よ
び
必
要
な
資
格
、
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－
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
像
は
賃
金
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
（
時
間
賃
金
）
、
 
 
 

－
配
置
お
よ
び
資
格
に
基
づ
き
上
司
が
労
働
者
を
分
類
す
る
、
 
 

b
、
求
め
ら
れ
る
構
造
（
S
已
T
S
t
r
u
k
t
u
r
）
 
 
 

目
標
達
成
に
必
要
な
、
職
務
像
ご
と
の
労
働
省
数
 
 

C
、
従
業
員
懇
談
 
 
 

1
昇
進
可
能
性
、
改
善
点
、
問
題
点
、
見
通
し
等
を
懇
談
し
記
録
す
る
。
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
ご
と
お
よ
び
機
械
ご
と
の
詳
し
い
要
件
調
査
に
代
っ
 
 

て
、
職
務
條
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は
資
格
段
階
ご
と
に
労
働
者
が
通
常
 
 

遂
行
す
る
課
題
領
域
を
概
括
的
に
記
述
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
操
作
は
も
は
 
 

や
記
録
さ
れ
ず
、
古
い
評
価
を
手
が
か
り
に
異
な
る
複
合
的
な
職
務
領
域
 
 

が
包
指
さ
れ
る
。
従
来
の
一
朗
〇
の
要
作
調
査
に
代
え
て
、
製
造
部
門
で
 
 

は
技
術
的
に
独
立
し
た
六
つ
の
職
務
像
が
あ
る
り
 
 
 

求
め
ら
れ
る
構
造
で
は
、
予
嘉
さ
れ
て
い
る
目
標
を
達
成
す
る
に
は
い
 
 

か
な
る
職
務
に
何
人
必
要
で
あ
る
か
が
記
述
さ
れ
る
。
そ
れ
は
計
向
と
調
 
 

察
し
て
生
産
高
か
ら
確
定
さ
れ
、
上
司
に
よ
る
配
置
お
よ
び
資
格
上
昇
を
 
 

リ
ー
ド
す
る
指
針
と
し
て
縞
用
さ
れ
る
。
 
 
 

従
業
員
懇
談
は
こ
れ
ま
で
も
職
員
お
よ
び
時
間
給
現
業
労
働
者
に
対
し
 
 

て
は
通
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
は
出
来
高
賃
金
労
働
者
に
対
し
て
も
 
 

実
施
さ
れ
る
。
そ
こ
で
上
司
が
配
置
や
時
間
賃
金
の
理
由
を
説
明
し
、
配
 
 

置
変
更
や
格
付
け
変
更
を
計
画
す
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
。
 
 
 

自
動
車
組
立
部
門
に
と
っ
て
独
白
な
こ
と
は
、
日
日
標
達
成
手
当
に
対
す
 
 

る
加
給
の
条
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
引
先
顧
客
に
と
っ
て
重
要
で
あ
 
 

る
目
標
が
指
標
と
し
て
判
断
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
個
々
人
に
テ
ー
マ
が
与
 
 

、
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
構
想
で
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
こ
と
は
、
個
々
人
の
労
務
提
供
可
能
性
 
 
 

が
考
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
加
給
調
査
に
あ
た
り
通
常
の
仕
事
 
 

の
場
合
と
同
様
に
関
係
す
る
個
人
や
職
務
の
協
力
の
み
が
問
わ
れ
た
こ
と
 
 

て
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
判
断
基
準
は
否
応
な
し
に
上
司
や
労
働
者
の
行
動
ス
タ
イ
 
 

ル
や
思
考
様
式
の
変
更
を
求
め
た
。
こ
の
実
施
に
よ
り
費
用
は
い
く
ら
か
 
 

上
昇
し
た
じ
 
 

〔
4
）
 
 

4
 
カ
ブ
シ
ュ
社
に
お
け
る
労
職
統
合
賃
金
制
度
 
 

イ
、
概
要
 
 
 

こ
の
通
信
企
業
で
は
一
九
九
三
年
末
時
点
で
従
業
員
二
、
〇
九
五
人
の
 
 

う
ち
現
業
労
働
者
七
八
七
人
、
職
員
∵
 
二
〇
八
人
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ー
 
 

カ
ラ
1
の
賃
金
制
度
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
そ
れ
を
一
本
化
し
た
。
そ
の
 
 

理
由
は
、
技
術
革
新
に
よ
り
現
業
労
働
者
と
職
員
の
相
当
職
務
内
答
の
違
 
 

い
か
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
賃
金
は
専
門
教
育
修
∫
水
準
、
経
験
 
 

度
、
担
当
職
務
等
に
よ
り
固
定
し
た
賃
金
部
分
と
、
個
々
人
の
成
績
お
よ
 
 

び
目
標
達
成
度
に
応
じ
た
変
動
部
分
か
ら
成
る
。
評
価
制
度
は
、
従
来
の
 
 

担
当
職
務
内
容
に
応
じ
た
消
極
的
指
標
 
（
危
険
度
、
作
業
困
難
度
等
）
 
に
 
 

よ
る
の
で
は
な
〈
、
積
極
的
な
指
標
 
（
知
識
、
精
神
的
負
担
度
、
責
任
度
 
 

等
）
 
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
成
績
指
標
は
従
来
の
評
佃
制
度
で
は
十
分
に
 
 

個
々
人
を
区
別
し
て
考
慮
し
な
か
っ
た
。
 
 

ロ
、
背
景
 
 
 

技
術
革
新
の
結
果
、
利
用
の
 
「
†
減
期
」
は
実
用
的
知
識
の
意
義
を
枇
 
 

下
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
実
用
的
（
O
p
e
r
a
t
i
v
）
知
識
の
意
味
で
の
知
識
習
得
 
 

の
基
礎
と
し
て
の
経
験
の
意
義
は
乏
し
く
な
る
。
 
 
 

そ
れ
と
関
連
し
て
、
基
礎
知
識
 
（
専
門
的
な
一
般
知
識
）
 
は
変
化
の
早
 
 

さ
に
対
応
す
る
基
礎
と
し
て
童
要
性
を
増
す
。
愚
初
の
専
門
教
育
で
は
な
 
 

一
九
九
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く
、
職
業
に
関
係
L
た
教
育
が
同
様
に
実
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
基
 
 

礎
と
し
て
重
要
に
な
る
。
作
業
遂
行
の
責
任
を
現
場
に
委
譲
す
る
よ
う
に
 
 

な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
個
々
人
が
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
惟
が
高
ま
っ
た
。
 
 

作
業
進
行
や
複
雑
な
相
互
関
連
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
 
 

で
精
神
的
な
要
什
（
A
n
f
O
r
d
e
r
u
コ
g
）
が
重
要
に
な
る
。
現
場
で
問
題
を
処
理
 
 

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
に
対
す
る
現
場
の
責
任
も
高
ま
る
。
 
 
 

作
業
の
時
間
的
圧
力
、
責
任
が
高
ま
り
、
映
像
を
使
用
し
た
作
業
が
増
 
 

え
る
。
技
術
革
新
に
よ
り
肉
体
的
負
租
は
減
り
、
逆
に
精
神
的
負
担
が
増
 
 

え
る
。
そ
こ
で
肉
佐
的
要
什
の
ウ
エ
ー
ト
は
低
下
す
る
。
円
己
責
任
を
石
 
 

す
る
、
資
格
あ
る
同
僚
を
指
導
し
能
力
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
＝
 
 

こ
れ
ら
の
変
化
の
結
果
、
要
件
と
し
て
「
知
識
お
よ
び
精
神
的
要
件
」
が
 
 

古
三
一
％
、
「
肉
体
的
、
心
理
的
要
件
お
よ
び
責
什
」
 
が
三
∴
％
、
「
指
導
」
 
 

一
五
％
と
な
る
。
こ
れ
を
従
来
の
職
務
評
価
と
比
較
す
る
と
、
図
3
の
過
 
 

り
で
あ
る
り
 
 

ハ
、
内
容
上
の
特
徴
 
 
 

こ
れ
は
労
職
を
一
木
に
ま
と
め
た
賃
金
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
 
 

統
一
し
た
従
業
員
概
念
が
確
立
さ
れ
る
〔
・
制
度
か
透
明
で
、
職
務
を
比
較
 
 

で
き
、
か
つ
、
分
か
り
や
す
く
な
る
。
こ
の
実
施
は
事
業
所
委
員
会
と
人
 
 

事
部
の
人
‖
意
に
基
づ
い
て
い
る
。
 
 
 

図
4
の
賃
金
体
系
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
成
績
に
リ
ン
ク
し
た
†
当
が
 
 

支
給
さ
れ
る
。
評
価
指
標
は
明
記
さ
れ
る
け
 
成
績
評
価
指
標
は
労
働
者
の
 
 

職
位
に
よ
っ
て
比
重
が
異
な
る
。
 
 
 

職
務
に
基
づ
く
基
本
賃
金
 
（
職
務
給
）
 
は
職
務
評
価
に
基
づ
く
。
職
務
 
 

評
価
は
評
価
委
員
会
が
行
う
三
女
員
会
の
構
成
は
人
事
部
が
基
本
と
な
り
 
 

労
働
科
学
の
専
門
家
か
加
わ
る
。
さ
ら
に
、
テ
ー
マ
の
必
要
に
応
じ
て
専
 
 

二
〇
〇
 
 

門
寒
が
出
席
要
請
さ
れ
る
ウ
ニ
の
構
成
は
ド
イ
ツ
と
異
な
る
。
ド
イ
ツ
で
 
 

は
必
ず
事
業
所
委
員
会
が
関
ケ
す
る
。
 
 
 

職
務
給
の
職
務
評
価
に
あ
た
っ
て
の
よ
り
具
体
的
な
指
標
は
、
図
5
の
 
 

通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
ご
と
に
評
点
が
付
け
ら
れ
る
 
（
表
5
参
 
 

照
）
。
 
 
 

そ
れ
に
対
し
、
個
人
に
関
係
す
る
賃
金
 
（
本
人
給
）
 
で
は
、
人
事
部
と
 
 

事
業
所
委
員
会
か
、
当
該
従
業
員
の
上
司
と
協
力
し
て
合
同
で
評
価
す
る
レ
 
 
 

成
績
手
当
算
定
に
あ
た
っ
て
は
労
働
者
の
役
割
・
部
門
に
よ
り
考
慮
さ
 
 

れ
る
指
標
が
異
な
り
、
か
つ
、
そ
の
ウ
エ
ー
ト
も
異
な
る
（
表
6
）
¢
 
そ
れ
 
 

で
も
五
つ
の
指
標
は
い
ず
れ
の
ガ
働
者
に
も
共
通
L
て
適
用
さ
れ
る
。
そ
 
 

の
指
標
の
評
価
ラ
ン
ク
例
は
表
7
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
年
一
回
査
定
 
 

さ
れ
る
。
 
 

ニ
、
こ
の
制
度
の
長
所
 
 
 

こ
れ
を
節
条
書
き
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

・
労
働
者
、
上
司
お
よ
び
人
事
部
に
と
っ
て
制
度
が
透
明
で
比
較
し
易
い
 

〔
 
 
 

1
統
一
的
な
全
体
像
 
 

・
成
績
加
給
1
成
績
の
刺
激
1
柔
軟
性
1
稼
働
性
↓
成
績
評
価
に
関
L
て
 
 
 

関
係
者
間
で
明
山
で
あ
る
二
と
り
 
 

・
職
務
（
A
r
b
e
i
t
s
p
】
a
t
N
）
の
評
価
が
客
観
的
で
あ
る
こ
と
＝
 
 

・
書
面
化
さ
れ
た
評
価
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
係
者
に
確
実
で
安
定
し
 
 
 

た
制
度
に
な
る
。
 
 

・
こ
の
制
度
も
そ
の
運
用
を
査
定
者
で
あ
る
上
司
が
操
作
す
る
こ
と
は
で
 
 
 

き
る
。
し
か
L
、
そ
れ
が
困
難
に
な
る
。
何
人
が
主
観
的
に
操
作
す
る
 
 
 

余
地
が
狭
ま
る
。
 
 

・
職
務
お
よ
び
租
当
課
堪
に
照
ら
し
て
公
平
な
支
正
に
な
る
。
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・
労
職
間
の
区
別
が
な
〈
な
り
、
統
一
し
た
従
業
員
概
念
が
形
成
さ
れ
る
。
 
 

・
職
務
の
卜
下
の
序
列
が
明
確
に
な
る
。
 
 

・
継
続
訓
練
の
刺
激
と
な
り
、
ひ
い
て
は
従
業
口
只
の
資
格
を
高
め
、
配
置
 
 
 

で
き
る
範
囲
を
広
げ
る
。
1
稼
働
件
り
高
ま
り
。
 
 

ホ
、
知
所
■
懸
念
さ
れ
る
こ
と
 
 
 

こ
の
企
業
に
適
用
さ
れ
て
い
る
労
働
協
約
が
定
め
る
格
付
け
体
系
は
、
 
 

協
約
が
適
用
さ
れ
て
い
る
限
り
当
分
の
間
、
引
き
続
い
て
拘
束
す
る
の
で
 
 

競
合
す
る
形
に
な
る
。
 
 
 

少
な
〈
と
も
制
度
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
個
々
人
に
付
随
L
た
基
本
賃
金
 
 

は
職
務
に
リ
ン
ク
L
た
基
本
賃
金
の
四
五
％
ま
で
達
し
う
る
。
そ
れ
に
よ
 
 
 

図3 カブシュ杜の職務評価の推移   
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1961→1986－→統合賃金制度  
しジュネーブ方式）   

A：知識  D：心理的要件   

B：精神的要件  E：責任   

C：肉体的要件  F：指導   

出所：図1に同じ。  S．80．  

一
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
賃
金
制
度
 
 
 

一
九
二
一
年
制
定
以
来
、
職
員
法
は
、
高
度
の
営
業
的
業
務
、
非
営
業
 
 

的
業
務
も
し
く
は
事
務
業
惑
に
従
事
す
る
職
員
に
適
用
さ
れ
て
き
た
り
 
職
 
 

員
法
お
よ
び
多
〈
の
⊥
業
職
員
向
け
労
働
協
約
の
通
関
は
職
員
と
い
う
地
 
 

位
と
リ
ン
ク
L
て
い
る
。
産
業
分
野
ご
と
の
追
加
東
働
協
約
（
N
u
s
a
t
z
k
茎
e
・
 
 

k
t
i
く
完
r
t
r
a
g
）
も
同
様
に
職
員
た
る
地
位
を
前
提
と
し
て
い
る
。
多
数
の
協
 
 

約
は
⊥
業
部
門
の
職
員
に
対
L
て
一
貫
し
て
垂
嬰
な
影
響
を
与
え
て
き
た
∪
 
 

例
え
ば
、
毎
年
の
実
効
賃
金
引
き
上
げ
、
毎
年
の
鼓
低
基
本
賃
金
の
引
き
 
 

上
げ
、
二
年
毎
の
定
期
昇
給
等
で
あ
る
．
1
 
 
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
個
別
的
労
働
法
に
お
け
る
職
員
概
念
は
、
単
純
な
菅
 
 

二
〇
～
 
 
 

っ
て
労
働
者
の
客
観
的
な
格
付
け
は
限
定
付
き
で
の
み
可
能
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

労
職
統
合
賃
金
制
度
は
厳
格
な
分
類
の
ゆ
え
に
も
L
か
L
 
 

た
ら
官
僚
主
義
的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
当
然
に
、
 
 

個
々
人
の
昇
給
で
賃
金
グ
ル
ー
プ
当
て
は
め
に
、
ま
た
は
当
 
 

て
は
め
る
理
巾
を
探
す
う
え
で
裁
量
の
余
地
を
与
、
え
ら
れ
る
 
 

従
来
の
慣
行
を
止
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 
 
 

長
年
の
勤
続
に
対
す
る
褒
賞
は
一
艮
↓
短
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

は
一
方
で
は
、
必
要
な
経
験
が
体
系
的
に
手
当
さ
れ
る
。
L
 
 

か
し
他
方
で
、
職
員
の
二
年
お
き
昇
給
は
協
約
で
定
め
ら
れ
 
 

て
い
る
の
で
企
業
内
で
自
由
に
変
更
で
き
な
い
と
い
う
制
約
 
 

が
あ
る
。
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図4 カブシュ社の賃金体系  

成
績
手
当
 
 

成績評価指標  
・リーーダーーシソ フ  

・信頼性  

・柔軟性  

・協力  

・忍耐力  

・問題解決能力  

・情報処理  

調整最低賃金  

資格  

1  

実行力  

市場をにらんだ動き  

結果を意識した動き  

作業の質  
権限委譲・監督  

部下の指導  

現状改善努力   

5％以下  

」  本
 
人
 
給
 
 

ト→市場価値  15％以下  

要件  
・知識  （33％）  

・精神的要件（20％）  

・肉体的要件（7％）  

・心理的要件（11％）  

・責任  （14％）  

・指導  （15％）  

職
 
務
 
給
 
 

注：上4つの％は，職務給＝100％に対する比率である。  

出所：図1に同じ。  S、85．  
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業
補
肋
職
か
ら
企
業
運
営
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
卜
級
管
理
職
ま
で
、
 
 

多
様
で
異
質
な
職
務
を
包
含
す
る
。
そ
こ
で
実
際
に
は
労
働
協
約
は
営
業
 
 

職
、
技
術
職
、
そ
の
他
四
つ
の
職
長
 
（
マ
イ
ス
タ
ー
）
 
グ
ル
ー
プ
の
合
計
 
 

六
の
職
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

図5 職務給の評価構成  

・14％：職業のための専門学校教育  

・14％：職業のための継続訓練教育  

・5％：経験  知識  

精神的要件  

・4％：担当職務範囲  

・4％：決定の複雑さ  

・4％：交渉範囲  

・4％：コミュニケーション能力  

・4％：チーム作業能力  

肉体的要件  
・3％：身体状態および器用さ  

・2％：肉体的負担  

・2％：作業環境による負担  

心理的要件  

・4％：緊張  

・4％：トラブルによる負担  

・3％：注意力  

・4％：作業工具および施設t設備  

・4％：安全衛生および作業環境  責任 ・6％：作業進行および作業結果  

協
約
は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
∵
ガ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
グ
ル
ー
 
 

プ
お
よ
び
部
門
の
労
働
過
程
の
特
性
が
、
他
方
で
は
協
約
当
事
者
の
力
関
 
 

係
が
反
映
す
る
よ
う
な
賃
金
形
成
方
式
で
あ
る
。
多
く
の
職
員
が
使
用
者
 
 

に
よ
る
悪
意
的
な
職
務
評
価
か
ら
の
保
護
で
協
約
を
支
え
と
し
て
感
じ
て
 
 

二
〇
三
 
 

指導  
・8％：担当職務内容に関して  

・7％：人事に関して  

15％  

l                         ■      ■－－  

出所：図1に同じ。  S．85．   
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表5 各指標の評価ランク例  

○職業のための専門学校教育   

与えられた課題を首尾よく遂行するのに必要な学校もしくは類似の職業訓練機関における最初の専門教育。  

○決定の複雑さ   

当該決定にあたり考慮すべき情報の分量・多様性．そのような決定の頻度および重要さ。  

水  準  

低い一決走ほわずかな情報に基づいて行われる。  

中くらい一決定にあたり，場合によっては複数の観点を考慮しなけれ  

ばならない。そのときに，場合によっては更なる情報を必要とする。  

高い一決走にあたり通常．複数の観点を考慮しなければならない。そ  

のときに，ひんばんに更なる情報を必要とする。  

とても高い一決竃にあたり，しばしば，多くの，かつ逆傾向を含む観  

点を考慮しなければならない。そのときに，入手が容易ではない情報  

もしばしば必要となる。  

い
し
 
 

同
 
 

図
 
 

S．78，79．   

二
〇
囲
 
 
 

い
る
。
企
業
横
断
的
な
規
制
手
段
で
あ
る
協
約
は
、
 
 

常
に
労
使
関
係
の
安
定
に
大
き
く
頁
献
し
て
き
た
り
 
 

6
〟
 
 

1
 
職
員
の
社
会
的
特
徴
 
 
 

よ
く
職
員
の
社
会
的
特
徴
が
語
ら
れ
る
上
そ
れ
は
、
 
 

忠
誠
心
、
同
僚
と
の
競
争
に
挑
み
昇
進
志
向
が
強
い
 
 

こ
と
で
あ
る
＝
そ
れ
ら
が
職
員
に
対
す
る
企
業
内
で
 
 

の
成
績
政
策
（
L
e
i
s
t
亡
n
g
S
p
O
〓
t
i
k
）
の
其
礎
に
な
っ
 
 

て
い
る
。
現
業
労
働
者
と
異
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
 
 

の
管
理
的
業
務
に
つ
き
、
指
揮
命
令
に
従
っ
て
対
応
 
 

す
る
姿
勢
か
あ
る
む
 
菅
業
的
ま
た
は
技
術
的
左
基
礎
 
 

的
職
業
訓
練
の
専
門
的
知
識
と
並
ん
で
、
忍
耐
強
さ
、
 
 

規
律
遵
7
、
献
身
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
勤
務
姿
勢
 
 

ま
た
は
労
働
能
力
が
車
要
で
あ
る
‖
 
職
員
は
一
ん
で
 
 

精
神
的
な
機
敏
さ
を
、
他
方
で
は
忍
耐
強
さ
を
求
め
 
 

ら
れ
る
。
一
方
て
社
交
的
で
話
好
き
で
あ
る
こ
と
を
、
 
 

同
時
に
他
方
で
は
注
意
深
い
、
秩
序
的
な
行
動
を
婁
 
 

話
さ
れ
る
∩
 
要
す
る
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
行
動
 
 

（
G
r
芝
w
a
n
d
e
r
亡
n
g
）
か
求
め
ら
れ
る
。
 
 
 

職
員
の
労
務
提
供
は
現
業
労
働
者
の
そ
れ
と
異
な
 
 

り
、
客
観
的
に
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
 
 

の
た
め
に
勤
務
ぶ
り
の
評
価
で
は
上
司
に
よ
る
査
｛
疋
 
 

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
、
昇
進
の
什
組
み
 
 

が
査
定
と
密
接
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
 
 

職
員
に
と
っ
て
査
定
者
で
あ
る
上
司
の
影
響
力
は
大
 
 

き
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
職
員
が
人
並
の
昇
進
を
希
望
す
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表6 成績指標の重要度   

部 門 成績指標 ＼   頂 職 円  管 理 部 門「  人 事 部  顧技 客術 サ職 ロ ビ ス  個  五丁后ップ   】0  15  10  10  5lO  02  信頼性  5  20  5  20  15  5   

03  柔軟性   

5   5  0  0   

10  15  10  15  20  10  04  協力  5  20  10  5  15  5  05  忍耐力  10  10  ＝1  10  10  10  06  問題解決能力  10  0  25  1      07  情報処理  0  20  0  5  0  15  08  実行力  10  0  0  0  0  10  09  市場意識  0  0  10    0  20  10  結果を意識した動き  10  0  0  0  15  15  m  作業の質  0  0  0  15  20  0  12  権限を委譲しチェックする  15  0  0  0  0  0   

0  0  0   0   13  部下の能力を開発し，動機づける  15   0  

14  現状刷新の姿勢  0   0 H  20  0  0  0  二亘二亘互二転二二」   10  ⊥6  8  9  7  二□   

出所：図1に同じ。  

る
な
ら
ば
、
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
積
極
的
に
応
 
 

じ
て
働
き
、
継
続
的
職
業
訓
練
を
横
極
的
に
受
 
 

講
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
強
要
さ
れ
る
。
ま
た
 
 

そ
の
部
門
や
職
場
の
雰
囲
気
に
自
分
を
合
わ
せ
 
 

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
 
 
 

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
職
員
の
中
で
す
で
に
 
 

昇
進
錠
争
に
挑
戦
す
る
意
欲
を
尖
っ
て
い
る
の
 
 

は
五
分
の
一
で
あ
る
。
 
 
 

企
業
目
的
と
自
分
の
存
在
意
義
を
同
一
視
 
 

し
、
「
新
進
に
は
日
分
で
着
任
を
持
て
こ
e
d
e
r
i
s
t
 
 

s
e
i
n
e
s
G
－
許
k
e
s
S
c
J
ヨ
i
e
d
）
」
と
い
う
気
賀
か
 
 

ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
自
分
 
 

で
そ
れ
を
解
決
す
る
傾
向
が
強
い
n
 
混
乱
や
ト
 
 

ラ
ブ
ル
の
原
因
が
H
分
の
守
備
範
囲
か
ら
外
れ
 
 

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
を
連
絡
 
 

す
る
先
は
事
業
所
委
員
会
で
は
な
く
て
上
司
で
 
 

あ
る
し
 
上
司
と
の
個
人
的
な
閥
係
を
良
好
に
保
 
 

つ
こ
と
に
腐
心
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
も
 
 

よ
く
喋
る
。
 
 
 

労
職
間
に
は
、
な
お
地
位
の
割
当
、
職
業
意
 
 

識
、
成
績
志
向
、
収
入
お
よ
び
昇
進
構
造
で
顕
 
 

著
な
違
い
が
あ
る
。
労
働
法
お
よ
び
社
会
保
障
 
 

法
に
お
け
る
労
職
分
離
適
用
は
か
な
り
廃
止
さ
 
 

れ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
解
雇
予
告
期
間
、
病
 
 

気
時
の
賃
金
継
続
支
払
、
賃
金
算
定
単
位
な
ど
 
 

二
〇
五
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表7 各指標の評価ランク例  

○柔軟性  

新Lい状況や課題に迅速に対応する。提供される継続訓練に参加L，それを活用する  

状況や課題の変化への対応は不十分。  

継続訓練への参加なし。  

状況や課題の変化に十分に対応する。  

継続訓練にしばしば参加する。  

状況や課題の変化に▲一貫して迅速に，かつ，十分に対応する。  

継続訓練に参加し，それを活用している。  

○協力   

課題達成に共l占ルて参加する。共通射票実現のために，自分の知識と経験を清川する  

チームにおける協力は，不十分である。  

共通目標達成のための貢献はまれである   

チームにおける協力は十分である。  

共通目標達成のために責献している。  

チームにおいて卓越した協力である。  

共通目標達成のために大いに貢献している。  

出所：図1に同じ。  S．83．  

二
〇
六
 
 
 

で
追
い
が
残
っ
て
お
り
、
従
業
員
代
表
は
別
個
に
設
立
さ
れ
 
 

る
い
 
 

2
 
職
員
の
協
約
上
の
分
類
 
 
 

職
員
の
分
類
で
は
一
般
的
な
職
務
記
述
な
い
し
は
職
務
メ
 
 

ル
ク
マ
ー
ル
 
（
相
当
職
務
の
凶
推
さ
、
特
別
な
専
門
知
識
に
 
 

基
づ
く
遂
行
の
独
立
性
、
実
際
の
経
験
度
、
指
導
お
よ
げ
監
 
 

督
機
能
の
有
美
口
・
程
度
し
 
が
決
定
的
で
あ
る
。
協
約
に
は
代
 
 

表
的
な
職
務
事
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
P
q
つ
の
過
川
グ
ル
 
 

ー
プ
で
は
職
長
、
L
級
職
長
な
ど
の
役
割
記
述
が
定
め
ら
れ
 
 

て
い
る
し
 
 
 

数
十
年
来
、
L
業
部
門
職
員
で
は
事
実
上
、
概
括
的
職
務
 
 

評
価
に
基
づ
く
適
用
グ
ル
ー
プ
が
持
金
の
基
礎
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
協
約
の
通
用
グ
ル
ー
プ
記
述
は
具
体
的
で
な
i
一
般
的
 
 

記
述
で
あ
る
こ
と
は
企
業
内
で
使
用
署
と
職
＝
只
事
某
所
委
員
 
 

会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
協
約
上
の
格
付
け
を
¶
て
は
め
る
 
 

う
え
で
判
断
の
余
地
を
与
え
る
じ
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
賃
金
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
二
 
 

年
の
適
用
年
数
ご
と
に
十
の
最
低
賃
金
ラ
ン
ク
が
あ
る
 
（
表
 
 

8
参
照
）
。
最
も
上
位
の
通
用
グ
ル
～
プ
吉
岡
い
責
任
、
指
導
 
 

的
役
割
）
 
で
あ
る
適
用
グ
ル
ー
プ
Ⅵ
で
は
、
五
の
最
低
賃
金
 
 

ラ
ン
ク
か
ら
成
る
。
 
 
 

七
〇
年
以
後
、
た
い
て
い
の
⊥
業
部
門
の
職
員
に
つ
き
、
 
 

労
働
協
約
が
適
用
グ
ル
プ
内
で
自
動
昇
給
（
N
e
i
t
言
r
ユ
i
c
k
・
 
 

u
コ
g
）
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
最
低
賃
金
ラ
ン
ク
の
間
で
一
｛
 
 

年
ご
と
定
期
的
に
実
効
賃
金
（
E
f
f
e
k
t
i
く
g
e
h
a
－
（
）
が
上
か
る
い
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表8 職員向け協約の運用（工業）  

（1994年11月現在，単位＝シリング） ′P〔職長〕一一  

適用グルーフ   Ⅱ   Ⅲ   Ⅳ  Ⅴ  Ⅵ   MI  

1、2年目  1：～257  14128  1「コ4f）  22ユ1り  3〔削4  4577l  ：0090  ユ3244  ヱ4574  ユ7776   

2年以後   1：～g47  150f）8  18233  2〕610  ユ柑45  ：0090 ：3244   ヱ4574  ユ95：lユ   

4年以後   33糾6   

6年以後   15027  16548  20ヱ07  ユ6ヱ52 35447  56S60    ユ172S  

15617 17288  21194    27563  37ユ4S  60005    ユ2547 ：7570  ヱ810ユ    封．g00  

1（）207 1802S  2ユ】St  2S874  39049  3655（）                 ユ336b ：901ヱlコ9278   

ユ4185 ：10454  二‡（出54  3Sうlヱ   

：4S94  31447  31447    3973（）   

16年以後  179′77  ユ0ユ4S  ユ5142 1ユ8（）7     44452  25（）011：り440  

2595832937  
18年以後  

出所：GPA，ZusatzkoLlektivveTtr瓦ge， S．45．  

そ
れ
は
通
常
、
「
二
年
お
き
昇
給
」
と
呼
ば
れ
る
。
 
 
 

既
に
六
〇
年
代
半
ば
に
ほ
と
ん
ど
の
エ
業
部
門
の
中
・
大
企
業
で
こ
の
 
 

種
の
勤
続
年
数
重
視
｛
s
e
n
i
O
r
i
t
誓
s
O
r
i
e
n
t
を
t
）
の
ほ
金
決
定
基
準
の
企
 
 

業
内
協
定
が
普
及
し
て
い
た
。
経
験
補
償
（
E
r
f
a
h
r
u
n
讐
a
b
駕
－
t
u
n
g
）
お
よ
 
 

び
勤
続
年
数
補
侶
（
B
e
t
r
i
e
b
s
t
r
e
u
e
）
は
、
企
業
内
お
よ
び
企
業
外
の
労
働
 
 

協
約
に
よ
る
賃
金
具
体
化
の
隅
石
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
工
業
に
お
け
 
 

る
経
済
的
上
昇
期
に
形
成
さ
れ
た
。
 
 
 

い
く
つ
か
の
企
業
内
給
付
は
勤
続
年
数
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
で
、
職
 
 

業
生
活
の
中
断
や
企
業
移
動
は
賃
金
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
例
え
ば
、
企
 
 

業
年
金
や
退
職
一
時
金
（
A
b
f
e
r
t
i
g
u
n
g
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
 
 

す
れ
ば
、
そ
の
職
業
生
活
で
重
大
な
中
断
の
な
い
者
が
先
任
権
制
度
の
恩
 
 

恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
る
。
参
考
ま
で
に
あ
る
企
業
に
お
け
る
従
業
員
 
 

の
勤
続
年
数
を
紺
介
す
れ
ば
表
9
の
過
り
で
あ
る
。
 
 
 

紫
す
る
に
、
工
業
部
門
職
員
で
は
多
〈
の
協
約
は
代
金
確
定
に
つ
き
勤
 
 

続
年
数
を
重
視
し
た
。
す
な
わ
ち
、
毎
年
の
実
効
賃
金
引
き
上
げ
、
毎
咋
 
 

の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
通
常
丁
一
年
お
き
の
昇
給
、
そ
し
て
担
当
職
務
で
 
 

責
任
が
広
が
り
資
格
が
高
ま
れ
ば
昇
格
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
い
く
つ
か
の
⊥
業
部
門
お
よ
び
企
業
で
は
ご
く
最
近
ま
で
、
個
 
 

別
契
約
に
よ
っ
て
現
業
労
働
者
が
そ
の
職
務
は
従
来
と
同
じ
で
あ
り
な
が
 
 

ら
職
員
勤
務
関
係
に
移
る
と
い
う
取
扱
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
職
員
関
係
 
 

の
カ
が
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
。
こ
の
点
で
は
現
業
労
働
 
 

者
の
職
務
と
職
員
の
職
務
の
交
差
点
に
つ
き
協
約
で
き
っ
ち
り
と
定
め
る
 
 

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
9
）
 
 

3
 
産
♯
部
門
間
の
協
約
賃
金
の
相
違
（
表
川
0
参
照
）
 
 
 

協
約
に
よ
る
職
員
の
賃
金
規
制
は
、
産
業
部
門
毎
に
幾
ら
か
異
な
る
。
 
 

二
〇
七
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ある企業の従業員の勤続年数構成   

（機械製造業，1988年）  

9
 
 

表
 
 
 

多
〈
の
部
門
で
は
早
い
時
期
に
上
限
に
到
達
し
、
協
約
の
最
上
位
賃
金
グ
 
 

ル
ー
プ
は
さ
ほ
ど
高
〈
な
い
。
そ
れ
以
後
は
商
業
の
よ
う
に
賃
金
上
汁
は
 
 

停
止
す
る
か
、
そ
れ
と
も
保
険
業
の
よ
う
に
協
約
賃
金
と
は
別
に
手
叫
が
 
 

大
き
な
意
義
を
持
つ
っ
 
 
 

勤
続
年
数
、
す
な
わ
ち
先
任
権
の
持
つ
意
義
も
産
業
分
野
に
よ
っ
て
異
 
 

な
る
り
 
賃
金
グ
ル
ー
プ
の
数
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
間
の
賃
金
格
差
、
 
 

一
つ
上
位
の
賃
金
グ
ル
ー
プ
に
格
上
げ
さ
れ
る
の
に
必
要
な
平
均
的
期
間
 
 

も
異
な
る
。
そ
の
よ
う
な
違
い
は
、
公
認
の
資
格
お
よ
び
別
企
業
に
お
け
 
 

る
職
業
年
数
の
カ
ウ
ン
ト
基
準
に
も
現
れ
る
。
 
 

a
、
工
業
 
 
 

協
約
が
定
め
る
職
員
向
け
賃
金
グ
ル
ー
プ
は
六
、
さ
ら
に
マ
ィ
ス
タ
Ⅰ
 
 

（
職
長
）
 
向
け
に
三
グ
ル
ー
プ
あ
る
っ
格
付
け
は
概
括
的
職
務
評
価
で
行
 
 

出所：表1に同じ。  S．55．  

二
〇
八
 
 

わ
れ
る
り
 
そ
れ
ぞ
れ
の
格
付
け
に
は
、
職
務
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
基
準
に
な
 
 

る
。
協
約
の
見
出
L
枠
に
は
、
職
務
の
困
難
性
、
特
別
な
尊
門
知
識
お
よ
 
 

び
実
際
の
経
験
に
某
づ
く
職
務
遂
石
の
責
任
お
よ
び
⊥
司
と
し
て
の
役
割
 
 

が
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
L
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
見
出
し
枠
の
記
述
内
容
は
l
般
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
使
用
 
 

者
と
事
業
所
委
員
会
が
協
議
し
て
具
体
的
に
当
て
は
め
ら
れ
る
よ
う
に
一
 
 

定
の
裁
＝
重
の
余
地
が
あ
る
。
そ
れ
は
労
條
の
駆
け
引
き
の
対
象
と
な
る
、
 
 

例
え
ば
職
場
で
技
術
革
新
の
結
果
、
新
し
い
職
務
が
登
場
す
る
度
に
そ
の
 
 

格
付
け
が
労
使
で
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
判
断
の
 
 

余
地
は
な
い
と
も
寺
‖
わ
れ
る
＝
 
 
 

代
金
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
∵
∵
平
間
の
勤
続
年
数
ご
と
に
昇
給
す
る
。
 
 

∵
ハ
年
間
勤
続
す
れ
ば
同
じ
賓
金
グ
ル
ー
プ
内
で
は
最
上
位
に
逢
す
る
。
 
 

＝
九
八
九
年
ま
で
は
さ
ら
に
も
う
段
階
あ
っ
た
か
、
最
低
賃
金
を
引
き
 
 

1
二
げ
る
た
め
に
最
†
位
の
賃
金
グ
ル
ー
プ
が
廃
止
さ
れ
た
り
 
女
件
職
員
は
 
 

し
ば
し
ば
最
低
賃
金
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
ラ
ン
ク
だ
っ
た
の
で
、
 
 

そ
れ
に
よ
っ
て
結
果
的
に
男
女
間
の
賃
金
格
差
が
縮
小
さ
れ
た
n
 
協
約
に
 
 

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
合
理
性
の
な
い
什
に
准
づ
く
賃
金
格
 
 

差
か
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
 
 

b
、
商
業
 
 
 

商
業
部
門
職
員
に
適
用
さ
れ
る
協
約
に
は
賃
金
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
a
か
 
 

ら
h
ま
で
八
賃
金
等
級
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
見
 
 

出
し
枠
に
示
さ
れ
て
い
る
職
務
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
一
般
的
で
あ
る
∴
 
⊥
其
 
 

の
そ
れ
と
同
じ
事
項
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
n
 
 
 

し
た
が
っ
て
同
じ
貨
令
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
最
高
七
l
P
－
の
昇
給
チ
ャ
 
 

ン
ス
が
あ
る
り
 
こ
こ
で
は
同
じ
賃
金
グ
ル
ー
プ
内
で
の
昇
給
ほ
職
業
年
数
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表10 労働協約における賃金規制  

賃金グループの数   

6…営業および桔  
とても一般的であり，通用される事例  

工業  術職員  
を示す。  

2年ごと  

3…マイスター  
昇給の間隔  

通用される職種の事例を詳しく記述す  
商業   6  

賃金グループごとに異な  
8以F  

り，1～3年ごと。  

る。  ユ4段階まではl年ごと。  
6   

付けは，資格次第である。  以上は2年ごとL  

1つか2つの特徴づけが記述されてい  

6   るだけ。最高の賃金グル」プに関して  ごと  

のみ事例説明あり。  

そゴ‘t以上は2年ごと。  
～二D事務所職員  

2  
ぶ補助的業務従事職員   

出所：表】に同じ。   S．18，19．  

が
基
準
と
な
る
り
 
そ
れ
は
現
在
勤
務
し
て
い
る
小
売
店
・
卸
売
店
に
お
け
 
 

る
勤
続
年
数
で
は
な
〈
商
業
部
門
に
お
け
る
通
算
の
職
業
年
数
で
あ
り
、
 
 

同
業
他
社
に
お
け
る
勤
続
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。
同
じ
賃
金
グ
ル
プ
で
 
 

二
ハ
年
間
勤
務
す
れ
ば
 
（
T
八
オ
で
就
職
す
れ
ば
三
四
オ
で
）
昇
給
は
頭
 
 

打
ち
に
な
る
。
実
際
そ
の
よ
う
に
取
り
抜
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
若
 
 

い
年
齢
で
の
昇
給
の
頭
打
ち
は
、
商
業
部
門
で
は
経
験
は
重
要
で
は
な
い
 
 

と
い
う
理
由
に
よ
る
。
こ
の
取
扱
い
に
中
高
年
者
は
不
満
を
持
っ
て
お
り
、
 
 

協
約
交
渉
で
は
毎
回
議
論
に
な
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
支
店
長
は
賃
金
グ
ル
ー
プ
四
（
支
店
長
の
よ
う
な
独
立
性
を
 
 

伴
っ
た
職
員
で
、
商
‖
叩
、
倉
庫
管
理
そ
の
他
の
こ
と
を
単
独
で
決
定
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
）
 
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
支
店
昆
が
独
立
L
た
職
務
権
限
を
 
 

持
っ
て
い
る
か
右
‖
か
は
支
店
の
構
造
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
っ
 
大
規
模
企
 
 

業
に
お
け
る
支
店
で
は
、
本
社
が
価
格
、
取
扱
い
商
品
の
権
規
、
数
な
ど
 
 

多
く
の
こ
と
を
決
定
し
、
支
店
長
か
単
独
で
決
定
で
き
る
事
柄
は
限
ら
れ
 
 

て
い
る
り
 
 
 

新
し
い
技
術
導
入
の
影
響
は
レ
ジ
係
の
職
務
内
呑
の
変
化
に
最
も
よ
く
 
 

反
映
し
て
い
る
。
一
九
五
八
牛
の
初
め
て
の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
業
務
実
施
 
 

前
に
は
独
自
の
レ
ジ
係
は
い
な
か
っ
た
。
売
り
子
は
協
約
上
の
賃
金
グ
ル
 
 

ー
プ
二
 
（
単
純
な
業
務
を
遂
行
す
る
職
員
）
 
に
楕
付
け
さ
れ
て
い
た
。
セ
 
 

ル
フ
サ
ー
∴
「
ス
店
に
お
け
る
レ
ジ
係
は
現
在
で
は
賃
金
グ
ル
ー
プ
三
 
（
指
 
 

ホ
に
草
つ
い
て
困
難
な
作
業
を
独
立
し
て
遂
行
す
る
職
員
し
 
に
格
付
け
さ
 
 

れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
番
号
制
の
導
入
に
卜
ち
て
格
付
け
が
下
が
 
 

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

協
約
を
上
回
る
支
給
が
あ
る
か
否
か
は
商
業
の
な
か
で
も
部
門
に
よ
っ
 
 

て
大
き
i
異
な
る
。
．
方
で
食
料
品
部
門
で
は
ヒ
乗
せ
支
給
は
ほ
と
ん
ど
 
 

二
〇
九
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な
い
の
に
対
L
て
、
電
F
情
報
処
理
を
導
人
し
て
い
る
企
業
で
は
必
ず
支
 
 

給
さ
れ
て
い
る
。
商
業
で
は
協
約
賃
金
と
実
効
賃
金
の
格
差
は
概
し
て
小
 
 

さ
い
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
商
業
部
門
で
は
同
じ
内
容
の
協
約
が
過
川
さ
れ
て
い
た
H
．
そ
 
 

れ
は
低
い
賃
金
グ
ル
ー
プ
の
労
働
者
を
保
護
す
る
働
き
を
持
つ
。
 
 

C
、
銀
行
 
 
 

こ
の
産
業
に
適
用
さ
れ
て
い
る
協
約
に
よ
れ
ば
、
就
職
前
の
職
業
訓
練
 
 

期
間
（
く
O
r
d
i
e
コ
S
t
N
e
i
t
二
例
、
銀
石
に
お
け
る
実
情
）
に
よ
り
賃
金
グ
ル
 
 

ー
プ
∵
－
二
で
は
八
年
間
ま
で
そ
の
期
間
を
半
分
に
算
足
し
て
、
す
な
わ
 
 

ち
六
年
間
の
そ
れ
は
二
一
年
間
分
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。
学
生
証
学
期
 
 

間
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
り
 
 
 

協
約
賃
金
の
規
制
と
し
て
は
、
企
業
内
に
お
け
る
上
乗
せ
お
よ
び
変
動
 
 

幅
を
人
き
〈
で
き
る
よ
う
に
、
協
約
賃
金
を
低
〈
抑
え
た
い
と
い
う
使
用
 
 

者
側
の
思
惑
は
強
い
。
 
 

d
、
貯
蓄
銀
行
 
 
 

こ
こ
で
は
職
H
に
は
五
段
階
の
賃
金
ラ
ン
ク
が
あ
る
じ
 
そ
れ
ぞ
れ
の
l
寺
 
 

金
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
資
格
要
件
が
明
確
に
・
記
さ
れ
て
い
る
じ
例
え
ば
、
貯
 
 

蓄
銀
桁
試
験
Ⅰ
に
合
格
L
て
い
る
こ
と
が
営
業
職
員
と
し
て
の
継
続
教
育
 
 

受
講
ま
た
は
賃
金
ブ
ル
ー
プ
m
を
適
欄
さ
れ
る
前
提
条
件
で
あ
る
。
 
 
 

協
約
に
よ
れ
ば
、
三
〇
オ
を
超
え
、
か
つ
、
勤
続
年
数
五
年
以
上
の
職
 
 

員
の
六
C
％
は
、
上
位
二
つ
の
賃
金
グ
ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
、
こ
の
協
約
規
定
に
対
す
る
違
反
事
例
が
あ
る
。
 
 
 

大
規
模
貯
蓄
銀
行
で
は
協
約
を
L
回
る
賃
金
支
払
を
定
め
る
事
業
所
協
 
 

定
が
あ
る
し
 
 
 

使
用
者
の
な
か
に
は
協
約
規
定
を
窮
屈
に
感
じ
て
そ
の
通
用
を
免
れ
る
 
 

二
一
〇
 
 
 

た
め
に
、
協
約
が
適
用
さ
れ
な
い
子
会
社
を
設
立
L
て
い
る
ケ
ー
ス
も
伝
 
 

え
ら
れ
る
。
 
 

e
、
保
険
業
 
 
 

協
約
は
純
粋
な
年
功
賃
金
を
定
め
る
〉
 
そ
こ
で
は
先
任
権
が
賃
金
桁
確
 
 

定
に
と
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ
は
内
勤
の
事
務
職
員
と
事
 
 

凝
補
助
員
で
異
な
る
。
事
務
補
助
員
は
管
理
的
業
務
に
従
事
L
な
い
し
 
運
 
 

転
手
や
守
衛
も
協
約
上
は
事
務
補
助
員
に
分
類
き
れ
る
。
 
 
 

内
勤
事
務
職
員
に
と
っ
て
も
事
務
補
助
員
に
と
っ
て
も
、
協
約
で
定
め
 
 

ら
れ
た
ザ
均
的
な
月
給
は
勤
続
年
数
次
第
で
あ
る
。
賃
金
ラ
ン
ク
は
三
か
 
 

ら
二
」
ハ
ま
で
あ
る
“
第
三
ラ
ン
ク
か
ら
∵
二
ラ
ン
ク
ま
で
は
勤
続
年
数
‥
 
 

年
毎
に
八
 
つ
卜
の
賃
金
ラ
ン
ク
に
糖
仁
け
さ
れ
る
、
第
¶
∴
ラ
ン
ク
か
ら
 
 

は
勤
続
年
数
二
年
ご
と
に
∵
フ
ン
ク
昇
給
す
る
。
L
か
L
実
際
に
は
、
特
 
 

別
昇
給
や
採
用
時
カ
で
す
で
に
」
‖
同
い
賃
金
ラ
ン
ク
が
通
用
き
れ
る
こ
と
に
 
 

よ
っ
て
平
均
的
に
は
勤
続
二
〓
牛
で
最
高
賃
金
ラ
ン
ク
に
到
達
す
る
＝
事
 
 

務
補
助
口
月
の
場
合
に
は
年
齢
二
⊥
ハ
オ
で
ト
ば
L
ば
最
高
ラ
ン
ク
に
達
す
る
。
 
 

こ
の
上
う
に
一
定
年
齢
ま
で
は
年
功
賃
金
で
運
用
さ
れ
る
の
は
、
保
険
業
 
 

職
員
の
高
い
専
門
教
育
水
準
に
よ
る
り
 
 
 

二
の
よ
う
に
協
約
賃
金
が
∴
疋
咋
齢
ま
で
ほ
年
功
的
に
運
川
さ
れ
る
た
 
 

め
に
、
∵
定
年
齢
到
達
以
後
は
協
約
に
よ
る
損
金
規
制
は
意
義
を
持
た
ず
、
 
 

企
業
内
の
上
乗
せ
支
給
に
委
ね
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
内
の
協
約
上
 
 

乗
せ
支
給
制
度
は
整
備
さ
れ
、
勤
続
年
数
五
年
以
内
で
そ
れ
の
支
給
対
象
 
 

に
な
る
。
そ
こ
に
は
労
組
の
影
響
力
は
ま
っ
た
く
及
ば
な
い
。
 
 
 

八
〇
年
代
末
に
使
用
者
側
が
協
約
賃
金
を
六
ラ
ン
ク
に
分
化
し
、
そ
れ
 
 

を
職
務
が
必
要
と
す
る
専
門
教
育
水
準
、
責
任
の
程
度
、
職
務
に
特
有
な
 
 

安
件
を
考
慮
し
て
当
て
は
め
る
方
法
を
提
案
L
た
か
組
合
側
の
反
対
に
よ
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り
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
 
 
 

協
約
賃
金
は
外
勤
者
に
対
し
て
は
、
最
低
賃
金
を
定
め
る
U
 
職
員
の
固
 
 

定
給
は
個
別
の
労
働
契
約
で
定
め
、
り
れ
る
。
そ
の
う
え
で
外
勤
者
に
は
業
 
 

績
に
応
じ
て
手
数
料
（
P
r
O
ま
s
i
O
n
）
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
実
際
に
は
 
 

顧
客
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
う
え
で
一
般
に
勤
続
年
数
を
積
み
重
ね
る
二
 
 

と
は
有
利
に
作
用
す
る
。
 
 

ノ
 
 

4
 
非
エ
♯
部
門
職
貞
に
と
っ
て
の
組
合
協
約
政
策
の
間
原
点
 
 
 

企
業
規
模
お
よ
び
産
業
分
野
 
（
特
に
手
⊥
業
）
 
に
よ
っ
て
、
賃
金
構
造
 
 

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
（
表
‖
、
図
6
お
よ
び
表
ほ
参
照
）
。
そ
の
こ
と
が
労
 
 

組
の
政
策
形
成
・
実
現
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

†
業
部
門
（
l
n
d
u
s
t
r
i
e
）
と
そ
れ
以
外
の
部
門
（
G
e
w
e
r
b
e
）
の
労
働
条
作
 
 

格
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
縮
小
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
 
 

題
で
あ
る
り
 
 
 

非
⊥
業
部
門
（
G
e
w
e
r
b
e
）
で
は
、
職
員
層
に
お
け
る
低
い
組
合
組
織
率
 
 

の
ゆ
え
に
、
肝
心
の
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
組
合
は
内
部
に
さ
ほ
ど
含
ま
 
 

な
い
ま
ま
で
協
約
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
り
 
そ
れ
は
多
く
の
事
業
所
 
 

で
は
従
貰
＝
貝
数
が
少
な
い
た
め
に
事
業
所
委
員
会
が
選
出
さ
れ
て
い
な
い
 
 

こ
と
と
係
わ
る
。
そ
の
点
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
事
業
所
委
員
会
が
現
 
 

業
労
働
苫
と
職
員
で
別
々
に
組
織
さ
れ
る
床
机
が
、
人
数
的
に
少
数
派
で
 
 

あ
る
職
員
に
と
っ
て
不
利
に
作
用
し
て
い
る
。
事
業
所
委
員
会
選
出
要
件
 
 

を
充
足
す
る
事
業
所
で
も
し
ば
し
ば
選
出
さ
れ
て
い
な
い
n
 
そ
れ
は
オ
ー
 
 

ス
ト
リ
ア
の
職
員
採
用
で
は
縁
故
採
用
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
。
 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
非
工
業
部
門
に
お
け
る
さ
ま
ぎ
ま
な
父
権
的
な
諸
関
係
 
 

は
、
事
業
所
委
員
会
が
わ
ず
か
な
事
業
所
で
の
み
選
出
さ
れ
る
と
い
ぅ
結
 
 

果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
組
合
に
と
っ
て
相
談
相
手
を
欠
き
、
 
 
 

現
場
の
雰
囲
気
を
つ
か
む
こ
と
が
閑
雅
で
あ
る
。
 
 
 

多
く
の
非
⊥
業
部
門
で
経
営
塁
審
が
弱
い
こ
と
と
関
連
L
て
、
⊥
業
部
 
 

門
に
比
べ
て
非
工
業
部
門
で
は
一
般
に
交
渉
成
果
は
労
働
者
側
に
と
っ
て
 
 

苦
し
く
な
い
。
交
渉
で
指
針
と
な
る
の
は
先
行
す
る
金
属
産
業
現
業
労
働
 
 

者
の
妥
結
結
果
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
同
じ
く
金
属
産
要
職
員
の
そ
れ
で
あ
り
、
 
 

さ
ら
に
は
金
属
産
業
非
工
業
部
門
（
G
e
w
e
r
b
e
）
硯
葉
労
働
者
の
そ
れ
で
あ
 
 

る
り
 
通
常
、
民
間
企
業
職
員
労
組
の
協
約
内
谷
は
東
低
水
準
に
な
っ
て
い
 
 

る
い
 
 
 

⊥
業
に
近
い
事
業
所
と
手
工
業
に
近
い
事
業
所
で
は
、
従
業
員
の
利
害
 
 

状
態
の
違
い
に
よ
り
、
調
整
的
難
な
、
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
 
 
 

職
務
や
役
職
に
関
す
る
記
述
苔
（
説
明
書
）
 
や
例
え
ば
先
任
権
の
よ
う
 
 

な
集
団
的
規
制
は
成
績
引
き
上
げ
の
可
能
性
を
限
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
 
 

労
働
ネ
に
対
す
る
保
護
機
能
を
果
た
し
て
き
た
り
 
 

5
 
企
業
内
に
お
け
る
賃
金
規
制
の
実
情
 
 
 

協
約
持
合
に
対
す
る
企
業
内
上
乗
せ
の
比
ヤ
は
表
‖
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

そ
の
程
度
は
、
産
業
分
野
別
の
労
働
生
産
性
、
事
業
所
規
模
と
正
の
相
関
 
 

関
係
に
あ
り
、
女
性
比
率
と
は
負
の
相
関
関
係
に
あ
る
。
従
業
員
に
占
め
 
 

る
女
性
比
率
が
高
い
ほ
ど
上
乗
せ
支
給
金
額
が
低
く
な
る
の
は
、
女
性
の
 
 

ガ
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
就
労
し
て
い
る
比
率
が
高
い
か
ら
で
あ
る
＝
 
 

こ
の
統
計
で
は
フ
ル
タ
イ
マ
ー
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
1
は
区
別
さ
れ
ず
に
混
 
 

合
し
て
統
計
処
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
耗
果
、
組
合
が
鴇
げ
る
連
帯
的
賃
 
 

金
政
策
の
実
現
は
人
き
く
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

協
約
賃
金
に
対
す
る
企
業
内
の
上
乗
せ
支
給
は
年
次
別
に
み
る
と
図
7
 
 

が
一
ホ
す
よ
う
に
非
⊥
菜
部
門
（
G
e
w
e
r
b
e
）
で
は
一
九
八
二
年
以
来
顕
著
に
、
 
 

∴
／
二
 
 

八
五
年
以
来
は
徐
々
に
、
し
か
し
継
続
的
に
低
下
し
っ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
 
 

二
一
 
 
 



開 法（462）456   

表11産業分野別にみた1人当たり月平均労働費用（単位：シリング）  

豆「   大手・非⊥莱  小規模▲非1二葉  ヤービス莱   

①   「   ③   0）  （D  ②  信  

76  9，77】  15，795  8，695  12，70：l  80．4  8，312   6，69911，535 73．0  

注：（D硯業労働者 ②職員（彰工業職員の費用に対する比率（％）  

出所：Dimitz／Wagner，EinkommensentwickJungundGewerkschaftspolilikbeiden  

AngestelltenimGewerbe， SL65・  

図6 3産業分野における協約賃金と実効賃金の比較  

（月当たり）  

（シリング）  

B協約賃金  ⊂］大手・非工業  

圏小規模・非工業 ■サービス業  

76 77  7R  79 SO 馴  82  83  84  85  86 87 88年  
出所：表11に同じ。  S．27．   
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衰12 部門別の平均協約賃金の比較（非工業）  う
な
変
化
は
人
手
非
⊥
業
で
は
す
で
に
八
一
隼
以
来
生
じ
、
小
規
模
企
業
 
 

で
は
少
し
遅
れ
て
八
川
年
あ
た
り
か
ら
は
っ
き
り
と
現
れ
て
き
た
‖
 
し
か
 
 

し
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
逆
に
普
及
し
上
井
L
て
き
た
。
こ
こ
で
小
規
模
非
 
 

⊥
業
で
L
乗
せ
支
給
金
細
が
低
卜
し
た
原
因
を
推
測
す
る
と
、
企
業
が
現
 
 

在
の
従
業
員
に
長
期
勤
続
を
奨
励
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
よ
 
 

り
は
、
む
し
ろ
労
働
山
場
S
需
給
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
さ
ほ
ど
上
乗
せ
 
 

支
給
を
し
な
〈
て
も
同
レ
ベ
ル
の
人
材
を
確
保
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
こ
 
 

と
の
方
が
大
き
い
。
図
8
は
工
業
郡
門
職
員
を
化
封
金
グ
ル
ー
プ
別
の
推
移
 
 
 

1990年   

製パン   1（X）％  100％   

食肉製造・販売   106％   111％   

一般的非製造業   107％   113％   

広告   12（）％   133％   

酪農   131％   140％   

印刷   】44％   1（）0％   

197（）年  

注：これは製パン業の賃金水準を100％として，  

ほかの部門の賃金水準を示している。  

出所：表11に同じ。  S．8．  

表13 協約賃金に対する企業内上乗せ支給の比較（％）  

調査者年次  

Osz．1988年   40．8   48．4   5（）．7   

民間企業職員労組1991年   産業分野                   3】．5  3乙9   43．9   
の
資
格
 
（
資
椅
付
与
さ
れ
た
専
門
職
業
教
育
、
学
校
修
了
程
度
、
そ
の
他
 
 

の
職
業
的
資
格
）
 
に
基
づ
く
初
任
給
の
確
定
は
、
と
〈
に
組
合
の
関
心
を
 
 

患
い
た
。
公
式
の
職
業
資
格
に
沿
っ
た
勅
任
給
の
規
制
に
関
す
る
使
用
者
 
 

と
職
員
事
業
所
委
員
会
に
よ
る
企
業
内
合
意
は
、
現
行
の
協
約
を
大
き
く
 
 

補
允
し
て
い
る
。
提
供
さ
れ
る
職
r
l
只
資
格
の
市
場
価
値
旗
理
に
基
づ
い
て
 
 

企
業
横
断
的
な
賃
金
制
度
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
連
帯
的
な
賃
金
政
策
の
 
 

基
本
原
痩
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
⊥
業
部
門
職
員
の
．
致
し
た
支
持
を
 
 

得
る
こ
と
も
で
き
な
か
「
た
。
 
 

二
一
三
 
 
 

汁■所：表11に同じ。  

を
示
す
む
 
表
1
4
は
作
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
1
 
な
お
、
小
規
模
企
業
 
 

で
は
縁
故
採
用
が
多
く
、
そ
れ
が
刺
激
給
と
同
じ
働
き
を
し
て
い
る
。
 
 
 

労
組
は
協
約
で
実
効
賃
金
（
I
s
T
G
e
h
a
－
t
）
、
す
な
わ
ち
実
際
に
支
給
 
 

さ
れ
る
賃
金
触
を
規
制
し
た
い
が
、
使
用
者
側
の
抵
抗
に
あ
っ
て
い
 
 

る
。
そ
の
結
果
、
協
約
は
最
低
賃
金
を
定
め
、
協
約
に
よ
る
焦
仁
げ
 
 

は
労
働
者
の
実
効
賃
金
引
き
上
げ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
組
合
員
 
 

に
と
っ
て
組
合
は
魅
力
を
失
っ
て
い
る
〕
 
そ
れ
は
確
か
に
快
い
賃
金
 
 

グ
ル
ー
プ
の
労
働
者
に
と
っ
て
は
意
義
を
持
つ
が
。
 
 
 

民
間
企
業
職
員
労
組
は
一
九
九
両
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
協
約
 
 

規
定
が
企
業
内
で
実
際
に
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
、
す
な
 
 

わ
ち
協
約
規
定
か
ら
の
隔
た
り
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
あ
る
か
 
 

し
 
 

を
調
香
し
た
。
産
業
を
ま
た
が
る
八
〇
分
野
に
お
よ
ぶ
約
五
〇
〇
名
 
 

の
職
員
事
業
所
委
月
全
委
員
、
専
従
組
A
‖
役
員
お
よ
び
研
究
者
が
調
 
 

奄
に
参
加
し
た
。
こ
の
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
、
協
約
制
度
に
対
す
 
 

る
企
業
内
の
異
な
っ
た
取
扱
い
お
よ
び
企
業
横
断
的
な
規
制
〃
法
の
 
 

欠
陥
な
ら
び
に
今
後
の
課
題
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
 
 
 

勤
続
開
始
時
の
企
業
内
の
賃
金
格
付
け
の
実
際
、
す
な
わ
ち
公
式
 
 



％
5
0
 
 45   

40   

〕5   

30   

25   

20   

15   
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5  

0  

197（）77  78  79  80  81 R2  83  84  85  86  87 88年  

柱：協約賃金額を100％としたときの上乗せの程度である。  

出所：表11に同じ。  S．44．  

図8 工業部門職員（賃金グループⅠ～Ⅵ）   

の協約上乗せ支給金額  田1980年  

か
問
髄
と
な
る
。
計
測
に
あ
た
り
重
要
な
こ
と
は
、
客
観
性
と
非
人
楷
的
 
 

性
格
（
S
a
c
h
】
i
c
h
k
e
i
t
）
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
け
そ
こ
で
R
E
F
A
方
式
 
 

に
よ
る
標
準
作
業
時
問
測
定
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
 
 

職
務
に
関
す
る
労
務
提
供
内
谷
と
そ
の
た
め
の
紫
什
（
A
n
f
O
r
d
e
r
u
n
g
）
の
 
 

計
測
が
小
心
で
あ
る
。
そ
れ
を
労
使
が
合
意
し
た
。
さ
ら
に
か
業
内
で
は
 
 

従
業
員
代
表
が
成
績
と
賃
金
の
関
係
に
直
接
に
関
与
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
 
 

て
成
績
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
が
労
働
者
の
な
か
で
妥
当
な
も
の
と
し
て
一
せ
 
 

け
容
れ
ら
れ
た
。
 
 
 

％
3
5
 
3
0
 
2
5
 
2
0
 
1
5
 
川
 
5
 
0
 
 

■1986年  

■1992年  

Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  Ⅵ  

出所：Journa用irSozialforschung，34．Jg．（1994），  

Heft4，S．231．   ．
．
〓
〓
 
 

‖
U
r
 
 

企
業
内
で
は
協
約
 
 

規
制
を
前
提
に
、
そ
 
 

れ
を
補
充
す
べ
く
他
 
 

用
署
が
い
方
的
な
締
 
 

約
（
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
・
 
 

a
b
s
p
r
a
c
h
e
）
に
よ
 
 

り
、
ま
た
は
使
用
者
 
 

と
事
業
所
委
員
ム
あ
 
 

事
業
所
協
定
に
よ
り
 
 

取
扱
い
が
定
め
ら
れ
 
 

る
じ
 
企
業
内
の
⊥
乗
 
 

せ
支
給
金
紬
は
通
 
 

常
、
労
働
省
と
使
用
 
 

苦
の
個
別
交
渉
で
合
 
 

意
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

基
本
給
の
確
定
で
 
 

も
客
観
的
な
手
続
き
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多
く
の
⊥
業
部
門
企
業
で
は
職
H
に
対
し
て
業
績
加
給
規
定
、
利
益
配
 
 

叫
（
E
r
f
O
】
g
s
p
r
餌
ヨ
i
e
）
、
利
益
還
元
手
叫
（
B
i
】
a
コ
N
g
e
－
d
）
規
定
、
も
し
く
は
 
 

特
別
支
給
規
定
か
多
様
に
存
在
し
て
い
か
n
そ
の
金
箱
に
関
し
て
、
使
用
 
 

者
と
職
員
事
業
所
委
員
会
は
た
い
て
い
職
業
訓
練
期
間
算
定
（
く
O
r
d
i
e
コ
S
T
 
 

z
e
i
｛
e
コ
r
e
C
h
コ
u
コ
g
）
、
勤
続
年
数
（
B
e
t
r
i
e
b
s
t
r
e
u
e
）
、
年
令
お
よ
び
職
務
の
 
 

種
類
と
い
う
従
来
型
の
指
標
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
内
 
 

で
は
先
任
権
が
職
員
分
野
の
賃
金
政
策
全
体
で
重
き
を
な
し
て
い
る
。
協
 
 

約
に
お
け
る
先
任
権
痕
理
を
縮
め
た
い
と
い
う
使
用
君
側
の
要
求
は
こ
の
 
 

占
…
で
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

経
営
指
標
 
（
例
、
利
益
）
 
の
よ
う
な
結
果
に
関
す
る
指
標
を
定
め
る
協
 
 

定
の
ウ
エ
ー
ト
は
低
い
。
し
か
L
、
結
果
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
は
無
視
 
 
 

表14 性別にみた協約上乗せ賃金の比率  

適用賃金  女 性  男 性  

グループ          1983年1986年   1983年  1986年   

Ⅲ   5．0％  6．6％   19．9％  16，4％   

Ⅲ   10．1％ 1l．6％   37．2％  30．7％   

Ⅳ   35．1％  1（i．5％  58．3％  47．0％   

Ⅴ   5．2？ら  5．0％  39．2％  41，1％   

Ⅵ   0，0％   一  

Ml  23．5％ 2（），2％   

M2  17．3％  24．8％   

M3  
－   2ユ．5％   1（i．9％   22．2％ 23．1％  

出所：表1に同じ。  S．67．  

で
き
ず
、
協
約
を
こ
の
方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
の
使
用
者
の
要
望
は
 
 

い
。
 
 

6
 
最
近
の
動
向
－
綬
験
に
基
づ
く
知
識
の
意
義
低
下
 
 

イ
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
伴
う
賃
金
制
度
の
変
化
 
 

‥
牢
近
、
生
産
お
よ
び
合
知
化
〃
法
を
め
ぐ
り
新
し
い
特
徴
が
あ
る
。
す
 
 

な
わ
ち
、
仰
別
の
職
場
の
生
産
高
を
最
大
限
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
 
 

ろ
生
魔
の
あ
ら
ゆ
る
過
程
を
最
大
限
に
引
き
上
げ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
 
 

て
い
る
、
現
場
作
業
で
は
次
第
に
監
視
お
よ
び
操
作
作
業
の
比
重
が
高
ま
 
 

り
つ
つ
あ
る
、
従
業
員
の
投
入
方
針
が
複
数
の
職
場
で
柔
軟
に
働
け
る
こ
 
 

と
を
H
指
し
て
い
る
、
集
団
で
の
作
業
が
増
え
＝
川
胃
管
理
や
保
全
の
業
務
 
 

か
生
産
現
場
に
任
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
等
の
特
徴
で
あ
る
り
 
 
 

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
現
業
労
働
署
に
対
す
る
従
来
の
テ
ー
ラ
ー
主
義
 
 

的
成
績
賃
金
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
∩
 
個
々
の
労
働
署
が
平
均
を
 
 

上
回
る
生
産
高
を
上
げ
る
こ
と
を
刺
激
す
る
賃
金
制
度
は
、
年
度
高
が
機
 
 

械
の
能
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
ま
た
労
働
者
か
現
場
で
監
視
業
務
に
従
 
 

事
し
故
障
し
た
と
き
の
み
横
椒
的
に
軌
く
と
い
う
作
業
ス
タ
イ
ル
の
†
で
 
 

は
意
義
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
 
 
 

従
来
型
は
、
求
め
ら
れ
る
標
準
的
な
什
事
を
す
る
特
定
職
務
に
必
要
な
、
 
 

労
働
者
が
有
す
る
佃
人
的
な
職
業
的
資
桁
、
職
業
経
験
を
基
準
と
L
て
い
 
 

た
い
 
し
か
し
、
新
し
い
タ
イ
プ
は
、
経
常
指
標
も
し
く
は
仲
人
の
労
務
提
 
 

供
に
依
存
し
た
賞
金
構
成
で
あ
る
「
 
個
々
人
の
労
務
提
供
お
よ
び
労
務
の
 
 

「
市
場
価
値
」
は
、
次
第
に
特
定
の
定
義
さ
れ
た
職
務
遂
行
お
よ
び
習
得
 
 

さ
れ
た
経
験
知
識
か
ら
出
て
く
る
要
求
に
対
し
て
そ
の
ウ
エ
ー
ト
を
高
め
 
 

つ
つ
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
現
業
労
働
者
に
関
す
る
動
向
は
、
職
員
の
賃
金
体
系
を
考
 
 

二
山
五
 
 
 

H 
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え
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
。
現
業
労
働
者
層
で
も
出
来
高
に
リ
ン
ク
し
 
 

た
賃
金
制
度
は
次
第
に
影
を
潜
め
、
純
粋
な
時
間
給
に
移
行
し
っ
つ
あ
る
。
 
 

チ
ー
ム
作
業
や
柔
軟
な
労
働
力
投
入
は
資
格
や
柔
軟
性
 
（
多
職
務
担
当
）
 
 

に
基
づ
く
賃
金
に
よ
っ
て
支
、
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
の
あ
る
‖
 
 

動
巾
メ
ー
カ
ー
で
は
賞
金
額
は
相
当
職
務
の
評
価
と
も
、
達
成
‖
標
成
績
 
 

と
も
関
係
な
し
に
、
彼
が
ど
れ
ほ
ど
多
〈
の
機
械
を
操
作
で
き
る
か
と
い
 
 

う
偶
人
の
資
櫓
・
能
力
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
従
 
 

来
の
労
働
結
果
に
着
日
し
た
成
績
に
基
づ
く
賃
金
は
、
チ
ー
ム
労
働
や
柔
 
 

軟
な
労
働
力
投
入
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
∪
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川
 
 

ロ
、
成
績
の
．
斗
均
化
 
 
 

情
報
処
理
機
器
の
導
人
に
よ
り
、
従
業
員
に
対
す
る
成
績
庄
力
の
強
ま
 
 

り
、
専
門
的
お
よ
び
社
会
的
な
資
格
に
変
化
が
生
じ
る
り
 
 
 

同
時
に
、
企
業
内
で
は
労
働
者
の
選
別
が
進
む
り
 
な
ぜ
な
ら
ば
、
組
織
 
 

的
技
術
的
変
化
に
関
与
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
平
等
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
‥
 
 

研
修
受
講
の
機
会
や
設
備
い
就
け
る
チ
ャ
ン
ス
は
賛
栴
の
骨
同
い
、
と
り
わ
 
 

け
て
成
絹
の
」
‥
回
い
職
員
層
に
限
小
一
足
さ
れ
る
リ
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
人
に
よ
っ
 
 

て
、
職
員
の
な
か
で
独
立
し
て
仕
事
す
る
名
と
歯
車
と
L
て
働
く
常
に
分
 
 

か
れ
て
く
る
∩
 
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
よ
っ
て
労
働
者
が
身
に
つ
け
て
い
た
専
門
知
盃
 
 

を
経
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
。
特
別
な
専
門
知
識
を
有
す
る
ガ
 
 

働
者
が
企
業
か
ら
い
な
く
な
っ
て
も
、
彼
の
専
門
知
識
が
人
力
さ
九
て
い
 
 

れ
ば
企
業
に
と
っ
て
支
障
は
な
い
∩
 
 
 

こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
使
用
者
側
が
賃
金
体
系
に
関
し
て
従
来
の
先
任
 
 

権
制
度
を
兄
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
、
）
 
 

ハ
、
市
場
価
値
と
資
格
 
 

T
一
山
六
 
 

二
つ
の
戦
略
が
顕
著
で
あ
る
。
第
一
に
、
人
力
、
す
な
わ
ち
労
働
者
の
 
 

職
務
資
格
を
考
慮
L
た
賃
金
体
系
か
ら
、
出
力
、
す
な
わ
ち
労
働
者
の
成
 
 

績
を
重
視
し
た
賃
金
体
系
へ
の
変
化
で
あ
る
。
第
二
に
、
従
来
型
の
ヒ
エ
 
 

ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
平
机
な
関
係
に
切
り
替
え
ら
れ
た
企
業
で
は
、
新
し
い
舛
 
 

進
可
能
性
か
出
て
き
た
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
資
格
は
次
第
に
従
来
の
よ
う
に
は
通
用
し
な
く
な
り
つ
つ
 
 

あ
る
㌧
 
そ
れ
で
も
新
規
採
用
者
が
職
務
を
あ
て
が
わ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
 
 

者
の
有
す
る
職
業
的
資
朽
が
標
準
的
判
断
基
準
と
な
る
こ
と
は
バ
定
で
き
 
 

な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
結
果
重
視
の
拝
金
体
系
に
変
一
配
す
る
理
由
は
多
様
で
あ
る
n
 
 

職
務
が
統
A
＝
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
は
流
動
的
で
賓
 
 

楷
の
確
定
に
も
か
な
り
の
あ
い
ま
い
き
を
什
う
 
 

二
、
成
績
結
果
の
志
向
 
 
 

先
に
指
摘
し
た
戦
略
傾
向
と
か
か
わ
」
て
、
ま
す
、
企
業
は
協
約
に
よ
 
 

っ
て
確
定
さ
れ
る
－
寺
金
部
分
に
対
し
て
個
別
交
渉
で
決
定
さ
れ
る
部
分
の
 
 

ウ
エ
ー
ト
を
高
め
る
傾
向
に
あ
る
、
い
 
そ
の
結
果
、
あ
る
銀
行
の
轟
資
格
労
 
 

働
署
の
∵
U
∴
五
％
に
す
で
に
個
人
毎
に
交
渉
さ
れ
る
「
市
場
価
情
」
賃
 
 

金
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
業
で
は
、
技
術
開
発
、
ソ
フ
ト
ウ
 
 

エ
ア
開
発
お
よ
び
設
備
操
作
・
組
立
の
よ
う
な
重
要
部
門
の
労
働
者
は
平
 
 

均
以
上
の
上
乗
サ
支
給
を
受
け
て
い
る
り
 
あ
る
保
険
会
社
で
は
、
全
従
業
 
 

員
に
同
一
の
賃
金
格
付
け
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
個
人
他
に
交
渉
さ
 
 

れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
状
況
に
よ
っ
て
は
圧
縮
可
能
な
手
当
か
せ
給
さ
れ
、
そ
 
 

の
手
当
枇
が
其
本
給
を
上
回
る
事
例
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
協
約
に
対
す
 
 

る
労
働
者
の
関
心
も
低
下
す
る
り
 
 
 

つ
ぎ
に
、
使
用
者
側
は
出
力
重
視
の
賃
金
制
度
に
よ
っ
て
、
成
績
を
操
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作
す
る
手
段
と
し
て
特
別
加
給
（
P
r
鐘
ヨ
i
e
）
の
ウ
エ
ー
ト
を
高
め
る
こ
と
を
 
 

‖
指
し
、
そ
れ
を
企
業
内
で
測
定
で
き
る
基
準
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
。
 
 

表
ほ
参
照
。
こ
れ
は
企
業
内
の
任
意
の
社
会
給
付
お
よ
び
手
当
を
な
く
し
 
 

て
、
特
別
加
給
で
置
き
換
え
る
こ
と
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
 
 

別
加
給
は
す
べ
て
成
績
と
リ
ン
ク
L
て
い
る
。
あ
る
小
売
店
で
は
、
す
で
 
 

に
そ
れ
が
探
川
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
特
別
加
給
に
よ
る
上
乗
せ
支
給
 
 

は
支
店
長
以
上
の
役
職
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
 
 

ホ
、
継
続
訓
練
の
重
要
性
と
問
題
点
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
偶
人
に
よ
る
職
業
研
修
の
努
力
か
昇
進
 
 

に
と
∴
り
て
重
要
と
な
る
〝
 
企
業
ほ
従
業
員
に
そ
れ
を
積
極
的
に
奨
励
し
、
 
 

拝
格
に
あ
た
っ
て
そ
れ
を
考
慮
し
て
い
る
。
従
来
そ
れ
は
資
格
の
高
い
職
 
 

員
に
対
L
て
の
み
行
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
今
日
で
は
よ
り
広
い
屑
の
労
 
 

働
者
に
対
し
て
働
き
か
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
労
働
者
の
か
な
り
の
部
分
が
昇
給
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
 
 

が
今
後
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
階
層
は
、
資
楷
水
準
の
低
い
労
働
者
、
日
常
 
 

業
腰
に
従
事
す
る
労
働
者
層
、
伝
統
的
に
先
任
権
慣
行
の
適
用
さ
れ
て
い
 
 

た
労
働
者
層
で
あ
る
J
 
そ
れ
は
性
別
に
み
る
と
、
女
性
に
不
利
に
作
用
す
 
 

る
n
 
女
性
が
前
記
の
労
働
者
群
に
該
当
す
る
比
や
か
高
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

′
1
 

へ
、
t
業
部
門
職
員
に
お
け
る
協
約
政
策
変
更
に
対
す
る
使
用
者
の
動
機
 
 
 

成
績
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
決
定
を
志
向
す
る
使
用
者
の
動
機
に
つ
き
、
 
 

職
員
事
業
所
委
自
室
に
よ
る
調
査
分
折
紙
呆
は
、
関
係
者
の
‖
か
ら
見
た
 
 

評
価
を
ホ
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
置
か
れ
て
い
る
経
済
 
 

状
態
に
規
定
さ
れ
る
。
使
用
者
は
別
の
経
営
上
の
困
難
の
解
決
を
成
績
に
 
 

リ
ン
ク
し
た
貰
金
に
よ
っ
て
図
り
た
い
〕
 
景
気
後
退
期
お
よ
び
企
業
内
外
 
 

で
分
配
を
め
ぐ
り
緊
麗
し
て
い
る
時
期
に
は
、
こ
れ
が
取
り
ぎ
た
さ
れ
る
ハ
 
 

表15 特別加給支給の頻度および金額  

（機械製造業1987年）  

特別加給の種類  利益配当  発明加給  

受給者の20％には年1回限  

売り上げ       年間，反復し り。   
△価  値さ              支給頻度および同⊂   

高次第   て。  残りの受給者には反復して  

職員に占める受給者の比率（9ら）   2．5   10．7  

受給者1人当たり，年平均金額  
174，059   1（）4，862  

（シリング）  

出所：表1に同じ。  S．6（i．  二
一
七
 
 
 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
時
 
 

制
は
導
人
に
は
不
適
切
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
傾
用
老
の
 
 

動
機
と
し
て
、
先
任
権
 
 

の
形
骸
化
、
す
な
わ
ち
 
 

「
二
幸
お
き
昇
給
の
密
 
 

や
か
な
排
除
」
で
あ
る
。
 
 

導
入
さ
れ
よ
う
と
し
た
 
 

多
く
の
ケ
ー
ス
は
そ
れ
 
 

を
衷
付
け
て
い
る
“
 
 
 

第
三
に
、
弾
力
的
な
 
 

日
金
制
度
の
形
成
を
〓
 
 

指
L
て
い
る
∪
 
 

イ1間事  
成
櫨
原
理
と
は
、
労
 
 

働
者
の
素
性
や
考
え
 
 

（
】
e
s
ぎ
］
u
コ
乳
に
基
づ
 
 

い
て
で
は
な
く
、
企
業
 
 

題考  

点1汁課   
成
績
社
会
 
 

成
績
原
理
 
 

三
 
人
 
 

の
意
義
と
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の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
労
務
給
付
（
L
e
i
s
t
u
コ
竺
に
し
た
が
っ
て
地
位
を
あ
 
 

て
が
い
、
賃
金
等
級
を
格
付
け
る
と
い
う
企
業
内
に
お
け
る
秩
序
原
理
を
 
 

指
す
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
身
分
制
原
理
と
対
立
L
、
そ
の
意
味
で
成
績
原
 
 

碓
の
登
場
は
革
命
的
で
あ
っ
た
。
 
 
 

年
齢
 
（
ま
た
は
勤
続
年
数
＝
先
任
権
）
 
原
理
は
、
年
齢
ま
た
は
勤
続
年
 
 

数
に
応
じ
て
労
務
提
供
成
績
が
上
昇
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
り
で
成
績
原
 
 

珊
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

成
績
原
趣
の
果
た
す
機
能
は
、
ク
ラ
ウ
ス
・
オ
ッ
フ
ェ
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
 
 

の
三
点
に
整
理
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
等
価
伯
お
よ
び
補
償
放
 
 

埋
で
あ
る
り
 
そ
れ
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
費
用
と
努
力
を
 
 

必
要
と
す
る
り
 
成
績
原
理
は
、
そ
の
曹
用
と
努
力
が
将
来
回
収
さ
れ
る
で
 
 

あ
ろ
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
第
二
に
、
生
産
性
原
理
で
あ
る
。
労
務
提
供
 
 

は
そ
れ
か
付
加
価
植
増
殖
に
寄
与
し
た
比
や
に
応
じ
て
対
価
を
支
払
わ
れ
 
 

る
り
 
そ
れ
に
よ
り
成
果
は
労
働
名
相
圧
聞
で
公
平
に
配
分
き
れ
る
。
同
時
 
 

に
社
会
が
肯
す
る
資
源
が
穀
大
阪
有
効
に
活
用
さ
れ
る
と
い
う
競
争
を
引
 
 

き
起
こ
す
り
第
二
J
に
、
分
粕
ま
た
は
仕
分
け
機
能
（
A
ニ
O
k
a
t
i
（
）
コ
S
f
u
コ
k
t
訂
コ
）
 
 

で
あ
る
。
職
域
と
地
位
は
そ
れ
に
最
も
過
L
た
人
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
 
 

る
り
 
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
力
は
黄
も
効
率
的
に
配
置
さ
れ
る
‖
 
 
 

こ
の
よ
う
に
成
績
原
坤
は
合
印
的
理
由
を
持
つ
ソ
 
L
か
L
、
そ
れ
が
実
 
 

際
に
適
用
さ
れ
る
局
面
を
見
る
と
、
建
前
過
り
に
ほ
妥
当
L
な
い
こ
と
か
 
 

明
ら
か
に
な
る
り
 
す
な
わ
ち
、
付
加
価
値
増
殖
へ
の
労
働
者
の
寄
与
度
に
 
 

応
じ
て
賃
金
を
配
分
す
る
こ
と
を
誰
が
保
障
す
る
か
、
そ
の
寄
与
度
は
い
 
 

か
に
L
て
測
定
さ
れ
る
か
、
人
員
の
効
率
的
配
置
が
い
か
に
L
て
押
保
さ
 
 

れ
る
か
、
そ
も
そ
も
労
働
者
が
労
務
を
提
供
す
る
出
発
時
の
条
件
が
同
じ
 
 

か
ポ
l
1
か
等
の
問
題
が
あ
る
J
 
成
績
原
理
を
具
体
化
す
る
た
め
の
前
提
条
件
 
 

川  

二
一
八
 
 
 

が
備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
は
そ
の
純
粋
む
彪
で
は
ま
だ
企
業
内
で
 
 

具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
り
 
 
 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
成
績
虹
理
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る
と
い
う
 
 

成
績
社
会
が
実
在
す
る
と
見
る
こ
と
は
表
面
的
な
観
蜃
で
あ
る
＝
今
〓
、
 
 

成
績
原
理
が
語
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
あ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
の
 
 

説
明
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
多
い
い
 
い
わ
ゆ
る
成
績
原
理
と
い
う
用
語
に
よ
 
 

っ
て
、
実
際
に
存
在
す
る
力
や
特
権
の
不
†
等
な
配
分
の
原
囚
が
い
わ
ゆ
 
 

る
役
立
た
ず
の
弱
者
H
身
に
あ
る
と
さ
れ
る
、
と
指
摘
す
る
者
も
い
る
。
 
 

一
人
ひ
と
り
の
成
績
を
測
定
す
る
二
と
か
で
き
な
い
と
き
で
も
、
地
位
、
 
 

収
入
お
よ
び
財
産
の
違
い
は
そ
れ
ー
h
の
者
の
以
前
ま
た
は
現
在
の
成
結
の
 
 

違
い
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
内
の
お
け
る
優
遇
取
扱
 
 

い
は
実
際
に
提
供
さ
れ
た
成
績
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
と
い
う
前
提
は
、
 
 

社
会
的
に
異
な
っ
た
取
扱
い
を
正
り
化
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
す
り
 
 

ロ
、
成
精
概
念
 
 
 

「
成
紙
」
測
定
に
あ
た
り
、
い
か
な
る
指
標
を
川
い
る
か
か
問
題
と
な
 
 

る
。
そ
こ
に
は
表
向
き
の
 
「
公
▲
サ
な
」
成
績
原
理
を
別
の
指
標
に
馴
染
む
 
 

配
分
お
よ
び
再
配
分
モ
デ
ル
に
よ
「
て
置
き
換
、
え
ら
れ
る
可
能
件
が
あ
る
り
 
 

伝
統
的
な
成
城
概
念
は
作
業
結
果
と
リ
ン
ク
し
て
い
た
が
、
新
し
い
そ
れ
 
 

で
は
、
資
格
、
貿
お
上
存
柔
軟
怖
が
弔
要
に
な
「
た
。
 
 
 

成
績
を
め
ぐ
滝
議
論
で
、
成
績
概
念
に
つ
き
典
な
る
理
解
か
あ
る
こ
と
 
 

■
1
■
 
 

が
明
ら
か
に
な
る
∪
 
す
な
わ
ち
、
労
働
の
結
果
に
着
日
L
て
そ
れ
を
測
定
 
 

す
る
か
、
そ
れ
と
も
労
務
提
供
の
人
力
と
し
て
勤
務
態
度
（
A
r
b
e
i
t
s
完
「
 
 

h
a
【
t
e
n
）
に
着
日
す
る
か
の
違
い
で
あ
る
。
こ
の
点
の
区
別
が
明
確
で
な
い
 
 

と
、
議
論
に
混
乱
が
生
じ
る
。
 
 
 

前
者
は
t
場
生
産
で
結
果
が
量
的
に
測
定
で
き
る
と
き
に
便
利
で
あ
る
じ
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し
か
し
、
労
働
者
は
こ
の
制
度
で
は
平
均
的
生
産
量
が
増
え
る
こ
と
を
警
 
 

戒
し
て
、
自
分
が
持
つ
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
分
の
財
産
で
あ
る
と
認
識
 
 

し
て
公
開
す
る
こ
と
を
嫌
が
る
。
 
 
 

そ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
労
働
成
果
が
量
的
に
測
定
し
が
た
い
と
き
に
 
 

よ
く
利
用
さ
れ
る
。
 
 
 

前
者
は
す
で
に
製
造
業
の
現
業
労
働
者
で
も
時
代
遅
れ
の
方
法
に
な
り
 
 

つ
つ
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
業
労
働
者
の
業
務
内
谷
は
生
産
の
流
れ
に
 
 

別
し
て
手
を
加
え
、
ま
た
は
監
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
史
的
測
定
に
馴
染
 
 

み
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
の
現
業
労
働
者
の
作
業
内
容
は
ど
ち
ら
 
 

か
と
い
え
ば
、
生
産
自
体
よ
り
も
生
産
過
程
を
指
向
す
る
■
‖
標
追
求
的
な
 
 

態
答
で
あ
る
り
 
そ
の
成
績
の
性
椅
は
出
力
よ
り
も
人
力
の
範
疇
に
分
顆
さ
 
 

れ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
組
合
側
か
ら
は
成
績
貨
金
指
標
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
提
案
さ
 
 

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
的
要
件
、
身
体
的
要
件
、
責
任
度
、
お
よ
 
 

び
作
業
条
件
（
作
業
環
境
）
 
で
測
定
す
る
。
そ
れ
の
具
休
的
な
内
容
が
企
 
 

裳
に
お
け
る
担
当
職
務
や
作
業
の
進
め
方
に
即
し
て
使
用
者
と
事
業
所
委
 
 

員
会
の
周
で
よ
り
詳
細
に
、
明
確
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
客
 
 

観
的
な
透
明
度
の
高
い
運
用
が
確
保
さ
れ
る
。
労
働
者
に
と
っ
て
自
分
の
 
 

職
務
が
評
価
さ
れ
る
根
拠
が
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
〕
 
 

ハ
、
成
績
評
価
を
め
ぐ
る
紛
争
 
 
 

個
々
人
の
成
韻
は
決
し
て
月
明
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
使
用
者
側
が
 
 

∬
価
し
な
け
れ
は
意
味
が
な
い
。
成
績
評
価
と
い
う
労
働
者
の
操
作
方
法
 
 

が
採
用
き
れ
る
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
基
本
条
件
が
あ
る
。
第
一
に
、
恒
 
 

常
的
に
生
魔
性
向
上
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
攻
争
状
熊
に
企
業
が
晒
さ
れ
 
 

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
競
争
で
は
「
こ
れ
で
い
い
」
と
い
う
 
 
 こ

と
が
な
い
。
生
産
性
向
上
の
一
つ
の
有
力
な
方
法
と
し
て
、
労
働
者
の
 
 

有
効
活
用
が
常
に
追
求
さ
れ
る
。
第
二
に
、
労
使
の
利
害
対
立
と
支
配
関
 
 

係
が
存
在
す
る
。
労
働
者
を
こ
の
よ
う
に
操
作
す
る
こ
と
は
労
働
者
に
対
 
 

す
る
支
配
を
維
持
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
り
 
 
 

管
理
方
法
は
多
様
で
あ
り
、
上
司
が
直
接
に
個
人
的
に
指
図
し
監
督
す
 
 

る
方
法
か
ら
、
本
人
に
責
任
を
持
た
せ
て
任
せ
る
や
り
方
ま
で
さ
ま
ぎ
ま
 
 

で
あ
る
。
技
術
的
お
よ
び
組
織
的
な
変
化
の
な
か
で
、
そ
望
貝
任
は
次
第
 
 

に
高
ま
り
、
よ
り
高
水
準
の
仕
事
結
果
を
求
め
ら
れ
、
役
割
範
囲
と
決
定
 
 

裁
量
は
拡
大
し
っ
つ
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
数
量
的
に
算
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
 
 

封
〉
 
 

そ
の
測
定
方
法
は
見
方
と
力
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
企
柴
に
と
っ
て
は
、
 
 

全
休
と
し
て
の
結
果
と
個
々
人
の
萌
献
度
が
問
題
で
あ
る
。
労
働
省
に
と
 
 

っ
て
は
、
成
績
は
一
面
で
は
課
題
を
遂
行
す
る
能
力
の
適
用
で
あ
る
り
 
そ
 
 

れ
は
ま
た
作
業
条
什
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
成
果
に
は
二
疋
の
苦
労
 
 

を
伴
う
。
苦
労
、
努
力
、
成
果
も
し
く
は
失
敗
の
判
断
基
準
は
個
別
企
茎
 
 

こ
と
に
で
は
な
く
、
社
会
的
に
小
足
ま
っ
て
い
る
日
 
 
 

成
続
に
関
し
て
客
観
的
な
H
度
は
乏
し
い
‖
 
成
績
と
賃
金
の
関
練
を
見
 
 

る
と
、
論
理
的
な
関
係
は
な
〈
、
む
し
ろ
歴
史
的
に
規
｛
疋
さ
れ
て
い
る
こ
 
 

と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
同
じ
会
計
係
で
も
繊
維
産
業
に
お
け
る
そ
れ
の
 
 

賃
金
は
、
な
ぜ
電
機
電
子
寵
業
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
低
い
の
で
あ
ろ
う
 
 

カ
 
 
 

そ
れ
で
も
労
働
成
績
を
把
捉
す
る
こ
と
は
刺
激
的
賃
金
制
度
の
実
施
に
 
 

と
っ
て
前
提
条
件
で
あ
る
。
労
働
者
の
労
務
提
供
能
力
を
確
実
に
L
促
進
 
 

す
る
こ
と
は
使
用
者
の
配
慮
義
務
に
属
す
る
‖
 
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
労
働
 
 

結
果
の
み
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
成
績
概
念
は
次
第
に
 
 

二
↓
九
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新
L
い
成
績
概
念
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
質
、
 
 

資
格
お
上
江
柔
軟
件
か
重
要
と
さ
れ
る
い
 
 
 

新
し
い
成
績
概
念
は
態
谷
、
作
柄
、
忍
耐
力
（
ロ
e
訂
s
t
b
a
r
k
e
i
こ
、
‥
 
 

ダ
ー
シ
リ
ブ
（
E
i
g
e
コ
i
n
i
t
i
a
【
i
く
e
）
、
も
し
く
は
企
業
へ
の
忠
誠
心
と
い
う
人
 
 

格
指
標
を
含
め
が
ち
で
あ
る
。
果
た
し
て
職
務
遂
行
で
こ
れ
ら
の
人
格
指
 
 

標
が
重
要
な
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
賃
金
の
一
部
を
但
接
 
 

の
上
司
に
査
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
属
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
の
で
は
 
 

な
い
か
。
 
 
 

職
員
に
関
」
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
リ
 
t
業
部
門
職
‥
貝
の
基
本
 
 

脇
机
に
ム
け
る
前
述
の
先
任
権
原
理
は
う
で
に
二
年
お
き
昇
給
制
度
が
導
 
 

人
さ
れ
た
と
き
か
ら
成
績
蕗
向
の
規
定
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
て
い
た
。
す
 
 

な
わ
ち
、
従
業
員
の
一
〇
％
を
毎
年
昇
給
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
使
 
 

用
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
り
こ
の
取
扱
い
は
実
際
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

か
つ
て
は
懲
成
処
分
の
一
椎
で
あ
っ
た
も
の
が
、
い
ま
や
小
高
牛
者
に
対
 
 

す
る
制
度
と
な
っ
た
。
 
 
 

技
術
的
組
織
的
変
化
の
背
景
に
は
、
現
行
の
先
任
権
原
理
に
対
す
る
使
 
 

用
者
の
圧
力
が
あ
る
㌧
 
職
‖
只
の
聞
で
も
先
任
権
原
理
の
見
直
L
を
求
め
る
 
 

声
か
強
い
り
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
が
減
り
、
資
格
要
件
が
高
ま
る
な
か
で
、
 
 

企
業
は
新
ら
し
い
動
機
付
け
お
よ
び
賃
金
支
払
方
法
を
模
索
し
て
い
る
じ
 
 

二
、
成
績
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
形
態
と
職
員
 
 
 

そ
れ
が
職
員
に
と
っ
て
い
く
つ
か
の
マ
イ
ナ
ス
血
を
持
ち
つ
つ
む
、
な
 
 

お
職
員
の
意
識
に
は
そ
れ
を
受
け
寄
れ
る
素
地
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
 
 

事
情
に
よ
る
り
 
 

a
、
臼
分
の
仕
事
が
企
業
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
正
で
あ
る
。
職
‖
只
 
 
 

は
こ
の
感
情
を
現
業
労
働
者
よ
り
も
強
〈
持
つ
。
た
だ
し
、
最
近
、
チ
 
 

二
二
〇
 
 

1
ム
作
業
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
ま
る
に
つ
け
、
m
人
ひ
と
り
の
貢
献
度
を
 
 
 

測
定
す
る
こ
と
は
一
層
幽
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
り
 
チ
ー
ム
作
業
ノ
ン
バ
 
 
 

＝
間
で
は
競
争
が
強
ま
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 
 

b
、
バ
人
ひ
と
り
が
倍
差
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
職
‖
H
は
受
け
寄
れ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
仕
事
ぶ
り
が
異
な
れ
ば
、
坑
食
も
違
っ
て
当
然
で
あ
る
と
い
う
 
 
 

認
識
に
基
づ
〈
。
 
 

C
、
職
員
に
と
っ
て
の
公
平
さ
認
識
は
、
平
等
原
理
よ
り
も
成
績
原
稚
に
 
 
 

親
近
感
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
査
定
内
谷
が
成
績
原
理
に
基
づ
か
な
い
差
 
 
 

別
的
査
定
ほ
許
さ
れ
な
い
。
 
 

2
 
成
績
管
理
＝
人
事
考
課
 
 

イ
、
は
じ
め
に
 
 
 

八
〇
車
代
に
入
っ
て
、
英
米
で
む
ド
イ
ツ
語
圏
内
で
も
人
事
管
理
に
関
 
 

す
る
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
り
 
り
－
ン
生
産
方
式
が
‖
本
か
ら
導
入
さ
れ
 
 

つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
常
用
節
約
と
効
率
性
と
い
う
企
業
目
的
を
従
業
‥
H
に
 
 

徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
正
和
程
を
最
大
限
有
効
に
操
作
す
る
と
 
 

い
う
恭
本
的
な
考
え
に
其
づ
く
〔
 
そ
の
‖
べ
体
化
の
〃
法
と
し
て
、
チ
ー
ム
 
 

労
働
が
活
用
さ
れ
る
。
そ
の
二
項
と
L
て
職
員
に
対
す
る
人
的
栗
源
の
有
 
 

効
活
用
の
見
東
L
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
り
 
 
 

人
的
資
源
管
理
と
い
う
新
し
い
人
事
制
度
は
人
間
か
企
業
資
源
で
あ
る
 
 

こ
と
を
強
調
し
、
管
理
を
偶
々
人
ご
と
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
っ
 
従
業
 
 

員
の
選
別
、
人
事
考
課
、
ボ
ー
ナ
ス
お
よ
び
継
続
訓
練
は
、
従
業
員
の
竹
 
 

腰
提
供
能
力
（
L
e
i
s
t
t
ヨ
顎
f
旨
i
賢
e
i
t
）
を
引
き
上
げ
、
従
業
‥
貝
が
企
業
目
的
 
 

を
我
が
こ
と
と
す
る
よ
う
な
企
業
の
雰
囲
気
〔
U
n
t
e
r
コ
e
h
ヨ
e
コ
S
k
こ
】
t
彗
）
を
 
 

醸
成
す
る
の
に
役
五
つ
と
さ
れ
て
い
る
っ
 
 
 

そ
の
特
徴
点
は
、
従
業
員
は
人
的
資
源
と
し
て
本
気
で
考
、
手
ゎ
れ
継
続
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訓
練
や
能
力
開
発
に
従
来
よ
り
も
多
く
の
投
資
が
行
わ
れ
た
、
従
業
員
に
 
 

対
し
て
は
従
順
さ
の
み
な
ら
ず
積
極
的
な
参
加
や
イ
ニ
シ
ア
の
発
揮
を
行
 
 

う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
目
標
か
与
え
ら
れ
た
、
そ
れ
は
人
事
管
理
が
集
団
 
 

的
取
扱
い
か
ら
個
別
的
管
理
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
柔
軟
件
が
要
 
 

請
さ
れ
、
成
績
に
応
じ
て
賃
金
格
付
け
も
ぅ
ン
ク
づ
け
さ
れ
る
な
ど
で
あ
 
 

る
。
労
働
者
の
意
識
面
で
は
、
利
害
と
生
活
状
態
が
多
様
化
し
、
個
人
の
 
 

都
合
を
考
慮
し
た
人
事
管
理
へ
の
期
待
が
強
ま
り
、
組
合
に
よ
る
集
団
的
 
 

規
制
が
国
難
に
な
る
局
面
も
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
は
英
米
の
議
論
動
向
を
托
ま
え
て
、
企
業
に
お
け
る
人
事
政
策
 
 

の
具
体
的
な
形
態
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
八
〇
年
代
の
変
化
は
 
 

多
く
の
点
で
日
本
か
ら
大
西
洋
や
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
越
え
て
オ
ー
・
ス
ト
リ
 
 

ア
に
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
。
 
 

ロ
、
採
用
選
考
手
続
き
へ
の
影
響
 
 
 

正
規
従
業
員
を
確
保
し
、
†
部
に
責
任
を
委
譲
し
、
組
織
を
ス
リ
ム
に
 
 

す
る
と
い
う
方
向
を
め
ぎ
し
た
組
織
面
の
変
更
は
、
人
事
政
策
面
に
も
反
 
 

映
す
る
。
良
期
勤
続
の
誘
導
お
よ
び
太
宗
採
用
は
採
用
手
続
き
に
婁
要
な
 
 

位
置
づ
け
を
与
え
た
。
従
来
は
管
理
職
に
関
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
た
人
事
 
 

選
考
手
続
き
は
今
日
で
は
現
業
労
働
者
に
対
し
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 
 

そ
れ
は
∃
－
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
日
系
企
業
に
お
け
る
人
事
に
典
型
的
 
 

に
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ニ
ッ
サ
ン
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
⊥
場
拡
張
に
あ
た
 
 

り
、
従
業
員
採
用
手
続
き
に
要
し
た
期
間
は
‥
八
カ
H
を
上
回
る
。
マ
イ
 
 

ス
タ
ー
（
職
長
）
 
の
人
選
で
は
取
締
役
か
直
接
に
面
接
し
、
丸
｛
週
間
が
 
 

費
や
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
一
連
の
心
琴
丁
ス
ト
や
集
団
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
 
 

人
選
で
は
専
門
的
知
識
よ
り
も
忠
誠
心
、
真
面
目
さ
、
積
極
性
お
よ
び
責
 
 

任
感
と
い
う
姿
勢
や
性
格
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
系
企
業
の
取
 
 
 扱

い
に
反
応
し
て
、
フ
ォ
ー
ド
社
や
ロ
ー
ヴ
7
1
杜
（
R
O
V
e
r
）
も
採
用
手
続
 
 

き
を
変
更
し
た
。
今
や
現
業
労
働
者
に
対
し
て
も
通
常
二
－
1
間
の
審
査
か
 
 

行
わ
れ
、
そ
れ
に
応
募
者
の
家
族
も
参
加
す
る
こ
と
が
歓
迎
さ
れ
る
。
そ
 
 

れ
に
よ
っ
て
新
規
採
用
者
が
ス
ム
～
で
に
企
業
文
化
に
適
応
す
る
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
で
は
応
募
者
の
人
物
像
を
短
期
の
う
ち
に
集
中
し
て
把
捉
し
、
 
 

そ
れ
に
よ
っ
て
例
え
ば
組
合
員
や
積
極
的
な
活
動
家
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
 
 

を
防
い
で
い
る
と
伝
・
そ
ゎ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
経
常
」
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
 
 

業
か
存
在
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
子
宝
職
務
に
照
ら
し
て
余
り
に
分
別
の
 
 

あ
る
、
圭
た
は
余
り
に
高
い
資
格
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
や
企
業
外
で
多
く
の
 
 

同
体
に
所
属
し
て
活
動
す
る
人
物
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
い
で
い
る
。
 
 

同
様
に
†
沢
山
の
家
族
の
若
い
†
鵜
、
日
陰
心
旺
蕗
で
多
面
的
な
関
心
を
 
 

抱
く
人
物
も
敬
遠
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
採
用
人
選
は
、
他
方
で
現
在
す
で
に
就
労
し
て
い
る
労
働
 
 

者
の
な
か
で
、
労
務
提
供
水
準
の
低
い
労
働
者
い
対
し
て
は
プ
レ
ッ
、
ン
ヤ
 
 

ー
と
な
り
、
企
業
か
ら
排
除
す
る
方
向
に
作
用
す
る
。
 
 

ハ
、
人
事
考
課
制
度
 
 
 

作
業
成
績
評
価
は
人
事
考
課
と
結
び
付
い
て
い
る
い
 
人
的
資
源
管
理
は
 
 

成
績
を
去
向
す
る
企
業
文
化
の
形
成
と
結
び
付
き
、
八
〇
年
代
に
急
速
に
 
 

普
及
し
た
。
職
員
の
職
務
の
多
ノ
＼
は
数
量
的
な
測
定
に
馴
染
み
に
く
い
惟
 
 

栴
を
有
す
る
が
故
に
、
以
前
か
ら
職
員
に
は
人
事
考
課
が
受
け
零
れ
ら
れ
 
 

て
き
た
。
す
で
に
オ
ー
ト
ス
ト
リ
ア
で
も
二
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
系
企
業
で
 
 

賃
金
決
定
の
基
礎
資
料
と
し
、
研
修
計
画
作
成
の
資
料
と
し
て
、
さ
ら
に
 
 

は
勤
労
意
欲
を
刺
激
す
る
た
め
に
人
事
考
課
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
 
 

当
時
か
ら
賃
金
決
定
の
判
断
材
料
と
意
欲
の
刺
激
と
い
う
二
つ
の
目
的
は
 
 

両
立
し
が
た
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
成
績
引
き
L
げ
お
よ
び
 
 

一
二
三
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潜
在
的
能
力
測
定
が
尋
要
で
あ
れ
ば
、
賃
金
と
の
リ
ン
ク
は
意
義
を
持
た
 
 

な
く
な
る
。
 
 
 

二
の
よ
う
に
、
介
業
側
の
戦
略
は
一
一
つ
の
側
面
を
持
つ
。
第
一
に
、
従
 
 

業
員
を
彼
ら
自
身
の
価
値
と
企
業
目
的
を
統
合
し
、
業
績
を
⊥
げ
る
意
欲
 
 

を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
、
第
二
に
、
厳
格
な
人
事
選
考
に
よ
「
て
、
望
ま
 
 

し
い
性
柿
を
持
「
た
従
業
員
に
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
ハ
 

二
、
人
事
考
課
の
隠
さ
れ
た
目
的
 
 
 

企
業
内
の
人
事
考
課
は
多
様
な
臼
的
を
持
つ
∨
 
し
か
し
、
実
際
に
は
必
 
 

ず
し
も
建
前
通
り
に
加
わ
れ
て
は
い
な
い
、
け
 
そ
れ
は
従
業
員
の
昇
進
や
労
 
 

務
提
供
水
準
の
向
上
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
賃
金
縞
確
定
の
基
礎
と
さ
れ
 
 

る
“
そ
の
手
続
き
は
し
ば
し
ば
科
学
的
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
そ
の
 
 

実
は
方
法
的
な
欠
陥
を
含
み
、
決
し
て
客
観
的
で
は
な
い
．
そ
の
結
果
、
 
 

直
属
の
上
司
の
権
限
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

人
事
考
課
は
さ
ら
に
、
企
業
が
期
待
す
る
従
業
肖
像
を
労
働
者
に
周
知
 
 

す
る
と
い
う
教
育
機
能
を
果
た
す
り
 
企
業
か
期
待
す
る
内
容
は
¶
応
ほ
労
 
 

働
者
に
も
理
解
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
 
 

な
く
、
ま
し
て
担
当
職
務
に
即
し
た
企
業
側
の
要
望
は
労
働
者
に
は
は
っ
 
 

き
り
し
な
い
。
そ
れ
を
労
働
者
ご
と
に
欠
点
を
指
摘
し
、
必
要
な
研
修
プ
 
 

ロ
グ
ラ
ム
を
▲
ホ
す
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

英
米
で
は
人
事
考
課
の
こ
の
機
能
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
 
 
 

経
営
学
上
の
文
献
は
長
ら
く
こ
の
よ
う
な
人
格
に
係
わ
る
基
唯
を
設
定
 
 

す
る
こ
と
を
批
判
し
て
き
た
。
そ
れ
は
適
応
能
力
や
忠
誠
心
と
い
う
態
度
、
 
 

性
格
に
関
す
る
基
準
は
観
察
に
適
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
業
 
 

員
の
性
格
・
人
格
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
に
、
現
在
は
隠
さ
 
 

れ
た
形
で
は
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
査
定
基
準
が
現
在
の
人
事
考
課
手
続
き
 
 

二
二
二
 
 
 

に
含
ま
れ
て
い
る
り
 
企
業
血
か
ら
見
て
望
ま
し
い
勤
頗
姿
勢
や
態
度
に
関
 
 

す
る
L
司
と
労
働
者
の
懇
談
と
並
ん
で
、
こ
の
査
定
に
よ
っ
て
企
業
側
の
 
 

希
望
が
伝
達
さ
れ
企
業
文
化
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
上
司
の
果
た
す
 
 

役
割
は
重
要
で
あ
る
リ
 
 
 

イ
ギ
リ
ス
で
の
調
査
に
上
れ
ば
．
九
八
％
の
企
菜
で
査
定
署
で
あ
る
直
 
 

属
の
上
司
が
将
来
の
賃
金
の
み
な
ら
ず
継
続
訓
練
計
画
や
井
桁
チ
ャ
ン
ス
 
 

も
左
心
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
多
く
の
企
業
で
は
査
定
結
果
に
関
し
て
労
 
 

働
者
本
人
に
意
見
を
表
明
さ
せ
る
機
会
は
㌧
、
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

そ
れ
は
さ
ほ
ど
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
り
 
実
際
に
は
こ
の
よ
 
 

う
に
上
司
が
査
定
対
象
者
で
あ
る
労
働
名
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
 
 

な
が
ら
も
、
査
定
手
続
き
の
も
た
ら
す
客
観
的
外
観
に
ょ
1
て
、
⊥
司
の
 
 

支
配
的
影
響
力
は
表
面
に
出
て
き
に
く
い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
か
ら
表
明
 
 

さ
れ
る
こ
の
削
度
の
不
十
分
性
や
問
題
点
を
‖
の
小
」
た
り
に
す
る
と
、
査
 
 

走
者
の
、
干
観
的
判
断
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
努
力
だ
け
で
は
限
界
か
あ
る
 
 

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
じ
 
 
 

こ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て
反
論
が
生
じ
う
る
じ
す
な
わ
ち
、
ま
ず
こ
 
 

こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
客
観
的
に
」
碓
定
で
き
る
個
々
人
の
成
績
で
 
 

あ
り
、
成
績
に
応
じ
た
公
ヰ
さ
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
と
、
つ
ぎ
に
は
、
 
 

労
働
者
の
適
応
能
力
や
勤
務
態
度
は
評
価
さ
れ
賃
金
に
反
映
さ
れ
て
当
然
 
 

で
あ
る
と
。
平
等
主
義
的
な
成
績
原
理
の
実
施
と
い
う
装
い
の
も
と
で
集
 
 

団
的
規
制
は
縮
小
L
、
か
つ
て
の
よ
う
に
個
人
に
上
る
支
配
と
い
う
要
素
 
 

が
再
び
忍
び
寄
る
り
 
こ
れ
は
欧
米
の
新
し
い
管
理
方
法
に
少
な
か
ら
ず
影
 
 

響
を
与
え
て
い
る
円
本
的
手
法
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
り
 
 
 

人
事
考
課
制
度
に
よ
っ
て
上
司
の
個
人
的
影
響
力
が
拡
大
し
、
客
観
的
 
 

一
般
的
規
制
が
弱
ま
る
と
い
う
見
解
は
、
こ
り
方
式
の
付
随
現
象
に
ょ
っ
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て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
の
国
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
休
系
的
な
人
 
 

事
考
課
お
よ
び
査
定
に
リ
ン
ク
L
た
賃
金
制
度
の
実
施
は
必
ず
し
も
成
績
 
 

に
照
ら
L
た
公
平
さ
（
L
e
i
s
t
u
n
g
s
g
e
r
e
c
h
〔
i
g
k
e
i
〇
に
つ
な
が
っ
て
は
い
な
 
 

い
ハ
．
例
え
ば
先
任
権
原
理
の
よ
う
な
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
縮
小
し
、
上
司
 
 

の
権
限
を
強
め
て
い
る
こ
と
で
、
例
え
ば
件
、
人
種
お
よ
び
出
自
に
よ
る
 
 

差
別
的
取
扱
い
が
公
然
と
行
わ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
先
任
権
原
理
 
 

で
あ
れ
ば
そ
の
客
観
的
基
準
の
ゆ
え
に
差
別
は
生
じ
な
い
。
他
方
で
は
、
 
 

成
績
原
理
に
関
L
て
、
そ
れ
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
有
利
な
条
什
と
は
逆
に
 
 

平
等
に
作
用
す
る
と
も
主
張
さ
れ
る
。
L
か
L
査
定
で
⊥
司
に
与
、
え
ら
れ
 
 

る
裁
量
は
意
識
す
る
と
ポ
‖
と
に
係
わ
ら
ず
濫
用
さ
れ
る
危
険
性
が
常
に
あ
 
 

る
。
苦
情
処
理
制
度
や
祖
父
母
原
理
 
（
査
定
点
上
司
の
さ
ら
に
上
司
に
よ
 
 

っ
て
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
の
で
濫
用
は
防
止
き
れ
る
と
い
う
理
解
）
 
は
実
 
 

際
の
と
こ
ろ
そ
の
歯
止
め
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
職
員
の
成
績
査
走
で
は
 
 

客
観
的
測
定
が
囲
簸
で
あ
る
た
め
に
、
性
、
人
縄
や
出
口
と
い
う
偏
見
が
 
 

査
定
者
の
意
識
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
 
 

調
査
に
よ
れ
ば
査
定
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ヒ
エ
ラ
ル
し
ー
効
果
」
も
 
 

確
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
内
に
お
け
る
地
位
の
高
い
労
働
者
 
 

ほ
ど
、
査
定
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
事
例
調
査
で
 
 

は
、
平
均
ト
て
二
〇
％
の
労
働
者
が
一
特
別
に
昇
格
さ
せ
る
に
伯
す
る
」
 
 

と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
、
上
級
グ
ル
ー
プ
で
は
そ
れ
は
閏
○
％
に
達
す
 
 

る
り
 
こ
れ
で
は
査
定
が
本
当
に
客
観
的
に
行
わ
れ
た
か
苦
か
疑
わ
L
い
じ
 
 

不
公
平
な
査
定
は
本
人
の
意
欲
を
殺
ぎ
、
職
場
の
雰
同
気
を
悪
く
す
る
。
 
 

場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
は
そ
れ
に
係
わ
る
裁
判
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
 
 
 

査
定
か
賃
金
支
払
と
り
ン
ク
さ
れ
る
と
、
査
定
懇
談
で
両
者
と
も
公
明
 
 

さ
と
信
相
関
係
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
賃
金
査
 
 

定
の
た
め
の
人
事
考
課
を
労
働
者
の
人
相
開
発
の
た
め
の
判
断
材
料
と
L
 
 

て
使
用
す
る
こ
と
は
稚
L
く
、
桶
方
の
目
的
の
た
め
の
人
事
考
課
は
同
時
 
 

に
は
行
い
難
い
。
そ
の
点
で
最
近
、
人
事
考
課
を
労
働
省
の
動
機
付
け
、
 
 

研
修
計
画
の
判
断
材
料
に
活
用
L
、
そ
の
た
め
に
上
司
が
従
業
員
の
要
望
 
 

‥
滋
2
 
 

に
耳
を
傾
け
る
機
会
に
す
る
事
例
が
増
え
つ
つ
み
る
こ
と
は
部
分
的
で
あ
 
 

る
と
は
い
え
従
来
と
は
異
な
る
傾
向
を
ホ
L
て
い
る
。
 
 

（
器
‥
 
ホ
、
人
事
考
課
に
伴
う
問
題
点
 
 
 

運
用
の
実
情
を
分
析
L
た
文
献
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
点
が
問
題
点
と
L
 
 

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
り
 
 

・
奄
走
者
に
よ
っ
て
奄
完
結
果
が
異
な
る
と
い
う
査
定
の
主
観
件
、
 
 

・
小
間
ク
ラ
ス
に
評
価
が
集
中
す
る
、
ま
た
は
ハ
ロ
I
効
果
 
（
あ
る
項
‖
 
 
 

で
の
高
い
、
ま
た
は
低
い
許
佃
が
他
の
査
定
項
‖
の
評
価
に
も
影
響
を
 
 
 

及
ぼ
す
）
、
査
定
相
手
に
対
す
る
偏
見
の
影
響
な
ど
に
よ
る
ミ
ス
奄
走
、
 
 

二
ソ
】
 
 

・
職
員
の
職
務
活
動
に
関
す
る
測
定
の
困
難
惟
、
 
 

・
査
定
が
公
平
に
毎
・
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
そ
れ
を
不
満
と
す
る
労
働
者
 
 
 

が
意
欲
を
な
く
す
、
圭
た
は
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
く
な
る
と
い
う
問
題
、
 
 

・
査
定
対
象
者
の
作
菓
成
果
で
は
な
く
性
格
や
人
物
に
引
き
ず
ら
れ
て
査
 
 
 

定
す
る
こ
と
 
 

・
従
業
月
の
関
心
を
、
彼
の
本
来
の
職
務
を
首
尾
よ
く
遂
行
す
る
こ
と
よ
 
 
 

り
も
上
司
に
よ
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
向
か
わ
せ
る
、
 
 

・
上
司
が
部
下
の
従
業
員
の
賃
金
ラ
ン
ク
を
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
動
機
 
 
 

か
ら
実
際
よ
り
も
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
あ
る
、
 
 

・
査
定
者
訓
練
と
査
定
の
実
施
に
多
〈
の
時
間
を
割
か
れ
る
こ
と
、
等
で
 
 
 

あ
る
ー
 
 
 

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
見
る
な
ら
ば
、
企
業
の
業
績
が
向
上
し
て
も
、
 
 

二
二
三
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そ
れ
が
人
事
考
課
実
施
に
起
因
す
る
か
▲
不
＝
か
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
調
査
 
 

結
果
が
存
在
す
る
の
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
外
国
の
文
献
に
よ
れ
 
 

ば
、
こ
の
よ
う
な
杢
定
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
制
度
の
導
人
は
勤
労
意
欲
の
 
 

低
下
、
費
用
上
昇
も
ト
く
は
職
場
の
雰
囲
気
の
険
悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
 
 

な
い
と
警
告
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

他
方
で
、
企
業
の
業
績
を
引
き
上
げ
る
に
は
、
賃
金
や
昇
格
で
優
遇
す
 
 

る
と
い
う
経
済
的
刺
激
に
板
る
の
で
は
な
く
、
労
働
話
の
H
発
作
を
引
き
 
 

出
す
よ
う
な
企
業
運
営
を
実
施
し
、
そ
の
よ
う
な
の
ぴ
の
ぴ
し
た
職
場
の
 
 

雰
囲
気
を
醸
成
す
る
方
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
H
堰
匪
の
生
佐
シ
ス
テ
ム
は
勤
務
∴
り
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
 
 

そ
う
な
る
と
不
可
避
的
己
査
定
者
の
、
†
観
的
評
価
が
介
ん
す
る
余
地
は
増
 
 

え
る
。
そ
の
弊
害
は
、
査
定
者
を
訓
練
す
る
、
複
数
の
査
定
者
を
配
置
す
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
毎
の
評
価
の
違
い
を
相
対
化
す
る
、
手
続
き
的
に
 
 

査
定
者
は
査
定
結
果
を
被
査
定
署
に
理
由
を
付
し
て
説
明
さ
せ
る
こ
と
に
 
 

よ
っ
て
顕
著
な
問
題
を
抑
制
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
 
 

3
 
査
定
に
基
づ
く
賃
金
制
度
 
 
 

通
常
は
「
成
績
に
基
づ
〈
賃
金
」
と
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
 
 

実
態
に
即
し
て
こ
の
表
現
を
用
い
る
。
こ
の
方
が
議
論
の
混
乱
が
少
な
く
 
 

て
済
む
、
り
 
 
 

使
用
者
側
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
世
間
で
は
給
付
と
反
対
給
付
の
原
則
が
 
 

適
用
さ
れ
る
。
企
業
内
に
お
け
る
賃
金
支
払
も
そ
の
原
則
に
従
う
こ
と
は
 
 

合
理
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
労
働
契
約
は
請
負
契
約
と
は
異
 
 

な
る
。
労
働
者
は
労
働
契
約
上
拘
束
さ
れ
る
時
間
を
使
用
者
の
自
由
な
処
 
 

分
に
委
ね
る
義
務
を
負
う
が
、
使
用
者
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
有
効
活
桐
 
 

す
る
か
は
労
働
者
に
直
接
に
は
関
係
な
い
。
 
 

∴
二
川
 
 
 

イ
、
査
定
に
リ
ン
ク
L
た
賃
金
形
態
の
F
l
的
 
 
 

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
】
に
お
け
る
査
定
と
結
び
付
い
圭
賃
金
形
式
は
、
能
 
 

率
上
昇
、
経
費
節
減
、
組
織
文
化
の
変
更
、
も
し
〈
は
格
付
け
問
題
の
解
 
 

決
と
い
う
よ
う
な
H
的
で
実
施
さ
れ
る
．
 
 

①
 
従
業
員
の
成
績
も
し
〈
は
生
産
性
の
引
き
上
げ
 
 
 

ま
ず
こ
の
F
l
的
が
挙
げ
ら
れ
る
。
よ
り
優
れ
た
仕
草
を
し
た
労
働
者
に
 
 

は
よ
り
高
い
賃
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
公
平
の
原
則
に
も
か
な
う
こ
と
 
 

で
あ
る
∵
 
職
員
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
平
等
な
持
合
支
給
よ
 
 

り
も
格
差
を
伴
う
支
給
を
支
持
し
て
い
る
。
 
 
 

二
れ
は
操
二
」
［
す
れ
ば
、
軌
機
付
け
理
論
に
基
づ
く
。
と
く
に
動
機
の
過
 
 

程
理
論
は
、
人
間
の
動
機
づ
け
構
造
は
お
互
い
に
異
な
っ
て
お
り
、
二
足
 
 

の
客
観
的
な
賃
金
に
よ
る
刺
激
は
人
に
よ
㍉
て
興
な
っ
て
一
せ
け
止
め
ー
ゎ
れ
 
 

る
こ
と
と
か
か
わ
る
。
観
測
さ
れ
る
成
鮨
の
変
動
か
賃
金
制
度
の
刺
激
に
 
 

よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
賃
金
水
準
の
高
さ
に
起
因
す
る
か
の
判
断
は
㈹
 
 

難
で
あ
る
。
一
般
に
賃
金
水
準
が
高
く
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
待
遇
を
別
 
 

の
雇
用
機
会
で
獲
得
す
る
こ
と
が
閃
雉
な
の
で
そ
れ
を
逃
す
ま
い
と
し
て
 
 

概
し
て
熱
心
に
働
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
u
 
 
 

結
局
の
と
こ
ろ
、
賃
金
に
よ
る
刺
激
は
さ
ま
ぎ
ま
な
企
業
の
人
事
管
坪
 
 

拭
置
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
動
機
付
け
理
論
か
ら
妃
て
、
次
 
 

の
最
低
条
件
ま
た
は
要
件
か
重
安
で
あ
る
い
 
実
際
に
は
こ
れ
に
反
す
る
こ
 
 

。
 
 

と
が
多
い
 
 

・
佗
用
省
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
労
漑
給
付
と
提
供
さ
れ
る
賃
金
刺
激
が
 
 
 

透
明
な
方
法
で
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
二
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
は
 
 
 

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
止
L
く
理
解
す
る
。
 
 

・
賃
金
に
よ
る
刺
激
は
全
体
の
報
酬
の
な
か
で
目
に
妃
え
る
も
の
で
あ
る
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こ
と
。
 
 

・
労
務
提
供
と
賃
金
支
恋
の
間
の
時
間
的
間
隔
は
密
着
し
て
い
る
こ
と
り
 
 
 

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
労
働
者
が
そ
の
賃
金
刺
激
の
意
義
を
感
じ
な
い
。
 
 

・
刺
激
の
程
度
は
そ
の
反
村
給
付
と
公
ヰ
な
関
係
に
立
つ
こ
と
∪
 
 
 

も
っ
と
も
、
二
の
賃
金
制
度
が
労
働
者
の
労
働
意
欲
を
ど
れ
だ
け
刺
激
 
 

う
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
労
働
者
の
労
働
意
欲
は
賃
金
 
 

㌘
‖
回
き
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
〈
、
人
間
関
係
と
も
相
関
関
係
が
あ
る
か
ら
 
 

で
あ
る
り
 
 

②
 
管
用
管
理
 
 
 

不
変
資
本
の
構
成
比
辛
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
人
件
櫻
、
と
く
 
 

に
職
員
の
そ
れ
は
節
約
可
能
な
賛
‖
で
あ
る
。
雀
荘
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
 
 

で
は
と
く
に
そ
の
可
能
性
が
縞
い
∪
 
こ
れ
が
勤
続
年
数
に
リ
ン
ク
し
た
賃
 
 

余
休
系
だ
と
、
そ
の
基
準
が
客
観
的
で
あ
る
た
め
節
約
す
る
の
が
囲
経
で
 
 

あ
る
。
も
っ
と
も
、
査
定
に
リ
ン
ク
し
た
賃
令
で
も
、
そ
の
部
分
の
平
均
 
 

を
労
働
協
約
で
規
制
さ
れ
て
い
る
 
（
例
、
ド
イ
ツ
の
金
属
産
業
労
働
協
約
 
 

に
お
け
る
成
績
手
当
）
と
き
に
は
人
件
費
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 

ま
た
、
上
司
が
n
分
の
靴
下
労
働
者
を
か
ば
っ
て
高
〈
評
止
す
る
と
き
に
 
 

は
、
逆
に
人
件
習
が
高
づ
く
事
例
も
あ
る
り
 
 

③
 
組
織
的
文
化
の
改
革
 
 
 

査
定
に
リ
ン
ク
L
た
賃
金
制
度
は
、
使
用
署
側
か
ら
見
て
望
ま
し
い
組
 
 

織
文
化
を
形
成
す
る
の
に
役
立
つ
√
∪
 
そ
の
内
容
は
集
団
的
な
利
益
代
表
の
 
 

影
響
力
を
殺
い
で
、
労
働
者
を
個
別
化
し
、
ア
テ
に
で
き
る
の
は
n
分
し
 
 

か
い
な
い
と
い
う
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
こ
と
で
あ
る
‖
 
さ
ら
に
は
労
働
力
 
 

の
活
用
を
弾
力
化
し
、
労
働
者
に
企
業
家
病
神
を
持
た
せ
、
節
約
の
精
神
 
 

を
育
成
す
る
こ
と
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

④
 
労
働
関
係
の
変
更
 
 
 

査
定
に
よ
っ
て
労
働
者
に
対
す
る
上
司
の
影
響
力
が
増
大
す
る
こ
と
は
 
 

労
働
者
の
地
位
を
弱
め
る
二
と
に
つ
な
が
る
り
 
そ
れ
は
ま
た
同
僚
労
働
舌
 
 

と
の
競
争
を
促
進
す
る
作
用
を
持
つ
。
こ
れ
は
、
杏
（
疋
の
持
つ
客
観
的
外
 
 

観
と
、
労
働
ネ
の
個
人
的
達
成
日
標
は
本
人
と
上
司
の
相
互
間
で
合
意
き
 
 

れ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
よ
っ
て
ム
お
い
隠
さ
れ
る
。
 
 

⑤
 
そ
れ
以
外
の
人
事
・
賃
金
問
題
の
解
決
 
 
 

賃
金
楠
決
定
に
お
い
て
変
動
幅
が
大
き
〈
な
れ
ば
、
本
来
は
別
の
解
決
 
 

方
法
の
あ
る
問
題
を
査
定
に
リ
ン
ク
L
た
賃
食
で
対
応
す
る
こ
と
が
生
じ
 
 

う
る
い
 
例
え
ば
、
人
†
不
足
の
職
権
に
つ
き
、
他
の
企
業
に
引
き
抜
か
れ
 
 

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
賃
金
烙
付
け
∩
体
を
引
き
L
げ
る
の
で
は
な
く
、
 
 

評
点
を
高
く
す
る
と
い
う
安
易
な
対
応
か
採
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
査
定
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
制
度
を
使
用
者
側
が
導
入
す
る
 
 

邦
 
 

昔
恵
∵
動
機
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
経
済
的
困
難
を
抱
 
 

え
る
企
業
で
は
、
使
用
者
は
そ
の
経
常
困
難
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
、
 
 

奄
走
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
制
度
の
導
入
を
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
 
 

不
況
期
に
ほ
こ
の
よ
う
な
措
苫
が
よ
く
構
想
さ
れ
る
レ
 
 
 

第
二
に
、
現
在
の
一
一
年
毎
の
定
期
昇
給
扱
い
を
、
も
っ
と
長
期
間
単
位
 
 

の
そ
れ
に
切
り
替
え
て
年
功
拝
金
カ
ナ
ブ
を
ゆ
る
や
か
に
し
た
い
。
 
 
 

第
二
に
、
弾
力
的
な
賃
金
制
度
に
移
行
し
た
い
〔
 
た
だ
し
、
こ
の
措
置
 
 

に
は
労
働
法
上
お
よ
び
協
約
上
の
制
約
が
あ
る
。
 
 
 

第
洞
に
、
使
用
者
は
労
働
者
の
業
績
改
善
の
動
機
付
け
を
期
待
し
て
い
 
 

る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
は
労
働
者
の
絶
え
ざ
る
菜
績
競
争
が
心
理
面
で
 
 

限
界
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
L
ば
し
ば
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
。
 
 

（
2
7
〕
 
ロ
、
硯
宜
の
賃
金
制
度
に
お
け
る
成
績
操
作
 
 

二
二
五
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先
に
椚
介
㌧
た
Ⅲ
社
の
ケ
ー
ス
を
見
て
も
、
賃
金
に
お
け
る
成
績
関
係
 
 

部
分
の
取
扱
い
は
さ
ま
ぎ
ま
で
あ
る
。
B
M
W
社
で
は
最
初
か
ら
固
定
し
 
 

た
戌
紙
加
給
こ
し
e
j
s
t
u
n
g
s
p
r
a
ヨ
首
）
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
合
繊
は
t
場
全
 
 

体
の
生
産
変
動
に
応
じ
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
同
拍
で
あ
る
じ
こ
れ
は
偶
々
 
 

人
の
b
某
績
刺
激
の
意
味
に
乏
し
い
。
そ
れ
は
生
産
の
流
れ
作
業
の
な
か
で
 
 

労
働
者
が
あ
る
一
部
の
作
業
を
分
耕
す
る
だ
け
な
の
で
個
々
人
の
成
績
評
 
 

価
に
馴
染
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
“
企
業
と
し
て
は
全
休
で
生
席
が
伸
び
れ
 
 

ば
そ
れ
で
足
り
る
＝
 
 
 

個
々
人
ご
と
の
成
績
評
価
を
し
な
い
こ
と
は
、
企
業
と
し
て
は
そ
れ
だ
 
 

け
手
間
が
省
け
る
こ
と
に
な
る
「
‥
し
か
し
、
そ
れ
は
全
て
の
労
働
者
か
同
 
 

じ
成
績
、
と
く
に
入
力
に
関
す
る
成
績
概
念
と
の
閲
係
で
同
じ
成
績
を
捷
 
 

供
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
 
そ
こ
で
⊥
司
が
定
期
的
 
 

に
従
業
‖
H
と
懇
談
を
行
う
こ
と
に
よ
二
し
労
働
者
の
欠
点
を
指
摘
し
、
扶
 
 

余
に
ょ
る
刺
激
を
補
完
L
て
い
る
′
 
さ
ら
に
企
業
か
労
働
者
に
期
待
す
る
 
 

仕
事
ぶ
り
の
内
谷
を
個
々
人
ご
と
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

B
M
W
社
S
n
動
嘩
組
立
部
門
で
は
、
川
†
期
ご
と
に
仕
度
目
標
が
達
 
 

成
さ
れ
れ
ば
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ズ
ン
加
給
（
Q
u
a
r
t
a
l
s
p
r
笹
ヨ
i
e
一
が
支
給
さ
れ
 
 

て
い
る
“
そ
れ
に
よ
ご
し
労
働
者
州
＃
聞
の
協
力
を
期
待
し
て
い
る
り
 
た
 
 

だ
L
、
そ
の
よ
う
な
集
用
的
な
取
扱
い
は
傾
来
者
が
出
て
く
る
こ
と
を
防
 
 

ぎ
き
れ
な
い
″
 
 
 

パ
ル
プ
ノ
∴
／
ガ
ー
礼
は
個
人
ご
と
に
異
な
り
う
る
成
績
賃
金
を
採
用
L
 
 

て
い
る
り
 
そ
れ
は
底
本
賃
金
の
二
一
〇
％
に
ま
で
達
し
う
る
。
そ
れ
は
作
業
 
 

結
果
を
質
、
量
お
よ
び
期
限
遵
守
の
基
準
で
評
価
し
て
五
〇
％
ま
で
考
慮
 
 

す
る
よ
う
な
複
数
の
成
績
基
準
に
基
づ
く
分
析
的
手
続
き
に
よ
り
界
i
正
さ
 
 

れ
る
。
「
協
力
」
お
よ
び
「
注
意
深
さ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
％
、
「
り
ダ
 
 

二
二
」
ハ
 
 
 

ー
シ
ツ
プ
（
i
n
d
i
ま
d
亡
e
〓
e
l
n
i
t
i
a
t
i
完
）
」
は
二
∪
％
の
比
率
で
考
慮
さ
れ
 
 

る
n
 
評
価
は
上
司
に
よ
」
て
行
わ
れ
る
＝
部
分
的
に
は
記
＝
三
珊
珊
学
者
の
 
 

協
力
を
得
る
。
 
 
 

司
が
査
定
対
象
者
の
多
く
を
高
〈
評
価
す
る
こ
と
を
赴
け
る
た
め
に
 
 

棚
対
評
価
で
行
う
よ
う
に
評
価
ラ
ン
ク
の
配
分
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
は
評
価
結
果
の
賃
金
へ
の
跳
ね
返
り
に
伴
う
人
件
葉
上
昇
を
防
止
す
 
 

る
た
め
で
あ
る
J
 
 
 

カ
ブ
シ
ュ
社
の
賃
金
制
度
も
L
司
に
よ
る
毎
牢
の
評
価
に
基
づ
い
て
個
 
 

人
ご
と
の
成
績
手
当
を
予
定
す
る
。
そ
こ
で
は
多
数
の
評
価
指
標
か
ら
成
 
 

る
分
析
的
評
価
手
続
き
が
行
わ
れ
る
‖
 
こ
の
五
つ
の
指
標
は
す
べ
て
の
労
 
 

働
者
に
通
用
さ
れ
る
。
 
 
 

オ
ペ
ル
社
は
基
本
賃
金
に
含
ま
れ
て
い
る
資
桁
†
り
お
よ
び
多
職
種
配
 
 

置
 
（
柔
軟
件
）
 
†
乍
を
、
個
人
的
な
活
動
の
H
度
に
基
づ
〈
成
績
手
当
と
 
 

り
ン
ク
さ
せ
て
い
る
そ
の
結
果
、
菅
怖
ぶ
よ
び
柔
軟
作
だ
け
で
は
よ
り
 
 

高
い
格
付
け
に
は
十
分
で
は
な
い
目
 
 
 

安
約
す
る
と
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
事
例
川
杵
の
う
ち
二
例
で
は
賃
食
 
 

は
成
績
評
価
に
基
づ
〈
。
そ
の
際
に
関
係
す
る
成
績
指
標
は
多
様
で
あ
る
。
 
 

さ
ら
に
、
結
果
お
よ
び
勤
務
態
度
と
い
う
∴
つ
の
成
兢
概
念
が
評
価
に
か
 
 

か
わ
る
＝
さ
ま
ぎ
ま
な
什
組
み
お
よ
ぴ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
に
よ
っ
て
、
 
 

評
佃
の
主
観
性
に
何
ら
か
の
歯
止
め
が
掛
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
賃
 
 

金
制
鹿
と
従
業
＝
只
懇
談
と
い
う
労
働
者
を
リ
ー
ド
す
る
手
段
お
よ
び
作
業
 
 

組
織
と
の
結
び
付
き
も
顕
著
で
あ
る
じ
賃
金
モ
デ
ル
は
グ
ル
ー
プ
作
業
と
 
 

関
係
し
て
い
る
。
 
 

ハ
、
査
定
実
施
方
法
 
 
 

こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
、
a
、
査
定
が
い
か
な
る
指
標
で
行
わ
れ
る
か
、
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b
、
い
か
な
る
手
続
き
で
行
わ
れ
る
か
、
C
、
査
定
結
果
は
賃
令
算
定
に
 
 

ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。
 
 
 

a
で
ほ
、
労
働
者
の
労
務
提
供
条
件
に
着
‖
し
た
指
標
と
作
業
結
果
に
 
 

着
目
し
た
指
標
か
考
え
ら
れ
る
二
別
者
と
し
て
は
、
能
力
や
知
識
の
程
度
、
 
 

弾
力
的
な
労
務
提
供
の
可
能
性
が
あ
る
じ
 
後
者
と
し
て
は
、
作
業
の
皆
や
 
 

ー
星
が
問
題
に
な
る
∪
 
こ
こ
で
は
制
定
で
き
る
事
項
が
指
標
と
な
る
こ
と
は
 
 

合
理
的
で
あ
る
。
し
か
L
、
職
虜
に
よ
っ
て
は
測
定
が
掴
難
な
事
例
も
あ
 
 

る
じ
 
ま
た
、
個
々
人
の
結
果
と
は
別
に
集
団
と
L
て
の
成
果
を
考
慮
す
る
 
 

∴
と
が
好
都
人
目
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
 
 
 

b
で
は
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
の
頻
度
で
、
い
か
な
る
方
法
で
行
 
 

わ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
し
 
査
定
署
は
ま
ず
直
接
の
上
司
で
あ
る
。
規
お
 
 

に
従
っ
て
点
数
制
で
評
点
す
る
∩
個
々
人
に
目
標
を
持
た
せ
て
そ
の
達
成
 
 

度
を
評
点
す
る
ん
は
も
あ
る
し
 
そ
れ
は
測
定
が
困
難
な
場
合
に
は
馴
染
ま
 
 

な
い
（
 
 
 

C
で
は
、
査
定
結
果
は
さ
ま
ぎ
ま
な
方
法
で
賃
金
射
に
跳
ね
返
る
じ
 
ま
 
 

ず
、
机
当
職
赦
の
資
格
・
要
件
と
係
わ
る
部
分
以
外
の
賃
金
部
分
は
成
績
 
 

に
リ
ン
ク
す
る
。
成
績
に
左
も
さ
れ
る
部
分
は
、
比
率
で
∬
金
加
崩
す
る
、
 
 

代
金
表
に
お
け
る
高
い
ラ
ン
ク
の
賃
食
が
支
給
さ
れ
る
、
ま
た
は
ボ
ー
ナ
 
 

ス
〔
ロ
（
ヨ
u
S
）
や
特
別
加
給
（
P
r
恥
ヨ
を
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
 
 

れ
る
‖
 
特
別
加
給
や
ボ
ー
ナ
ス
は
出
来
高
給
の
よ
う
に
最
初
か
ら
成
績
に
 
 

リ
ン
ク
L
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
査
定
に
碁
づ
い
て
事
後
に
支
 
 

給
さ
れ
る
‖
 
査
定
と
支
給
額
の
関
係
は
査
定
全
体
、
す
な
わ
ち
数
†
で
ホ
 
 

さ
れ
た
査
定
宿
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
」
 
 
 

デ
ン
マ
ー
ク
の
テ
ン
フ
ォ
ス
社
で
は
、
人
事
考
課
の
実
施
後
、
能
力
、
 
 

作
業
の
質
、
草
独
で
遂
行
で
き
る
、
お
よ
び
責
任
と
い
う
査
定
項
目
で
女
 
 
 

性
よ
り
も
男
性
が
高
く
評
点
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
よ
う
な
 
 

取
扱
い
が
同
二
他
値
労
働
同
一
措
金
峰
則
と
の
関
係
で
許
さ
れ
る
か
否
か
 
 

が
E
C
裁
判
所
で
争
わ
れ
、
い
く
つ
か
の
判
決
で
は
E
C
指
針
に
照
ら
L
 
 

て
違
法
な
取
扱
い
で
あ
る
と
判
ホ
さ
れ
た
り
し
か
し
、
「
査
定
項
目
は
客
観
 
 

＼   

的
で
あ
り
差
別
的
で
は
な
い
」
と
い
う
使
用
者
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
 
 

事
什
も
あ
る
。
 
 

な
お
、
法
的
に
は
、
労
働
組
織
法
に
よ
り
人
事
考
課
利
恵
の
実
施
に
あ
 
 

た
っ
て
使
用
者
は
∴
疋
の
手
続
き
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

九
六
条
に
よ
り
、
査
定
票
の
導
入
お
よ
び
個
人
奄
定
†
続
き
に
基
づ
〈
成
 
 

績
に
リ
ン
ク
L
た
賃
金
制
度
の
実
施
に
は
事
業
所
委
員
会
の
同
意
を
必
要
 
 

と
す
る
。
さ
ら
に
、
九
六
条
a
に
よ
り
‖
勅
樅
械
操
作
に
よ
る
人
事
関
係
 
 

デ
巳
タ
を
使
用
す
る
上
う
な
人
事
考
課
で
ほ
、
企
業
内
に
お
け
る
デ
ー
タ
 
 

の
利
用
が
正
当
化
さ
れ
な
い
よ
う
な
査
定
制
度
の
実
施
に
は
事
業
所
委
員
 
 

会
は
同
意
権
を
持
つ
。
た
だ
し
、
そ
の
仙
窟
は
公
的
機
関
の
同
意
に
よ
っ
 
 

て
も
代
椿
さ
れ
う
る
（
e
r
s
a
【
N
b
a
r
）
り
 
 

二
、
か
業
収
益
に
伏
在
し
た
賞
金
要
素
 
 
 

前
述
の
宜
定
に
リ
ン
ク
し
た
賃
金
と
は
別
の
刺
激
賃
金
形
態
と
し
て
、
 
 

こ
れ
が
あ
る
り
 
企
業
の
椎
骨
状
態
は
製
造
業
で
は
企
業
内
の
賃
金
制
度
で
 
 

は
ご
〈
わ
ず
か
し
か
考
慮
さ
れ
な
い
。
通
常
、
賃
金
制
度
は
成
績
確
定
の
 
 

領
域
に
限
定
さ
れ
、
企
業
菓
結
の
評
価
は
賃
金
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
U
 
 

成
績
手
当
の
な
か
に
は
個
人
成
績
を
考
壊
す
る
き
ま
ぎ
ま
な
方
法
が
あ
る
 
 

が
、
企
業
の
業
績
は
関
係
な
い
リ
 
 

ー
ガ
で
、
企
業
の
市
場
業
績
（
P
ぎ
r
k
t
e
r
f
0
1
g
し
は
企
業
内
⊥
乗
せ
給
付
の
 
 

基
整
と
な
り
う
る
が
、
他
力
で
、
賃
金
制
度
の
形
成
に
は
、
製
造
業
に
お
 
 

け
る
生
産
性
水
準
お
よ
び
椎
骨
状
況
に
対
す
る
間
接
的
影
響
が
考
慮
さ
れ
 
 

三
七
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る
′
 
 
 

企
業
業
績
に
依
存
し
た
加
給
ま
た
は
日
本
の
ボ
ー
ナ
ス
制
度
の
よ
う
な
 
 

制
度
は
金
舗
に
柔
軟
性
が
あ
る
‘
＝
本
の
ボ
ー
ナ
ス
で
支
給
さ
れ
る
金
勧
 
 

は
企
業
業
績
に
い
く
ら
か
対
応
し
て
変
動
す
る
。
賃
金
を
こ
の
よ
う
に
企
 
 

業
業
績
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
取
扱
い
に
反
対
す
る
意
見
は
業
績
状
態
の
調
査
・
 
 

公
表
の
透
明
さ
が
乏
し
い
こ
と
を
挙
げ
る
＝
 
人
件
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制
 
 

し
よ
う
と
す
る
使
用
者
の
意
図
が
業
績
評
価
に
反
映
す
る
こ
と
を
労
働
者
 
 

側
は
懸
念
L
て
い
る
け
 
そ
こ
で
議
論
が
成
り
立
つ
た
め
の
前
提
は
、
収
益
 
 

状
態
が
操
作
さ
れ
ず
に
判
断
材
料
と
ト
て
提
出
き
れ
る
こ
と
で
あ
る
∪
 
二
 
 

の
よ
う
な
企
業
収
益
に
依
存
し
た
代
金
は
利
益
配
分
参
加
と
似
て
い
る
い
 
 

そ
れ
は
L
ば
し
ぼ
提
案
さ
れ
る
が
、
組
人
‖
か
そ
れ
に
関
心
を
ホ
さ
な
い
た
 
 

め
に
な
か
な
か
‖
パ
休
化
さ
れ
な
い
り
 
組
人
‖
は
そ
の
よ
う
な
代
金
制
度
の
普
 
 

及
・
拡
大
に
よ
っ
て
長
期
的
な
賃
上
げ
交
渉
の
余
地
が
狭
ま
る
こ
と
を
警
 
 

戒
し
て
い
る
｝
 
こ
の
制
度
だ
と
、
‖
本
の
よ
う
に
賃
金
変
動
が
企
業
収
益
 
 

に
ん
ん
さ
れ
る
。
 
 

4
 
従
業
員
代
表
に
よ
る
規
制
可
能
性
 
 
 

従
来
、
事
業
所
委
H
会
の
石
動
イ
メ
ー
∴
ノ
は
、
従
業
H
の
利
益
を
代
表
 
 

し
て
術
動
L
、
従
来
の
獲
得
物
キ
維
持
す
る
こ
と
に
熱
心
で
、
弱
い
従
業
 
 

貢
お
よ
ぴ
グ
ル
ー
プ
の
利
益
を
擁
讃
L
て
防
衛
的
で
あ
っ
た
り
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
テ
ー
マ
で
は
防
衛
的
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
楕
栃
的
 
 

に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
業
員
に
参
加
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
 
 

て
使
用
者
の
提
案
に
反
応
す
べ
き
で
あ
る
＝
 
 
 

こ
の
過
程
で
事
業
所
委
［
只
仝
か
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
た
〔
÷
え
 
 

法
律
L
の
根
拠
が
な
く
て
も
次
の
二
つ
の
理
巾
か
ら
肯
定
さ
れ
る
「
 
す
な
 
 

わ
ち
、
第
∴
に
、
新
し
い
賃
金
剛
健
を
い
か
に
す
る
か
は
企
業
側
に
と
っ
 
 

9  

二
二
八
 
 
 

て
も
京
が
か
り
な
こ
と
で
あ
り
、
企
業
内
に
専
門
家
が
い
な
い
こ
と
も
多
 
 

い
り
 
チ
ー
ム
労
働
の
導
入
や
品
質
保
証
の
関
係
で
労
働
者
に
作
業
態
度
の
 
 

変
更
を
求
め
る
等
の
生
産
過
程
見
直
し
が
問
題
に
な
る
と
き
に
は
、
労
働
 
 

者
側
の
不
安
や
k
発
も
f
悪
さ
れ
る
の
で
事
業
所
委
員
会
の
協
力
を
必
要
 
 

と
す
る
）
第
二
に
、
制
度
変
更
の
過
程
で
企
業
側
と
労
働
者
側
の
問
で
「
新
 
 

し
い
囲
難
二
S
c
h
コ
i
t
【
ヨ
e
n
g
e
n
）
」
が
山
部
に
生
じ
る
。
資
格
の
試
さ
、
作
 
 

業
ん
法
変
更
の
決
定
に
関
与
す
る
可
能
性
、
な
ら
び
に
H
分
の
労
働
を
H
 
 

J
と
同
∴
祝
す
る
希
望
は
労
働
者
本
人
に
と
「
て
の
み
な
ら
ず
、
企
業
側
 
 

に
と
っ
て
も
利
京
＝
関
係
を
有
す
る
戸
 
 
 

新
し
い
拝
金
制
度
は
糾
合
の
影
響
力
を
減
殺
し
、
事
業
所
委
員
会
が
閲
 
 

ケ
す
る
ナ
†
ン
ス
を
増
や
す
＝
こ
の
断
L
い
L
父
渉
ん
式
に
上
㍉
て
規
制
権
 
 

限
は
企
業
レ
ベ
ル
に
接
近
す
る
い
 
す
な
わ
ち
、
糾
合
に
比
べ
て
成
紹
や
指
 
 

令
に
閲
す
る
事
業
所
委
貢
会
の
規
制
枠
限
か
仏
土
で
今
 
 
 

耕
し
い
伴
食
削
度
を
決
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
に
事
業
所
委
 
 

員
会
が
加
わ
「
て
も
、
そ
の
役
割
は
曖
昧
で
あ
る
 
チ
ー
ム
の
な
か
で
事
 
 

業
所
委
貢
会
に
は
、
企
業
の
作
業
ん
式
に
照
ら
し
て
い
か
な
る
賃
金
制
度
 
 

が
望
ま
し
い
か
と
い
う
創
造
的
な
思
考
が
求
め
ら
れ
る
へ
 
そ
れ
は
通
常
の
 
 

事
業
所
委
員
会
活
動
で
求
め
ら
れ
る
発
想
と
は
興
な
る
り
 
半
ば
使
用
者
側
 
 

の
発
想
が
生
じ
て
く
る
、
批
判
だ
け
で
な
〈
常
に
代
替
案
を
提
案
す
る
こ
 
 

と
が
求
め
ら
れ
る
し
 
そ
の
作
業
で
は
代
金
制
度
に
関
す
る
専
門
知
識
と
と
 
 

も
に
、
議
論
を
調
密
し
ま
と
め
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
、
二
の
よ
う
な
要
 
 

請
は
通
常
の
事
業
所
委
日
金
の
力
量
を
超
え
て
い
る
り
 
 
 

そ
れ
と
と
ら
に
、
事
業
所
委
員
会
は
労
働
者
の
な
か
で
強
者
と
弱
署
、
 
 

高
齢
者
と
若
年
者
、
入
牢
者
と
企
業
内
で
熟
練
を
形
成
し
て
き
た
署
の
問
 
 

の
利
筈
を
調
整
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
り
 
事
業
所
委
‖
貝
会
と
組
合
の
間
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お
わ
り
に
 
 

イ
、
本
稿
の
黎
約
 
 
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
現
業
労
働
者
に
は
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
出
来
高
貸
金
適
 
 

用
者
が
長
ら
く
存
続
L
て
き
た
。
時
間
給
の
現
業
労
働
者
で
は
、
協
約
上
 
 

の
職
務
格
付
け
に
甚
づ
〈
賃
金
の
原
則
は
厳
格
で
は
な
く
労
働
者
の
職
業
 
 

資
格
も
考
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
職
員
は
相
違
給
で
支
給
さ
れ
、
 
 

そ
の
道
悶
で
は
二
年
お
き
昇
給
 
（
⊥
業
部
門
）
 
と
い
う
年
功
序
列
的
賃
金
 
 

体
系
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

の
利
害
対
立
も
拡
大
し
よ
う
。
そ
れ
で
も
使
用
者
と
の
交
渉
で
事
業
所
委
 
 

員
会
が
引
き
続
い
て
組
合
の
援
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
ぃ
 
 

そ
れ
は
、
例
え
ば
賃
金
モ
デ
ル
の
評
価
等
に
お
い
て
、
事
業
所
委
員
会
自
 
 

身
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
り
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
考
え
ら
れ
る
従
業
員
代
表
の
対
応
可
能
性
は
、
 
 

人
事
考
課
の
手
続
き
に
関
与
し
、
そ
れ
を
合
意
L
て
事
業
所
協
定
と
し
て
 
 

締
結
す
る
こ
と
で
あ
る
り
 
そ
の
規
制
車
項
は
、
作
業
組
織
、
要
件
の
評
価
 
 

お
よ
び
成
績
測
定
・
監
視
の
方
法
、
標
準
的
、
お
よ
び
作
業
過
程
を
通
じ
 
 

て
獲
得
さ
れ
る
資
栴
∵
地
位
、
人
月
配
嵩
云
よ
び
人
事
計
画
の
手
続
き
等
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

企
業
目
的
に
職
員
を
同
一
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
圧
力
に
対
し
て
は
、
健
 
 

康
保
護
、
家
族
的
利
益
の
考
慮
も
L
く
は
労
働
権
と
い
う
、
純
粋
な
成
績
 
 

原
理
で
は
考
慮
さ
れ
な
い
臼
的
や
価
値
を
強
調
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
を
含
む
賃
金
制
度
は
、
労
働
者
が
 
 

担
当
す
る
職
務
を
評
価
す
る
職
務
給
か
ら
、
同
時
に
労
働
者
の
資
格
や
勤
 
 

務
態
度
を
考
慮
－
こ
」
む
の
に
移
行
し
っ
つ
あ
る
。
職
員
に
お
い
て
は
従
来
 
 

か
ら
そ
の
傾
向
か
あ
っ
た
が
そ
れ
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
産
業
・
 
 

企
業
に
よ
っ
て
作
業
方
法
が
異
な
り
、
そ
れ
に
規
完
さ
れ
て
企
業
が
賃
金
 
 

制
度
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
抱
え
る
課
題
も
異
な
る
。
 
 
 

職
員
気
質
に
は
現
業
労
働
者
と
は
異
な
る
独
n
な
特
徴
が
あ
り
、
職
‥
只
 
 

別
に
お
け
る
格
差
を
伴
っ
た
処
遇
を
許
容
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
 
 

な
傾
向
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
だ
け
の
特
徴
で
は
な
い
で
あ
ウ
1
。
 
 
 

労
働
者
の
働
き
ぶ
り
に
応
じ
た
賃
金
支
給
は
、
「
成
績
に
リ
ン
ク
L
た
」
 
 

と
い
う
よ
り
も
「
査
定
に
リ
ン
ク
し
た
」
賃
金
と
い
う
表
現
の
方
が
実
相
 
 

を
的
櫛
に
つ
い
て
い
る
。
 
 
 

入
庫
考
課
制
度
や
成
績
確
定
の
疑
わ
L
い
、
見
せ
か
け
だ
け
の
客
観
的
 
 

な
†
続
き
は
問
題
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
人
事
考
課
の
目
的
と
し
て
、
そ
 
 

れ
を
労
働
者
の
処
遇
と
能
力
開
発
の
双
方
に
清
閑
す
る
二
と
に
は
掴
難
が
 
 

什
う
。
そ
れ
は
ト
イ
ツ
で
も
人
事
考
課
の
斯
L
い
変
化
傾
向
と
し
て
、
後
 
 

者
の
方
に
移
行
L
つ
つ
あ
る
。
 
 
 

個
人
化
の
傾
向
が
強
ま
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
成
績
規
制
 
 

で
集
用
的
な
規
制
が
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
る
し
、
そ
れ
が
求
め
ら
れ
 
 

て
い
る
。
 
 

U
、
内
本
上
の
特
徴
お
よ
び
検
討
 
 
 

二
の
国
で
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
年
功
賃
金
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
 
 

阿
で
見
ら
れ
る
。
む
L
ろ
日
本
で
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
ゆ
な
ら
ず
、
ブ
 
 

1
－
 
 

ル
ー
カ
ラ
ー
の
賃
金
体
系
も
そ
う
で
あ
る
正
に
特
徴
が
あ
脊
 
 
 

こ
の
回
に
も
日
本
的
経
常
が
強
く
影
響
を
及
ば
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ナ
 
 

二
二
九
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ー
ム
作
業
、
リ
ー
ン
生
庶
人
法
等
に
特
徴
的
に
ホ
さ
れ
る
り
 
そ
れ
は
組
ム
‖
 
 

側
か
ら
は
警
戒
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

人
事
考
課
の
評
価
に
関
す
る
議
論
の
内
容
は
国
境
を
超
え
て
か
な
り
丑
（
 
 

通
L
た
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

人
事
考
課
制
度
に
対
す
る
規
制
可
能
性
と
し
て
は
、
労
使
協
定
に
よ
ハ
ノ
 
 

て
評
価
指
標
を
詳
L
く
定
め
査
走
者
の
裁
量
の
金
地
を
挟
め
る
こ
と
、
手
 
 

続
き
的
に
は
査
定
結
果
と
そ
の
理
由
を
本
人
に
説
明
さ
せ
る
こ
と
、
同
時
 
 

に
従
業
昌
代
表
へ
も
通
知
す
る
二
と
、
複
数
の
査
定
者
が
査
定
を
行
う
こ
 
 

と
に
よ
二
し
査
定
者
に
よ
る
加
佃
の
違
い
を
相
対
化
す
る
こ
と
等
で
あ
る
リ
 
 
 

オ
∵
－
二
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
人
事
考
課
制
度
の
運
用
に
は
、
隣
国
ド
イ
ツ
 
 

と
は
異
な
り
、
労
働
者
側
は
使
用
者
に
よ
る
悪
意
的
運
用
の
可
能
件
の
も
 
 

ぶ  

と
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
」
 
そ
れ
は
す
で
に
別
稿
で
論
 
 

じ
た
が
、
基
本
的
に
は
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
側
の
利
益
代
表
で
あ
る
 
 

従
業
‖
日
代
ム
の
規
制
権
限
お
よ
び
交
渉
h
力
下
段
の
程
度
の
違
い
に
起
因
 
 

す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
事
業
所
姜
‥
H
会
が
現
業
労
働
者
と
職
F
i
で
 
 

別
々
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
少
数
者
で
あ
る
職
員
も
単
独
で
設
 
 

立
す
る
二
と
が
し
ば
L
ば
囲
経
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
に
作
用
し
て
 
 

い
る
。
 
 

（
1
）
 
E
c
k
a
r
d
s
t
e
ぎ
＼
J
当
課
▼
N
e
亡
e
 
W
e
g
e
 
d
e
T
 
L
O
h
コ
f
ぎ
d
u
コ
g
 
f
守
d
i
e
 
 

｝
n
d
l
一
た
r
ざ
忘
誤
一
S
」
讐
f
．
 
 

（
2
〕
 
E
c
k
a
r
d
s
【
e
i
コ
＼
J
a
コ
e
S
二
P
 
a
．
〇
．
一
S
．
巴
声
 
 

（
3
）
 
徳
水
毛
良
編
 
『
西
ド
イ
ツ
自
動
車
十
業
の
労
使
関
係
k
 
二
九
八
h
年
、
 
 
 

u
コ
d
G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
s
p
O
≡
斉
b
e
こ
e
コ
A
コ
g
e
S
t
e
〓
t
e
⊃
i
ヨ
G
e
w
e
r
b
〔
．
 
 

】
駕
戸
S
．
良
ぃ
f
f
．
 
 

H
〕
 
E
L
D
ぎ
i
t
N
＼
E
．
W
a
g
コ
e
r
▼
a
．
a
．
〇
ニ
S
」
い
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（
1
2
）
 
E
．
⊆
ヨ
昔
N
＼
E
⊥
彗
a
g
コ
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r
一
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．
a
〇
．
〉
S
．
缶
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（
1
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）
 
く
g
－
．
ア
a
ユ
P
r
〇
）
彗
一
（
訂
h
a
房
コ
コ
d
u
コ
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亡
コ
d
 
L
e
を
u
〓
誉
訂
u
r
・
 
 
 

t
e
山
一
u
コ
g
 
f
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r
 
A
コ
莞
S
t
e
≡
e
 
i
コ
d
e
r
 
訝
t
e
r
r
几
i
c
h
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s
c
ユ
e
コ
ー
コ
d
r
l
S
t
r
i
e
一
 
 

】
若
ふ
一
S
．
た
〔
 
 

（
1
4
）
 
E
c
k
a
r
d
s
t
e
i
コ
＼
J
a
－
完
S
｝
a
．
a
．
〇
．
一
S
．
】
麗
．
 
 

（
1
5
）
 
J
．
F
l
巽
k
e
】
・
＼
U
．
P
a
s
t
コ
e
r
．
a
．
a
．
〇
こ
S
．
岩
f
f
 

（
1
6
）
 
P
．
宍
b
】
ヨ
u
S
声
一
S
．
～
H
f
．
 
 

（
1
7
〕
 
E
c
k
a
r
d
s
t
e
i
コ
＼
J
a
コ
e
S
．
a
．
a
．
〇
．
一
S
．
〔
還
．
 
 

へ
1
8
）
 
E
c
k
雪
d
s
t
e
i
コ
＼
古
コ
e
S
こ
r
．
a
．
〇
二
S
．
N
芝
f
．
 
 

（
1
9
〕
 
A
コ
t
〇
n
 
H
乙
e
コ
ー
N
e
u
e
 
E
邑
O
h
コ
亡
n
g
S
コ
O
r
ヨ
e
コ
a
亡
S
 
S
i
c
h
t
 
d
e
r
 
 
 

A
r
b
e
肯
コ
e
h
ヨ
e
r
」
コ
‥
E
c
k
a
r
d
s
（
e
i
コ
＼
J
a
n
e
s
二
甲
a
．
〇
．
．
S
．
－
N
箪
 
 

（
訓
）
 
J
．
コ
e
c
k
e
r
＼
U
．
P
a
s
t
n
e
r
一
a
．
a
．
〇
こ
S
∴
f
f
．
 
 

（
2
1
）
 
A
r
b
e
君
r
k
a
ヨ
ヨ
e
r
W
i
e
コ
ー
E
コ
t
g
e
】
【
s
）
1
S
t
e
ヨ
e
i
ヨ
W
a
邑
e
－
一
－
滑
車
 
 

S
．
N
F
J
 
 

（
2
2
）
 
J
．
F
】
e
c
k
e
r
＼
U
．
P
a
s
t
n
e
r
．
a
．
a
．
〇
．
〉
S
．
ひ
ぃ
f
f
．
 
 

（
2
2
′
ワ
ニ
 
ド
イ
ツ
の
電
力
・
ガ
ス
・
水
道
供
給
業
A
杜
が
一
九
九
一
一
年
に
人
事
 
 
 

（
7
）
 
く
堅
P
．
F
O
】
ヨ
＼
H
」
亡
t
N
＼
P
－
．
ご
C
k
－
d
＼
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．
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＼
P
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W
a
g
コ
e
r
、
L
e
i
s
t
t
ヨ
g
C
h
コ
〔
S
e
コ
㌃
ユ
蒜
t
り
」
芸
コ
．
S
．
ご
f
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E
c
k
a
r
d
s
〔
且
〓
＼
訂
n
e
∽
一
a
．
P
 
O
こ
S
．
〓
翠
 
 
 

V
g
】
．
K
〇
一
ヨ
u
S
W
こ
a
．
a
．
〇
一
一
S
一
彗
f
．
 
 
 

V
箪
E
r
i
c
h
D
i
ヨ
；
N
＼
刀
v
U
W
a
g
コ
雪
．
E
i
コ
k
O
ヨ
ヨ
e
コ
S
e
コ
t
ま
c
k
】
u
n
昭
 
 

二
三
〇
 
 
 

御
茶
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水
害
扉
）
 
∵
U
O
．
R
を
照
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E
c
k
a
r
d
s
（
e
i
コ
＼
J
a
n
e
s
一
a
．
a
．
〇
．
－
S
．
ご
声
 
 
 

E
c
k
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r
d
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t
e
ぎ
＼
J
a
n
e
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一
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．
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．
〇
．
u
S
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岩
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〔
 
 
 

V
g
1
．
J
守
g
 
F
一
e
c
k
e
r
＼
t
コ
「
i
k
e
 
P
a
s
（
コ
e
r
一
Ⅰ
コ
d
亡
S
t
r
i
e
a
コ
g
〔
S
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〓
t
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u
コ
d
L
e
ト
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【
u
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声
S
．
N
N
f
f
．
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A
、
知
識
‥
閏
0
0
点
の
配
点
－
専
門
知
識
（
専
門
教
育
修
／
程
度
、
 
 
 

経
験
、
そ
の
幅
と
深
さ
）
、
管
理
知
識
（
企
業
内
に
お
け
る
業
務
の
 
 
 

進
め
方
を
め
ぐ
る
円
滑
さ
、
異
な
る
部
門
に
お
け
る
就
労
・
指
導
∴
 
 
 

顧
客
・
同
僚
と
の
関
係
（
業
務
遂
行
に
お
け
る
説
明
方
法
、
感
情
 
 
 

を
抑
え
て
対
応
・
処
理
で
き
る
こ
と
）
 
 

B
、
仕
事
の
進
め
方
（
D
e
コ
k
－
e
i
s
t
u
n
g
∴
二
〇
∩
点
の
配
点
－
思
考
 
 
 

の
範
囲
（
現
場
で
の
課
題
を
具
体
化
す
る
こ
と
∴
 
関
越
解
決
（
課
 
 
 

題
遂
行
に
あ
た
り
抱
え
て
い
る
困
難
・
閉
威
を
解
決
し
克
服
す
る
 
 
 

こ
と
）
 
 

C
、
素
住
の
程
度
‥
三
五
〇
点
の
配
点
－
行
動
の
白
山
 
（
L
司
と
の
 
 
 

行
動
の
限
度
）
、
地
位
（
職
務
十
の
地
位
お
よ
び
管
轄
範
囲
∵
 
影
 
 
 

響
裾
他
の
方
法
（
拍
当
職
務
の
規
模
、
複
雑
さ
も
し
く
は
重
要
さ
）
 
 

手
続
き
 
 
 

考
課
の
利
用
目
的
を
変
更
L
て
能
力
開
発
の
た
め
に
利
用
す
る
よ
1
に
な
 
 

っ
た
の
も
、
こ
の
一
例
で
あ
る
。
藤
内
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
人
事
考
課
制
 
 

度
調
査
結
果
」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
四
四
巻
二
号
 
へ
‥
九
九
四
年
一
り
 
 

八
五
真
参
照
。
 
 
 

J
．
F
】
e
c
k
e
r
＼
U
．
P
a
s
t
n
e
r
－
a
．
a
．
〇
．
－
S
．
∽
箪
 
 
 

こ
の
点
は
‖
本
で
は
お
御
輿
経
営
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
の
 
 

労
働
者
が
そ
の
担
当
職
傍
を
明
確
に
区
分
さ
れ
ず
共
同
で
作
業
し
て
い
る
 
 

た
め
に
一
人
ひ
と
り
の
寄
与
度
を
測
定
す
る
こ
と
は
一
層
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

E
c
k
a
r
d
s
を
〓
＼
J
a
n
票
、
a
．
a
．
C
．
－
S
∴
遥
 
 
 

J
．
F
有
c
k
e
r
＼
U
．
P
a
s
冨
e
r
：
p
．
a
．
〇
．
〉
S
．
∽
∽
f
．
 
 
 

参
考
ま
で
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
職
員
に
対
す
る
人
事
考
課
制
度
の
事
 
 

例
を
簡
朱
書
き
で
紆
介
し
て
い
ヅ
～
ハ
 
 
 

ま
ず
、
①
エ
a
y
 
C
r
（
）
u
p
の
事
例
で
は
、
 
 

査
定
指
標
 
 

〔
付
記
〕
 
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
間
企
業
職
員
労
組
 
 

（
G
P
A
一
吾
記
の
K
a
ユ
P
r
O
y
e
r
氏
に
資
料
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
J
 
記
し
て
 
 

協
力
に
謝
意
を
表
す
る
い
 
 

（
と
う
な
い
・
か
ず
ひ
ろ
）
 
 

査
定
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
に
つ
き
四
段
 
 

階
で
評
価
す
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
別
企
業
②
で
査
定
に
基
づ
く
職
員
の
加
給
事
例
と
し
て
、
 
 
 

名
称
は
個
人
手
当
（
l
n
d
i
ま
d
u
a
－
z
u
】
a
g
e
）
 
 
 

年
間
一
閃
回
支
給
さ
れ
る
。
そ
れ
は
貨
金
に
対
す
る
上
乗
せ
支
給
と
 
 

い
う
形
を
と
る
r
 
 
 

査
定
指
標
‥
七
項
‖
－
本
人
の
作
業
に
取
り
組
む
姿
勢
（
p
e
r
s
ぎ
】
T
 
 

c
h
e
r
E
i
n
s
a
t
z
）
お
よ
び
忍
耐
強
さ
、
信
頼
性
／
仕
事
の
質
、
問
題
解
決
 
 

／
実
行
力
、
協
力
、
コ
ス
ト
意
識
、
顧
客
へ
の
対
応
、
柔
軟
性
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
拍
標
に
つ
き
七
ラ
ン
ク
で
評
価
す
る
。
 
 
 

取
扱
い
‥
個
人
手
当
は
本
人
の
l
吉
舎
総
鮎
の
五
％
以
内
と
す
る
。
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r
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r
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．
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〇
．
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．
】
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f
f
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P
紆
n
マ
e
d
 
P
O
）
N
e
r
Ⅶ
E
i
n
f
亡
h
r
亡
コ
ね
n
e
亡
e
r
 
E
n
［
g
e
l
〔
s
）
生
e
ヨ
e
J
n
い
 
 
 

E
c
k
a
r
d
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〔
e
i
コ
、
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a
コ
e
S
も
■
a
．
〇
．
｝
S
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票
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訓
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本
労
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人
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の
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係
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九
八
∴
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本
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働
協
会
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二
∵
早
参
照
 
小
池
利
男
執
筆
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（
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1
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内
「
ド
イ
ツ
に
ム
け
る
人
事
考
課
制
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の
運
用
実
態
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‖
本
労
席
学
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年
報
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二
関
川
大
杢
、
り
九
九
五
年
）
 
し
良
参
昭
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3
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オ
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ス
ト
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ア
に
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け
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従
業
員
代
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運
用
実
感
L
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年
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